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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　最初は、故障かと思った。

　会社からの通信連れん絡らく。いつもなら、のほほーんとした社長の顔が映し出されるはずの画面には、今、よくわからない数字の羅ら列れつだけが表示されていた。

『やあ。調子はどうだい？』

　社長ののんきな声は、いつも通り。

「映像にトラブルがあるわ」

　レティシアが指し摘てきしたそのとたん。画面は変わり、あいまいな笑えみを浮うかべた兄──シェリフスター・カンパニー社長、ティモシー＝マイスターの姿が映し出された。

『いやいや。別にトラブルじゃないよ。

　……それで、今回の仕事なんだけど』

　なにやら話を変えられたような気がしたが──いずれにしろ、仕事の話が優先だろう。気にせず話の先を聞く。

『うちの親会社……クロフトの持ってる、ある星の鉱山で、輸送途と中ちゆうの鉱物強ごう奪だつ事件が起きてね』

「なるほど」

　それだけで、依い頼らい内容の察しはついた。

『そこできみたちには、採さい掘くつと物資の安全輸送を頼たのみたい』

　……………………

　言われたことに、一いつ瞬しゆん何かの違い和わ感かんをおぼえるレティシア。

『くわしいデータはいつも通り、あとでそちらに送……』

「──ちょっと待って」

　静かな口調で──しかしきっぱりと、レティシアは、ティモシーの言葉をさえぎって、

「今ひょっとして……『採掘と』『物資の安全輸送』って言わなかった？」

『え？』

　問われて彼は、二、三度まばたきをして、

『言ったけど？』

「『言ったけど』じゃないわよっ！」

　彼女は思わず身を乗り出し、

「物資輸送はともかく、なぜ採掘まで!?

　あたしもメニィも、採掘作業の経験なんてないわ。

　クロフトになら、その道のプロなんていくらでもいる。採掘作業はそちらに任せて、あたしたちはその護衛、というのが合理的な判断のはずよ」

『うーん……確かにそうかもしれないなぁ……けど、襲しゆう撃げき事件があったわけだし、他ほかにもいろいろといやがらせじみたこともあったらしいからねぇ。みんな行きたがらないんだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。採掘作業に関しては、装備課のメンバーに経験者がいるから、指導してもらえる手はずになっているから』

「……装備課……？」

　──シュミの酔すい狂きよう女王様とユカイな変人揃ぞろいの、あの装備課？──

　言いかけた言葉は、かろうじてのどもとで押しとどめた。だって一応同どう僚りようだし。認めたくないけど。

『そう。装備課。合同作戦、っていうことになるのかな？』

「ますますいやです」

『そうかぁ……』

　困ったように眉まゆをひそめ、ティモシーがつぶやいたそのとたん。

　ふたたび唐とう突とつに画面が変わり、数字の羅列が現れる。

『……見える？　レティシア？』

「いえ。また画面がトラブったみたいよ」

『いやいや。トラブルじゃないって。この数字が見える？　って聞いたんだ』

「……見えるわ」

『結構。で、これ、何かわかる？』

「さあ」

　レティシアの気のない返事に、画面がふたたび切り替かわり、にこにこ笑顔のティモシーに戻もどる。

『見当もつかない？』

　問われてしばし考えて、

「……暗号文にしては短いようだけど、日付にしては長すぎる……何かの認にん識しき番号とか？」

『外れ』

　モニターの向こうで、彼は笑みを深くして、

『パワード・スーツと宇宙船の修理費用』

　ぶウッ！

　思わず吹ふき出すレティシアに、彼はやはり笑みのまま、

『あ、ちなみに、きみたち二人が壊こわしたぶんだけで、の話ね。

　なんか事件が起こるたびに、消しよう耗もう品じゃないはずのものを、ガスガス消耗してるみたいだし。

　むろん不ふ可か抗こう力りよくな部分もあったんだろう、ということはわかってるよ。

　けどねぇ、不可抗力じゃない部分、っていうのもあったと思うんだな。僕は』

「………………現場の判断というものは尊重すべきだと思うけど」

『そうだねぇ。そう言ってる人が、額にうっすらと汗あせをにじませていたりしなければ、こちらも考えるんだけどねぇ』

　……うっ……

　漏もれそうになる声を嚙かみ殺し、なんとか反論の手段を模も索さくして──

『……というか、ともかくこれ、業務命令なんでよろしくね。

　あ。ちなみにもう片方──モーニング・スターの二人も参加するんで、仲良くね。

　意見は？』

「……ないわ……」

　──絶対いやがらせね。これは。

　胸の裡うちでは確信しつつ、しかし『業務命令』という言葉の前に、レティシアには、ただうなずくしかなかったのだった……




　人類が光の速度を超こえて、およそ百年。

　無限に近しい虚こ空くうをはばたく翼つばさを手に入れた人々は、さまざまな惑わく星せいに進出し、そこを故郷──地球と似た環かん境きようへと改造し、移り住んでいった。

　生まれたのは、数々の入植惑星。数々の独立惑星国家。そして、それらをはるかに上回る数々のトラブル。

　不安定な国家体制。軍や警察は、次々と発生するトラブルへの、決定的な解決力とはならなかった。

　そこに生まれたのが、民間のトラブルシューターだった。

　なんでも屋、と言ってもいいだろう。

　レティシアの属するシェリフスター・カンパニーもまた、つい最近生まれた、民間トラブルシュートの会社である。

　違ちがうのは、その会社が、太陽系に拠きよを置く巨きよ大だい企き業ぎよう、クロフト・カンパニーをその母体としていること。

　そしてそのメンバーたちが、少々特とく殊しゆな事情を抱かかえていること、だった。




「……あまり歓かん迎げいされていないみたいね」

　ライトバンの窓越ごしに、外の様子を眺ながめつつ、レティシアは面おも白しろくもなさそうにつぶやいた。

　惑星リーデル。

　首都から遠く離はなれた、小さな地スペ方ース宇・ポ宙ー港ト。

　そこからさらに離れた場所に、ここ、ランクルの町はあった。

　前の採さい掘くつチームが残していったライトバンは、時間と砂さ塵じんで薄うす汚よごれ、ヒビの入ったままになっている窓もある。

　そんな窓を透すかして見る町は、おせじにも豊かには見えなかった。

　事前に渡わたされたデータによると、このランクルの町は、都心部に農作物を供給する農地として計画・設立された。

　だが、当初予想されていたほど土地は豊かではなく、やはり当初予想されていたほど、農業を希望する者は集まらなかった。

　ゆっくりと。しかし確実にさびれてゆく町。それがこのランクルだった。

　町ここからさらに離れた荒こう野やに、希レ少ア金メ属タルの鉱脈が発見されたのは、ほんの一年ほど前のことだったらしい。

　採掘権を手に入れたのは、クロフトの子会社。そこで働いていた連中は、気晴らしにこの町へと立ち寄っては、いくばくかの金と、多くのトラブルを落としていったのだろう。

　その会社が、いろいろあって権利をクロフトへと渡し、こうしてレティシアたちがやって来たわけだが──

　通りに佇たたずむ町の人々が、こちらに向ける視線は冷たい。よそ者を見る目というよりも、それは敵意に近かった。

　町の者たちにとっては、採掘者が変わったことなど知ったことではない。いずれにしろ、町を荒あらすよそ者たち──と見えてしまうのだろう。

　──このあたりの溝みぞを埋うめるのも、結構骨が折れそうね──

　胸の裡でつぶやいて、レティシアは小さなため息をついた。

「──こういう仕事は性しように合わない？」

　その吐と息いきを聞きつけられたのか。かけられた声には、わずかだが、揶や揄ゆの響ひびきが混じっていた。

　前──助手席でふり向いたのは、長い金髪ブロンドの少女だった。見た目の年とし頃ごろも背せ丈たけも、レティシアとあまり変わらない。しかしレティシアは知っている。彼女の出自が、相棒メニイと同じであることを。

　サミィ＝マリオン。シェリフスターのもう片方の実働部隊、チーム・モーニング・スターの一人である。

　基本的には気のいい相手なのだが、やや短気なところがあり、レティシアにつっかかることもよくある。

「──そうね」

　レティシアは、自分が彼女からあまり好かれていないことを自覚していた。とりあえずあまり刺し激げきしないよう、無難であいまいな答えを返した。

　だがそれが、適当にあしらわれたという印象でも与あたえたのか、サミィはいささかムッとした表情で──

「なぜこの依い頼らいを？」

　口を開きかけた彼女を遮さえぎるかのように、響いたのは男の声だった。

　乗り合わせた四人のうちで、ただ一人の男──運転席でハンドルを握にぎるイーザー＝マリオン。サミィのチーム・パートナー。

　左右で色の違う瞳ひとみは正面を向いたまま。レティシアの位置からは、長く伸のばしたその銀ぎん髪ぱつと肩かた口ぐちしか見えない。

「我々両方のチームが依頼されるような内容ではないと思うが」

　問われてレティシアは答えに窮きゆうし──

「んとね。いろいろ壊こわした罰ばつなんだって」

　そのスキに、隣となりに座ったメニィが陽気にさらりと答えた。

　それにサミィは目を丸くして、

「え？　あんたたちもなの？」

「あんたたち『も』って……」

　つぶやきを聞きとがめ、レティシアは眉まゆをひそめて、

「それじゃあそっちも、いろいろと壊したわけ？」

「……それはまあその……」

　サミィは視線をそらして、

「……現場の判断、ってやつよ」

　自分と同じ言い訳をする。レティシアは思わず小さな笑えみを漏もらした。

「……何がおかしいのよ？」

「別に」

　つっかかるサミィ。流すレティシア。

　話すうちにも車は町を抜ぬけ、一路──いや、道なき荒野を採掘場へと向かう。

　そこでは先行した装備課の面々が、すでに作業を開始しているはずだった。




「ようやく来たようね！」

　──車から降りたそのとたん。声は、頭上から聞こえた。

　誰だれの声かは、わかっている。

　レティシアたち四人は、そちらの方に目をやって──

『……………………』

　四人そろって絶句した。

　連なる、起き伏ふくに富んだ岩場。もしも大昔の地球を知っている者がいたなら、グランドキャニオンに喩たとえたかもしれない。

　そこが採さい掘くつ場だった。

　十数台の車両が停とまり、あちこちにテントが張られ、すでに先行した装備課の人間たちによって、作業は開始されていた。

　そして。

　四人が車を停めた近くの岩場。こちらを見下ろす高みに、太陽を背に立っていたのは、レティシアたちの見知った女だった。

　としの頃ころなら二十歳と少しの金髪ブロンド美人。いつもなら、赤いジャケットに白いスラックス。白い手て袋ぶくろにポインター、といういでたちなのだが──

　どうやら今回は、状じよう況きように服を合わせたらしく、黄色い安全ヘルメットに軍手、ノースリーブシャツにニッカーズ。首からタオルをひっかけて、手にはポインターではなくツルハシというスタイルだった。

　しかし何よりイヤなのが、そのいでたちが、妙みようにしっくり似合っているところだった。

　装備課主任の変態シュミ人、本名不明の自じ称しよう『クイーン』。

　……ええっと……どうしたものやら……

　レティシアが反応に困っていると。

「クイーン、かっこいい！」

「えぇっ!?」

　メニィの上げたその声に、レティシアは思わず声を上げていた。

　見れば少女はすぐ隣で、なにやらやたらときらきらした目を、クイーンの方に向けている。

「ほほほほほほほほ！　なかなか見る目があるわね！　メニィ！

　これこそ採掘作業における、伝統あるフォーマルスタイルなのよっ！」

『おおおおぉ』

　感かん嘆たんの声を上げる、メニィにサミィにイーザーの三人。

　その中でただ、レティシアだけが、心の中でつぶやいていた。

　──絶対だまされてる──と。

　根こん拠きよはない。ただ本能というか、人としての生きる知ち恵えというか、そういったものが告げている。きっと何かが間ま違ちがっている、と。

　そんな彼女の思いなど知らぬげに、クイーンは大きく胸を張り、

「というわけでみんなにも、この私がコーディネートした服を渡わたすから、作業はそれを着てやるように！」

「……どうしてもその服じゃないといけないわけ？」

　問うレティシアに、クイーンはどこか勝ち誇ほこったように、

「ふっ。まさかそのスーツで作業をするつもりじゃあないでしょうね。動きやすく作ってはあるけれど、こういった作業向きとは言えないわね。

　どうしても無む駄だに疲つかれたい、というのなら止めはしないけれど」

「……わかったわ……」

　だまされている気はするのだが、さりとてクイーンの並べるりくつを、論破するだけの根拠も気力もありはしない。

　レティシアは、しぶしぶ首を縦に振ふった。




「質問があるわ」

　二十分後。

　服を着き替がえ、ふたたび四人でクイーンの前に集まって。レティシアは、小さく手を上げ、口を開いた。

「何かしら？」

　なぜかやはり、一段高い岩場の上に佇たたずみ問い返すクイーン。

「服装のコーディネートに関しては──とりあえず、何も言わないことにするわ」

　全員の格好を見渡し、レティシアは言う。

　彼女とサミィは、クイーンと全く同じいでたち。メニィはそれに、毛糸の腹巻きがオプションで加えられている。

　一人イーザーのみが、なぜか灰色の全身ツナギで、ヘルメットと軍手は同じ。なんだか異様に似合っている。

　──むろんこれらの服装に、ツッコミを入れたい部分は多々あった。しかしその話題でクイーンと議論をするのは、果てしない人生のムダのような気がして、とりあえずレティシアは、その点については妥だ協きようした。

　が。

「これは、何？」

　言って彼女は、自分が手にしたツルハシを指す。

　着替えの服といっしょに、全員に手渡されたものである。

　問われてクイーンは目を丸くして、

「あら。思ったより無学ね。

　これは『ツルハシ』といって、穴を掘ほったりする時に使う……」

「そうじゃなくて。

　なぜこんなものが支給されているのか、って質問しているんだけど。

　雰ふん囲い気き作りにしても、作業用の採さい掘くつ機を使う時、邪じや魔まになるだけよ」

「──いいや。機械は使わん」

　声は、クイーンからやや離はなれた場所から聞こえた。

　岩場の陰かげ。ゆらりっ、とそこに身を起こしたのは年ねん輩ぱいの男。白はく髪はつで、体格もよいとは言えないが、老人と呼ぶには鋭するどすぎる光をたたえた両の目が、レティシアたち四人に向けられていた。

「最初は、な」

[image: ]

「紹しよう介かいするわ」

　クイーンは、こちらに歩み寄る老人を目で示して、

「装備課うちのスタッフ、ワーナー＝グラハム。

　機械類の微び調ちよう整せいに関しては、この私より腕うではいいわ。

　採掘作業の経験があるらしいから、今回、現場の主任をやってもらうことになったのよ」

　紹介された老人は、じろりっ、とレティシアたちを一いち瞥べつし、

「……どうもあんたら、やる気、ってぇもんが感じられんな」

　装備を壊こわした罰ばつも同然のこの依い頼らいに、やる気を出せ、という方が難しいような気がするのだが──とりあえずレティシアは黙だまっておく。

「むろん採掘機は使う。でないと採算も何もあったもんじゃねえ。

　けどな。適当に機械を操あやつったところで、とうてい『いい仕事』なんてできっこねえ。

　まずは、体で直じかに感じるんだ。

　鉱脈を掘る、ってことがどういうことなのかをな」

「……つまりひょっとして……」

　レティシアは、ツルハシをかかげておそるおそる、

「……しばらくはこれで……穴を掘れ、って言ってるわけ……？」

「おうよ」

　即そく座ざに返ってきた答えには、反論の余地はありそうにもなかった……




　採掘孔こうの奥には先客がいた。

　発光樹じゆ脂しの明かりに照らされ、レティシアたちとほとんどそろいの格好で、ツルハシをふるう男が二人。

　二人並ぶとでこぼこコンビ、といった印象だが、チビとデカ、というわけではない。片方が図ず抜ぬけて大おお柄がらなのだ。

「お。来ましたね」

　こちらに気づき、手を止めて、口を開いたのはその片方。

　背の高さは普ふ通つうだが、細身なせいで、やや長身に見える。──隣となりに大男がいなければ、の話だが。

　もう一方は、背ならば隣の男より頭一つ高く、横よこ幅はばなら三倍近くはあるだろう。

　へたに体格がいいせいで、今の服装が、涙なみだが出るほど似合っている。

「あ。手下さんたちだ～♪」

『手下言うなぁっ！』

　無む邪じや気きに言ったメニィの言葉に、涙をにじませて二人はハモった。

　二人は、クイーンの補給船『ヴァルキリー』の艦ブ橋リ乗ツ務ジク員ルーなのだが、正直、扱あつかわれ方や何やからして、クイーンの手下、というイメージが強い。

「スティッキーだよっ！」

　と細身の方。

「トゥーラです」

　デカい方が続ける。

「……と言ってもねぇ……」

　レティシアはため息に言葉を乗せて、

「こんなところで唯い々い諾だく々だくとツルハシをふるっている姿は、『コキ使われている手下』以外の何でもないわよ。あなたたち」

『うっ。』

　二人は一いつし瞬ゆん絶句して──

　しかしスティッキーは、片方の眉まゆを皮肉っぽくはね上げて、

「……で、みなさんはその『コキ使われている手下』の仲間入りに来たってわけですね」

『うっ。』

　反論などできるはずもなく、今度はレティシアとサミィが呻うめく。

「──おしゃべりはそのへんにしな」

　しわがれた声は、後ろから。

　振ふり向くまでもなく、レティシアには、背後に立ったワーナーが、どんな表か情おをしているかさえ想像できるような気がした。

「さ。それじゃあ掘ほってもらおうか」

　……はぁぁぁぁぁ……

　一同はこっそり同時にため息ついて、それでも一応おとなしく、横穴の奥に並ぶ。

　そして──作業ははじまった。




「事前の説明でわかってると思うが！

　発光樹脂ライトの光に反応して光ってるのが、クラグタイトの鉱脈だ！

　……そこの！　もっと肘ひじを締しめて！」

　レティシアたちの後ろを行き来しながら。

　ワーナーは、ツルハシをふるう音にも負けない声をはり上げた。

「技術畑の人間なら知ってると思うが、惑わく星せい改造に使う、ある種の大ア気ト成モ分ス調・ツ整リ樹ーを造るのに必要な鉱シロ物モノだ！　このあたりにゃあごろごろしてるが、れっきとした希レ少ア金メ属タルだ！　粗そ末まつにはするなよ！

　──おらそこ腰こしが入ってねえ！」

　削けずり出された鉱石を、運うん搬ぱん用のカートにぽんぽんほうり込みながら、ワーナーの言葉は、とぎれることなく続く。

「この石ころが、いつの日か、どこかの星の空気を変えて、人が住める所にするんだ！　そう思いながら掘れ！　最は初なっから機械で掘ってたんじゃあ、一番大事なそこんところが実感できねえんだよ！

　──おう、イーザー！　おめえ、なかなかいいスジしてるぜ！」

「そうか」

　イーザーは表情一つ変えず、ツルハシをふるい続けつつ、

「これはこれで、やってみると楽しいものだ」

　聞いたレティシアがコケるより先に。

「うん！　おもしろい～♪」

　陽気なメニィの声が上がる。

「そうか！　面おも白しれぇか！　その気持ちを大事にするんだぞ！

　けどツルハシってぇもんは、ただ力任せにふり回すもんじゃあねえんだぞ！　テンポって奴やつも大事にな！」

「たしかに……ちょっとコツがわかってくると、こういうのも結構悪くないわね」

　サミィまでもが言いはじめる。

　レティシアとスティッキー、そしてトゥーラは、こっそり視線を交かわして、小さく左右に首を振る。

　これの一体何が面白いのか。単に面めん倒どうで疲つかれるだけである。

　だが。

　──ああ。そうか──

　レティシアは唐とう突とつに、悟さとったような気がした。

　メニィが、サミィが、イーザーが。この作業を、『面白い』と評した理由が。

　──子供って……土遊び、好きだから──

　なんとはなしに納なつ得とくし、彼女は黙もく々もくと作業を続けた──




　その日。

　ワーナーが作業の終わりを告げたのは、日にち没ぼつから少し経った頃ころのことだった。

　荒こう野やを吹ふきゆくかわいた風でさえ、穴ぐらから這はい出した身には心地よい。

　その風に混じるのは、クリームシチューのよい香かおり。

　採さい掘くつ場の前にある、車や物資の数々。

　停とめられた搬はん送そう用の大型トレーラーから、数台の車の天てん井じように渡わたる幌ほろがかけられて、雨あめ露つゆがしのげるようになっている。

　下にはテーブルとイスが適当に並べられており、休きゆう憩けい所兼けん食堂になっていた。

　そこではすでに装備課の他ほかの面々、数十人がテーブルにつき、夕食をとりはじめている。

「どうだ？　半日もねえ作業だったが、自分の体動かして穴掘った感想は？」

　適当に空いている席につき、シチューにサラダにマッシュド・ポテト、バケットとコーヒーの夕食セットをぱくつきながら、ワーナーはレティシアたちに問いかけた。

「面白かった～♪」

「確かに悪くはなかった」

「やってみると、思ってたより楽しかったことは確かね」

　メニィ、イーザー、そしてサミィ。口々に言う三人に、ワーナーは満面の笑えみを浮うかべ、

「はっはっは。そうかそうか。そう。その気持ちってぇもんが大事なんだ。ただの作業と思ってやってちゃあ、いい仕事なんてできやしねえからな。

　──で、そっちはどうだったい？」

　話を振られ、レティシア、スティッキーそしてトゥーラは、

「……ノーコメント」

「……いやぁ……どうにもあっちこっちの筋肉が……イテテテ……」

「……………………」

「はっはっは。そうかそうか。

　……てめえらもう一日同じ作業な」

『えぇぇっ!?』

　三人は抗こう議ぎの悲鳴を上げて──

　傍かたわらで、イーザーが動いたのはその時だった。

　ごく自然な、流れるような動作。

　操あやつっていたスプーンを置くと、着ているツナギのジッパーを下ろし、ハンカチでも取り出すかのようにレーザーガンを抜ぬき放ち、無造作に引き金を引いた。

　ヴュッ！

　放たれた光は、いまだ陽光ひかりの残ざん滓しが漂ただよう蒼あおい夜を貫つらぬいて、かなり離はなれた岩場の陰かげへと吸い込まれ──

「ぎゃうっ!?」

　わき起こったのは男の悲鳴。

　……ざわ……

　あたりの空気がざわめく。

　イーザーは、銃じゆうを手にして立ち上がり、その瞳ひとみを薄うす闇やみの奥へと向けて、

「すべての武器を捨てろ」

　吹く風に負けぬ通る声で、何者かに向けて宣言した。

「そちらの姿は見えている。今のはわざとライフルを狙ねらった。抵てい抗こう、もしくは逃とう亡ぼうするなら命中させる」

　──武器？──

　おだやかならぬ発言に、レティシアも、イーザーと同じ方に視線を向けた。しかし彼女に見えるのは、濃こさを増しゆく藍あい色いろの空をバックに、くろぐろと佇たたずむ岩山ばかり。

「──メニィ、何か見える？」

「んーっと……言われてみれば、何か動いてるな、ってくらいはわかるけど」

　隣となりに座った少女が言う。

　レティシアの目が悪いわけではない。メニィにサミィ、そして特にイーザーの視力がずば抜けているのだ。
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　それは、彼ら三人が、遺伝子操作によって生み出された、人工の命であるがゆえ。

　レティシアは以前に聞いたことがあった。イーザーの瞳は、左右で機能を変えてある。瞳の色が違ちがうのはそのせいだ、と。

　それゆえに彼は、この闇の中、潜ひそむ何者かが手にした武器すら判別できたのだろう。

「武器を捨てて、ゆっくりと──」

　どぅんっ！

　イーザーの通告を遮さえぎって、音と光が闇にはじけた。

　こちらと向こうの間に、何者か──まず間違いなく向こうの仲間が、手しゆ榴りゆう弾だんを投げ放ったのだ。

　こちらを攻こう撃げきするためのものではない。おそらくは目くらまし。

「逃にげる気ね。追って」

　クイーンの言葉を待つまでもなく、四人は席を立ち、駆かけだしていた。

　レティシアとメニィ、サミィとイーザー。

　クイーンは、ちらりっ、と視線を横に向け、

「……何をやってるのよ。部下一部下二。あなたたちも追いかけるのよ」

「ええっ!?　俺らもですかい!?」

「しかし彼らに任せておいた方が──」

「いいから。追う」

　きっぱりと言い放たれて。

　スティッキーとトゥーラの二人は、先に駆けだした四人に続いて走りだす。

　手榴弾が炸さく裂れつしたあたりの向こうから、聞こえてきたのは車の駆く動どう音。

　追う六人は、手近な車二台に飛び乗ると、追つい跡せきを開始した。




　まだ宵よいの口だというのに、町は寝ね静しずまったような沈ちん黙もくに支配されていた。

　むろんまだ、そんな時間ではない。単に、道に人や車の通りがないだけである。

「どこへ逃げたかわかる？　イーザー」

「──いや」

　町の端はしで車を停とめて、聞いたレティシアに返ってきたのは否定の言葉。

「この方向に曲がったのは確かだ。

　だが見えたのはそこまでだ」

　襲しゆう撃げき者たちの車を追いかけ、一行がやって来たのは、一番近いランクルの町──行きに通った場所である。

　結局追いつくことはできず、町に入って、この通りを曲がったところまではイーザーが見ていたのだが──いくら視力がよくても、建物の陰まで見えるわけではない。

　一同の間にさしたる動どう揺ようはない。

　こういういやがらせがあることは、事前に読んだ報告書で、全員が知っていた。

　前にここの採さい掘くつをやっていた会社も、いきなり銃じゆうで撃うたれたり、設備の一部を壊こわされたりと、度たび重なるいやがらせを受けた上、何者かに輸送途と中ちゆうの鉱石を奪うばわれ、ついに作業を放ほう棄きした。

　むろん狙そ撃げきや設備破は壊かいなどは、いやがらせというレベルを越こえているのだが、人的な被ひ害がいは一切なく、設備破壊も、『トイレが壊される』などといった、第三者からすれば、どこか笑いを誘さそうものばかり。

　それゆえ地元の警官も、本ほん腰ごしを入れて捜そう査さしてはくれなかったのだ。

　そのいやがらせの主犯をつき止め、やめさせることもまた、レティシアたちが受けた依い頼らいの一部に含ふくまれる。

　ひょっとしたらその犯人が、強ごう奪だつ犯と同一か、それに近しい人物だという可能性も高い。

「とにかくさっきの奴やつらが、この町を拠きよ点てんにしてる可能性は高いんでしょ？」

　夜の町を見回し、サミィが言う。

「奴ら？」

　問いかけるレティシア。そういえば、犯人の数は聞いていない。

「最低二人はいたはずよ。イーザーが見つけた奴は動かなかったのに、すこし離はなれた場所から手榴弾が飛んできたから」

　あの暗さと距きよ離りで、そんなところまで見て取れたのか。

　内心少し感心しながら、レティシアは、

「なら、そのあたりを適当に走りながら探しましょう。

　イーザー、見覚えのある車を見たら教えて」

「わかった」

　ハンドルを握にぎるイーザーは、答えて車を動かしはじめる。

　──スティッキーとトゥーラ、二人の乗った車は遅おくれ、後ろの闇にまぎれているが、合流を待つ時間も惜おしかった。相手がこの町に潜んでいるにしろいないにしろ、時間を置けば、それだけ追跡は難しくなる。

　小さな町の夜は早い。こんな時間でも、すでに大半の店はシャッターを下ろし、窓から漏もれる明かりの奥で、家族とのだんらんを楽しんでいる。

　それでも町の中心に向かって、しばし車を走らせていると、まばらに灯ともった酒場の看板が目につきはじめた。

　イーザーが車を停めたのは、そんな場所でだった。

「いた」

「何が何が？」

　後部シートから身を乗り出して問うメニィに、イーザーは静かな声で、

「あの車だ」

　言って目で指したその先には、小さなバーのそばに停まった、一台の黒い四輪駆動車。

　年季の入った車なのか、それともそういう塗と装そうなのか、街灯に照らされた表面にはツヤがなく──言い換かえれば、闇やみにまぎれるにはもってこいだった。

「間ま違ちがいない？」

「ああ」

　レティシアの問いに短い答え。

　イーザーがエンジンを切り、四人は車を降りた。

　四方から、囲むように近づいてゆく。

　──誰だれかが乗っている気配はない。窓からそっと中をのぞき込もうとしたが──ミラーグラスになっているせいで見えない。

「──まだあったかいわね」

　言ったのは、フロントに手を置いたサミィ。

「と、いうことは──」

　四人の視線が一いつ斉せいに、そばにあるバーへと向けられた。

　安っぽく点てん滅めつするネオンで書かれた店の名は、『ホワイトレディ』と読めた。

　追われている途中で酒場に寄るとはのんきなものだが──まさかあの闇の中、車の特とく徴ちようまで、イーザーにしっかり『見られて』いたとは普ふ通つう思わないだろう。

　三人は、そちらに一歩を踏ふみ出し──

「待って」

　その足を止めたのは、残る一人──レティシアだった。

「どしたの？　レティ？」

　と、メニィ。

「……行くの？　あのバーに……？」

「襲撃者があそこに立ち寄っている公算は高い。なら、行って確かめるのが妥だ当とうな方法だと思うが」

　イーザーも言う。

　レティシアはしばしためらって──

「……この格好で……？」

　──そう。

　着き替がえる機会などはなかった。四人ともいまだ、クイーンから配られた、アノ格好のままなのである。

　作業着としてどうなのかはさておいて、バーに行くのにふさわしい格好かと問われれば──レティシアとしては、力いっぱい左右に首を振ふりたいところである。

　が。

「そんなこといちいち気にしてる場合じゃないでしょ。今は」

　サミィにあっさりそう言われれば、むろん返せる言葉はない。

　レティシアの沈ちん黙もくを納なつ得とくと受け取り、三人はふたたび歩みを進める。

　仕方なく、そのあとに続くレティシア。

　そして四人はドアをくぐった。




　店の空気は、いろんな意味でざわめいた。

　小さな町の小さなバー。普ふ段だんやって来るのは、たいてい見知った常連ばかり。

　そこに突とつ然ぜん入ってきたのは、見知らぬ顔のよそもの四人。

　男一人に女が三人。まだ若く、美人とハンサム揃ぞろい。

　……とまあここまでなら、退たい屈くつしのぎにからかうネタがやって来た、というところだが──

　女どもの着ているあの服は一体何なのだ？

　リアクションに困って立ちつくす客たちの中を、四人はイーザーを先頭に、ゆっくりと店の奥に進んでゆく。

　たばこの煙けむりとアルコールのにおい。ムーディーというより猥わい雑ざつな照明とＢＧＭ。

　イーザーは、あたりにいる客たちの顔を見回し──

「──うちは未成年お断りだぜ」

　上がったバーテンの声は、メニィに向けられていた。

「帰んな。ガキども」

「やかましいわね」

　あからさまな挑ちよう発はつに乗ったのはサミィだった。

　……ざわっ……

　その言葉に、店の空気がざわめき、変わる。

　とまどいから、あきらかな敵意へと。

　──まずい──

　内心つぶやくレティシア。

　地元の人間──もよりの町の連中と、トラブルを起こして、いいことなど一つもあるわけはない。

　小さな町ならなおのこと。地元警官に敵視されたり、食料の値をつり上げられたりと、町ぐるみのいやがらせを受けるハメにすらなりかねない。

　今さらながら、クイーンが、スティッキーとトゥーラの二人をいっしょによこした理由がわかった。こういった場所での聞き込みは、自分たちよりあの二人の方が、確かに適任だろう。

　とはいえ、今この場にいない者に期待をしてもはじまらない。自分たちでなんとかするしかないのだ。

　レティシアは肩かたをすくめ、つとめて落ち着いた──しかし店中に聞こえる声で、

「ごめんなさい。車をぶつけちゃったのよ。表の黒い四よん駆く、誰の？」

「何ィ!?」

　声は店の奥から上がった。

　テーブルから立ち上がった男は三人。照明のせいかもともとなのか、ガラのよくない面つら構え。
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夜風は暖かいというのに、全員なぜか、黒い長なが袖そでのジャケットを羽織り、腕うでをまくっている。

　……闇やみに紛まぎれるのには、都合のいい格好だろう。

「……なるほど。あなたたちがあの車の」

　──しまった──！

　レティシアの言葉に、男たちの間に刹せつ那な、そんな空気が走る。

　車をぶつけた、というのが、彼らの反応を誘さそうひっかけだと、声を上げてから気づいたのだ。

「車の傷の具合を見てほしいの。いっしょに来てくれる？」

　表に誘い出してしまえば、あとはどうとでもなるはずだった。しかし──男の一人、髪かみをオレンジと青の二色に染め分けた、細身の男は、口もとに小さな笑えみを浮うかべて、

「なぁに。どうせたいした傷でもないんだろ。

　じゃあ、こっち来ていっしょに酒につきあってくれ。

　それでチャラってことにしといてやるよ」

「誰だれが！」

　レティシアが止める間もなく、脊せき椎つい反射でサミィが叫さけぶ。

　男は小さく肩をすくめ、

「おいおい。ひとの車にぶつけといてその態度かよ？　いくら子供ガキだからって、それは感心しねえな」

　他ほかの客たちの白い視線が、レティシアたちにつき刺ささる。

　どうにもまずい。男たちは、場の空気を味方につけている。

　しかしサミィは、それに気づかず──あるいは気づいていながら無視し、

「そもそもそっちが──」

「サミィ！　ストップ！」

「何よ!?」

　止めるレティシアをにらみつけるサミィ。

「おいおい、今度は勝手に仲間割れかい？」

　男の揶や揄ゆに笑いが起こり、サミィはそちらをにらみつけ──

　──バタン。

　ふたたびドアが鳴ったのは、その時だった。

　皆みなの視線が集まった先には、大小──いや、中と特大、二つの影かげ。

　遅おくれてやって来た、スティッキーとトゥーラの二人。

　二人は店をぐるりと見み渡わたし──

「……スネイク……」

　呆ぼう然ぜんと声を漏もらしたのは、スティッキーだった。

　四人を揶揄していた男の顔が、一いつ瞬しゆんこわばる。口が小さく動きかけ──止まる。

「知りあい？」

　問いかけたメニィの言葉には、スティッキーも、そして男も答えない。

　スティッキーは男を見つめ、

「……こんなところで何してる？」

「何の話だ？」

　男が言う。

　二人はしばし無言で視線を交わし──

　頭を搔かきつつ視線をそらしたのは、スティッキーの方だった。

「……いや。勘かん違ちがいだ」

　あっさりとつぶやいて、視線を四人の方に向け、

「……行こうぜ」

　言ってくるりと背を向ける。

　いかにもわけありなその態度に、レティシアたち四人はとりあえず、おとなしくそのあとについてゆく。

　──結局──

　見送る男は、口を開かなかった。




　スティッキーが、クイーンの私室を訪おとずれたのは、その日、夜中になってからのことだった。

「──姐あねさん、ちょいと話が」

「クイーン、よ。開いてるわ」

　ドアの向こうは、コンテナの一部を仕切って作られた部屋。

　大型の机の上には、数面のディスプレイが灯ともり、それぞれに、設計図らしきものや、何かの数字を映し出している。

　赤いジャケットに白スラックス──いつもの姿に戻もどったクイーンは、キーを操あやつる手を止めて、イスごと彼の方に向き直った。

「どうしたのよ？」

　問われてスティッキーは、しばし視線をそらして沈ちん黙もくした。

　コンピューターの唸うなりだけが、そう広くもない部屋を埋うめる。

「……町で……

　知った顔に会いました……」

　呻うめく声には苦く渋じゆうの色。

　そのことはクイーンも知っている。さきほど皆が帰って来た時に聞いていた。

　スティッキーは、その時には多くを話さず、あとで説明する、とだけ言い──クイーンはそれを追求しなかった。

　今も、クイーンはただ無言。

　スティッキーは、額に小さな汗あせを浮うかべて──言った。

「スネイク、と呼ばれていた男……

　昔の──仲間です。

　……俺が宇スペ宙ース海・パイ賊レーツだった頃ころの……」







　　　２




　ふたたび落ちた沈黙の時はどれほど続いただろうか。

　スティッキーにとってそれは、無限の長さにさえ思えた。

　罵ば倒とうされるか。白眼視されるか。おびえたまなざしを向けられるか。

　足を洗ったいきさつ。もう、あんな世界には戻るまい。そう決意した理由。あらいざらいを一気にぶちまけるか。

　だがそれは、見苦しい言い訳にしか聞こえないのではないのか。

　迷い、ためらい、口を開きかけ、やめる。

　スティッキーは、床ゆかに視線を落としたまま。沈黙はなおも続き、やがて──

　先に口を開いたのは、クイーンの方だった。

「──それだけ？」

　と。

　いつもと全く変わらぬ調子で。

　スティッキーは、思わず顔をはね上げて、

「……いやあの……『それだけ？』って姐さん……

　驚おどろかないんですかい？」

「クイーン、よ。驚くって、なんで？」

「なんで……って……！

　だから、俺が昔、宇宙海賊だった、ってことにですよっ！」

　身を乗り出してスティッキーは言う。

　意を決しての告白に、返ってきたリアクションが『それだけ？』のひとこと。これでは悩なやんだ自分がアホみたいである。

　別に驚かせたくて告白したわけではないのだが、こうあっさりと流されると、さすがに文句の一つも言いたくなる。

　が、クイーンは胸をそらせて鼻高々、

「ふっ……部下その一、どうやらあなた、上司を甘く見ているようね。

　この私が、自分の部下の過去も知らないとでも思っていたのかしら!?」

「──って、知ってたんですかいっ!?」

「当然。

　わざわざ『知っている』なんて言う必要がなかったから言わなかったけれど」

「……それじゃあ……いつかバレるんじゃないか、って思って不安がってた俺の日々とか葛かつ藤とうとかは……」

「ムダ、ということになるわね」

「っノォォォォォォォォォォッ！」

　頭を抱かかえてうなるスティッキーに、クイーンは、

「ともあれ、あなたがこの私の部下としてそれなりに使えるなら、過去は詮せん索さくしたところで仕方ない話よ。

　──それで？

　その知り合いの話をしたいんじゃあなかったの？」

「……ま……そうなんですけどね」

　スティッキーは疲つかれ切った表情で、

「……ともかくその、スネイク、って呼ばれてた奴やつがあの町にいたんですよ。

　口先の噓うそがうめぇ奴ですから、あいつがいるってことは、まず間ま違ちがいなく今回の件に嚙かんでますね」

「ふぅん」

「で、又また聞きの噂うわさじゃあ、あいつは今、『ブラディ・ダガー』ってセコい強ごう盗とう団にいる、って話なんですけどね。

　そいつらが根城にしてるのが、ここ──リーデルのあたりらしいんですよ」

「……なるほど……」

　クイーンの瞳ひとみが、デスクライトの光を静かに反射する。

「つまり、強ごう奪だつ事件も、ことによったら町と採さい掘くつ場のいざこざも、その強盗団が関係している可能性が高い──ということね」

「まあ……そういうことです」

　クイーンは、しばし何やら考えて、

「なるほど。役に立ったわ。その情報、活用させてもらうわよ」

「……あ……けど……」

　スティッキーは、再び表情を曇くもらせて、

「考えてみりゃあ……姐あねさんはいいとして……他ほかの連中は、あまりいい顔をしないでしょうねぇ……やっぱり……

　特に軍人あがりのトゥーラなんか……」

　しかしクイーンは得意げに、

「ほほほほほ！　どうやらあなた、まだこの私を甘く見ているようね！

　もうとっくの昔にデータはいじって、あなたの過去は、宇スペ宙ース海・パイ賊レーツ専門の潜せん入にゆう捜そう査さ官、ってことにしてあるわ」

「……い……いつの間にそんな……」

「で、警察署長の娘むすめに手を出して退職させられた、と」

「ちょっと姐さぁぁぁぁぁぁんっ！」

「クイーン、よ。くどいようだけれど。

　偽にせの経歴なんて、こういう苦笑いしそうなくらいのものがいいのよ。そうすれば誰だれも詳くわしくは聞きにくいし、聞かれてあなたが口ごもっても自然でしょ」

「……は……はあ……」

　言うべきは恨うらみ言なのか礼なのか。あいまいなあいづちをうつスティッキー。

「ともあれそうなると……いろいろと話は見えてきたわね」

　言ってクイーンは口もとに、面おも白しろ半分な笑えみを浮うかべた。




「──つまり今回の件、その組織がからんでる、って可能性があるわけだ」

「なるほど」

　声をひそめ、フォークを振ふり振り説明するスティッキーの言葉に、レティシアはうなずいた。

　翌日、朝食の席で。

　スティッキーは、クイーンがでっち上げてくれていたニセの過去を頼たよりに、スネイクに関する話を披ひ露ろうしていた。

　話の相手はレティシアとトゥーラ。

「なら、スネイクの他にも組織のメンバーが、ランクルの町にいる可能性もあるわね」

「調査の必要がある、ということだな」

　レティシアの言葉に同意を見せたのは、部下その二ことトゥーラだった。

　レティシアもそれにうなずいて、

「ええ。それも至急に、ね。

　町の人たちに何らかの危害が加えられる危険性もある以上、ことは一刻を争うわ」

「なるほど。……とは言っても、ここを手て薄うすにするわけにゃあいかないでしょう。昨日みてぇないやがらせや──いやいや、ひょっとしたら、もっと直接的な攻こう撃げきもあるかもしれませんからね」

　深刻な表情でつぶやくスティッキー。

「ならば私たちが行くしかないのか」

　トゥーラの言葉にレティシアはうなずき、

「そうね。

　この場はメニィ、サミィ、イーザーの三人に任せて、あたしたちは早さつ速そく聞き込み開始よ」

　レティシアとスティッキーとトゥーラ。三人は、顔を見合わせ、うなずくと、イスから立ってきびすを返し──

「待ちなお前ら」

　びくぅっ！

　後ろからかけられた声に、三人の体はわずかにふるえた。

　決して大きくはない。が、抗あらがいがたい響ひびきのこもった声の主は──言うまでもない。採掘主任のワーナー＝グラハム。

　彼は続ける。

「まさかたぁ思うが、聞こえよがしに相談して、聞き込み調査と称しようして町にくり出して、今日の作業をさぼろう、てな肚はらじゃあねえだろうな？」

「誤解よ」

　レティシアはふり向き、冷静な──いや、冷静を装よそおった声で言う。

「この件に関して、早急な解決が望まれていることは言うまでもないわ。なら手がかりが摑つかめた以上、即そく座ざに動くのが当然よ」

「それなら心配ねえ。とっくにボスが動いてるよ」

「……ボス……って」

「姐さんのことですかい？」

　そう言われてみればたしかに、あたりにクイーンの姿はない。どうせ怪アヤしい研究に夢中で、どこかにこもってるのだろうと、誰も気にしていなかったが──

「動いてる、って、まさか──町で聞き込みか何かを？」

「たぶんな」

　問うレティシアに、ぶっきらぼうに答えるワーナー。

「聞き込みと言っても、クイーンは昨日の連中の顔は知らないはずよ。それに、一人じゃあ危険だわ」

「一人じゃねえ。相手の顔を知ってる奴やつを連れて行った」

「連れて行った、って……」

　つぶやいてレティシアは、朝食の席に並んだ顔ぶれを一いち瞥べつする。

　隣となりのテーブルでは、何やらイーザーに話しかけながら、パンをぱくついているサミィ。

　…………六マイナス五イコール一。

「まさか……メニィを!?」
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「おう」

「『おう』って……！　なんでよりによってあの子を!?」

「知らん。

　ま、いろいろと考えがあるんだろ。

　で、だ。顔の割れてるお前らを町によこすな、ってお達しも受けてるんだ。

　と、いうわけで。ほれ。受け取れ」

『…………………………』

　言ってさし出された三本のツルハシに、三人は、ただただ沈ちん黙もくするしかなかった──




　その二人がやってきたのは、店を開けて、しばらくしてのことだった。

　ランクルの町。その片かた隅すみにある小さな店。

　長い時間とかわいた風にさらされて、色あせかけた看板には、『ジェイキンス雑貨店』の文字。

　ドアベルの鳴る音に、中年の店主が新聞から顔を上げると、入り口に佇たたずむ二人の女が目に入る。

　店主の知らない顔だった。

　姉妹だろうか。片方は二十歳と少し。もう片方は十五、六といったところか。双そう方ほうともに長い金髪ブロンドで、ともに美人ではあるのだが、ほつれた髪かみに、さえない色のくたびれたジャケットとスラックス。それに何より、姉とおぼしき方の疲つかれた表情が、その魅みり力よくを半減していた。

　だがそんなことは、店主にとってはどうでもいいことだった。見知らぬ顔ということは、採さい掘くつ場で働くロクデナシどもの仲間なのだろうから。

　店主はふたたび、新聞に視線を落とす。

　視界の片隅で、姉とおぼしき方は、猫ねこ背ぜでふらふらと何度も店内を横切って、やがていくつかの品物をカウンターに運んだ。

　店主はそれと知りながら、新聞から目を離はなさない。

「……あのー……」

　ぼそぼそと、蚊かの鳴くような声。

　それでも店主は無視を決め込む。

「……すいません……品物を……」

「売れねぇな」

　見向きもせぬまま店主が言い捨てたセリフに、女は、びくっ！　と気弱げに身をふるわせた。

「……で……でも……」

「そいつぁ予約済みだ」

　みえみえの噓うそに、女はしばらく沈黙してから、

「……じ……じゃあ……どれなら……」

「全部予約済みだ」

「……そ……そんな……けど……！」

「あんた、採掘場のもんだろ。あんたらにモノ売るくらいなら、ネズミにでも食わせた方がマシだ」

「……お願いしますっ……！」

　言われて、今にも泣きだしそうな声で、女は頭を下げた。

「……手ぶらで帰ったりしたら、わたし、あいつらにどんな目にあわされるか……！　いえ……わたしはまだいいんです……けどあの子は……妹だけは……！」

「──どんな目に──って──」

　店主は眉まゆをひそめて、ようやく新聞から顔を上げた。

　目の前の女と、奥で品物を物もの珍めずらしげに眺ながめているもう一人とを交こう互ごに見やり、

「あんた、採掘場の連中の仲間じゃないのか」

　問われて女は顔をそむけ、小さく、吐はき捨てるような声で、

「……仲間だなんて……！　わたしと妹は……売られて来たようなもんです……！」

「……わけあり……か」

「……………………」

　女はただ、じっと唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　店主は黙だまったまま、カウンターの商品を紙かみ袋ぶくろに詰つめ込むと、女の方にさし出した。

「金はいい。持っていきな」

「……え？」

　顔を上げる女から、照れくさそうに視線をそらし、

「この町にはな、俺みたいに、あそこの連中を嫌きらってる奴ぁ結構いる。連中、ここでもいろいろと問題を起こしてくれてるからな。

　なんでも、昨日も酒場でひと悶もん着ちやく起こしたらしいぜ」

　ガラス戸を透すかして見える、表通りを目で指して、

「その道をまっすぐ行ったら、ディケンソン通りってとこに出る。何かあったら、そこの赤いボロビルに住んでるトール＝バイラスって奴に相談してみな。

　ひょっとしたら、力になってくれるかもしれないぜ」

「……ありが……」

　声を詰まらせ、頭を下げる女の肩かたが、小さくふるえていた。

「いいってことよ。行きな」

　女は深々と礼をすると、うつむいたまま袋を抱かかえ、きびすを返して妹の手を取り、店をあとにした。

「……がんばりなよ」

　去りゆく二人の後ろ姿に、店主は、そっと小さく声をかけた。




　たぶん今、自分の歩く姿は、Ｂ級映画のゾンビに似ている。

　ぼんやりとそんなことを思いつつ、レティシアはのたのたとした足取りで、幌ほろの張られた食堂兼けん 休きゆう憩けい所へと向かっていた。

　並んで進む、スティッキーとトゥーラの足取りも、似たようなものだった。

　サミィとイーザーが、現場主任のワーナーから、機械での作業を言い渡わたされたのに対して、レティシアたちは昨日に続いて手て掘ぼりである。

　違ちがうのは、昨日は午後からだったのに対して、今日は朝からだったということ。

　日ひ頃ごろは使わない筋肉を、ほぼ丸一日使いっぱなし。控ひかえめに表現して、わりと死にそうだった。

　唯ゆい一いつ救いとなったのは、昨日の襲しゆう撃げきのせいで、今日の作業は、やや早目のあがりとなったことくらい。

　ツルハシと足を引きずり、適当な席に腰こしを下ろ──いや、落とす。

「だいぶくたびれてるみてぇだな」

　言って、そばに腰かけたのはワーナーだった。疲れた顔のレティシアたちに笑え顔がおを向けて、

「で？　どうだった？　今日の作業は」

　ここで答えを間違えるわけにはいかない。レティシアたちは、つとめて明るい笑顔をつくり、

「そうね。まあ、たまにはこういうのも悪くはないわ」

「汗あせを流すのも、案外気持ちいいもんだ、ってところですね」

「性しように合っているかもしれん」

　レティシアとスティッキーとトゥーラ。三人の答えにワーナーは破顔し、

「はっはっは。そうかそうか。じゃあお前らもう一日同じ作業な」

『えええええええええええっ!?』

　三人の悲鳴が上がる。

「待って。何が気に入らないのよ!?」

　思わず食ってかかるレティシアに、ワーナーはつめたいまなざしを向けて、

「つか、『なんとかこの仕事から抜ぬけ出したい』って魂こん胆たんみえみえなんだよ。引きつった笑い浮うかべてお行ぎよう儀ぎのいい模も範はん解答しやがって。自分の言葉でしゃべってみやがれ」

「……うっ……」

　絶望につぶやき、レティシアはがっくりと肩を落とした。

　その傍かたわらで。

「──」

　やや離はなれた席で、夕食をとっていたイーザーが、ふと顔を上げた。

「あれ？　あの声って？」

　続くサミィのつぶやきに、レティシアはなんとか顔を上げ、耳をすました。

　聴ちよう力りよくの差だろう。しばらくは何も聞こえなかったが、やがて風に乗り、届いてきたのは、遠いかすかな──笑い声──

「……この声は……？」

　風は、町のある方から吹ふいている。

　夕暮れの荒こう野や。熱気の残ざん滓しが生み出す陽かげ炎ろうの中、にじむ黒こく影えいはやがて車の形を取った。

　屋根のない車の助手席には、人が一人仁に王おう立だちになり、よく通る笑い声を上げている。

　こんなアホなことをする者など、一同の知る限り、一人しかいない。

　やがて車は大地を駆かけて、キャンプのそばまでやって来る。

「ほほほほほほほほ！」

　響ひびく、やかましい笑い声。

　乗っていたのは、ハンドルをにぎるメニィと、助手席で立ったまま笑い声を上げるクイーン。危険ですので真ま似ねしないでください。

　それはまあ──全員の予想通りではあるのだが──

「何なのクイーン？　その変な格好」

　車が停とまるとともに、一同の意思を代弁し、問いかけたのはサミィだった。

　もっとも、変な格好、という表現は正確ではない。クイーンはいつも変な格好だし、それに比べれば今は、むしろ普ふ通つうと言えるかもしれない。

　ほつれた髪かみに、さえない色のくたびれたジャケットとスラックス。メイクのせいで、妙みように疲つかれて見える顔。いろんな意味で、らしくない。

「たっだいまー♪」

　元気に言うメニィも似たような服で、こちらは髪が、ロングの金髪ブロンドになっている。むろんカツラなのだろうが。

「ほほほほほほほほほ！　愚ぐ問もんねサミィ！

　聞き込み用の変装に決まってるじゃない！

　都会ズレしていない人はいいわね！　純じゆん朴ぼくで！　この格好でしょんぼりしながら、わけありなそぶりを見せただけで、勝手に同情して、いろいろ話してくれたわよ！　おまけに生活物資まで、いろいろと調達完かん了りようよっ！」

「……悪あく辣らつ……」

「そこっ！　何か言ったっ!?」

　レティシアのつぶやきを聞きとがめ、ツッコむクイーンに、レティシアは再びまっ向から、

「……悪辣……」

　重ねて言われ、さすがにクイーンもやや気まずげに視線をそらす。

「……し……仕方ないでしょ。情報を手に入れるためなんだから……」

　車のトランクいっぱいに詰つまった、気のいいおっちゃんやおばちゃんから、タダでもらった品物の数々。その存在がやたらと重い。

「──ともかく！」

　気を取りなおし、一同を睥へい睨げいしてからクイーンは言い放つ。

「情報は手に入れたわ！　夕食が終わったら早さつ速そくミーティングよっ！」
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「いろいろと面おも白しろい話が聞けたわ」

　クイーンは、一同の顔を見み渡わたし、口を開いた。

　コンテナ内の小さな部屋。参加しているのは全部で七名。クイーンとその部下二人。レティシアたち実働チームの四人。

　今は全員、いつものまともな服に戻もどっている。

　──まあ、クイーンのいつもの服を『まとも』と呼んでいいのかどうかは、少々議論の余地があるのだが。

　彼女は続ける。

「町の人たちが、この採さい掘くつ場で働いている連中をどれだけ嫌きらっているか、とか、ここで働いていた連中が、あの町でどんな悪さをしたか、って話を、たっぷりと、ね」

「悪さをした、って、前にここで働いてた人たちが？」

　サミィの問いに、クイーンは小さく肩かたをすくめ、

「町の人たちがそう証言している、という話よ。

　ともあれそんな時に、ふらりと町にやって来たのが、自じ称しようトール＝バイラスと名乗る男とその仲間二人。

　まあ、やっぱりよそ者ではあるんだけれど、トールたちも採掘場の連中には恨うらみがあるらしくって、町の人たちとは意気投合したみたいね。

　……さしずめ、敵の敵は味方、ってところかしら。

　メニィに顔を確かく認にんさせたかったんだけど、結局今日は出会えなかったわ」

「……なるほど……トール、ね……」

　どこかうんざりとした口調でつぶやいたのは、クイーンの隣となりに座った部下一ことスティッキー。

「で、その恨みってぇのはひょっとして、『あそこの会社が親父おやじを死に追いやった』って奴やつですかい？」

　クイーンの眉まゆがはね上がる。

「よくわかるわね部下その一」

「スティッキーです。

　スネイクの奴が、よく使ってた偽ぎ名めいと噓うそですからね。不正の責任を全部背負わされて自殺した。いや、ひょっとしたら自殺じゃなくて殺されたのかもしれない、ってね」

「大当たりビンゴ。同じ噂うわさよ」

「なら早速そいつを押さえて……！」

「待ちなさい」

　聞くや否や、腰こしを浮うかしたサミィを、クイーンは静かな口調で制し、

「それじゃあトカゲのシッポも切れないわよ。

　相手にとぼけられたら、それでおしまいなんだから」

「……なら……どうするのよ」

　やや不満げに、それでもサミィがふたたび席につくのを待って、

「問題はそれね。

　現段階では、証しよ拠うこがないわ」

「──なるほど。そういうことなわけね」

　レティシアの漏もらしたつぶやきに、クイーンもうなずき、

「そういうことよ。だから少々やっかいなのよ」

『うーん……』

　唸うなる二人のその顔を、サミィは交こう互ごに見比べて、

「……ちょっと……何がそういうことで何がやっかいなのよ？　二人で納なつ得とくしてないで説明してよね！」

「──これはあくまでも想像だけど──」

　声をひそめてクイーンは言う。

「町で騒さわぎを起こしてたのは、前任者たちじゃあなくて、スネイクたち強ごう盗とう団じゃないか、って可能性も考えられるわ」

「つまり……採掘場の人のフリをして暴れた、ってこと!?」

　声を上げるサミィにクイーンはうなずき、

「ここの存在を知った強盗団は、採掘されたレアメタルの強ごう奪だつを計画し、ランクルの町に目をつけた。

　町のひとたちを味方につけて、採掘場と対立させれば、拠きよ点てんとしても役立つし、後の捜そう査さも妨ぼう害がいできる。

　そこで強盗団は二チームに分かれた。

　片方は、採掘場の作業員のふりをして、町で問題を起こし、町の人たちの敵意を煽あおる。

　そこにもう片方のチーム、スネイクたちがやって来て、つくり話で同情を買い、採掘場へのいやがらせをはじめた。

　共通の敵に一矢報むくいてやった、という立場を取って、町の人たちからの人気を得ると共に、採掘場の人たちにも、町への反感を抱いだかせる。

　こうなればあとは、町と採掘場、互たがいの間で反感がつのってゆく一方。

　実際それに乗せられて、採掘場にいやがらせをした町の人もいたようよ。

　ともかく奴らは、まんまと町の人たちを味方につけることに成功して、搬はん送そう途と中ちゆうのレアメタルを強奪した。

　……まあ、単なるいやがらせと違ちがって、さすがにことが強奪事件となると、警察も多少は本気で捜査をしたんでしょうけど……

　町の人たちにとっては『掘ほったモノがぶん捕どられた？　ざまあみろ』ってなもんよ。おせじにも、捜査に協力的だったとは言えないでしょうね。

　中には、保険金目当ての自作自演じゃないか、なんて説を持ち出す人もいたわ。

　そもそも、捜査に当たった警察官も地元の人間なんだから、正直、まともに捜査されたかどうかも怪あやしいところよ。

　ともあれ──

　強盗団のもくろみ通り、今、町の人たちがほぼ全員、この私たちのことを敵視している。それが何よりの問題なのよ」

「……つまり……証拠もなくうかつに手を出したら、こっちの方が悪役にされる……っていうこと？」

　サミィの問いに、ふたたびクイーンは首を縦に振ふる。

「そういうこと。

　たとえ私たちが、今の仮説を主張してみたところで、町の人たちは耳も貸さないでしょうね」

　サミィは半ばなげやりに、

「──で、そうすると、結局あたしたちは、これからどう動けばいいの？」

　問われてクイーンは肩かたをすくめ、

「動かない。それしかないわね」

『ええええええぇぇっ!?』

　その答えに、盛大な不満の声を上げたのは、レティシアとスティッキー、トゥーラの三人だった。

　現状維い持じの様子見が、このまま続くということは、三人の肉体労働がえんえんと続く可能性が高い、ということである。

「待ってクイーン。その結末は早急よ。

　その場合、強盗団が逃にげて、うやむやに終わる可能性もあるわ」

　レティシアが反論する。

「そうですよ姐あねさん。俺がスネイクの奴に気づいたのと同じに、あっちも俺に気づいてますぜ。ヤバいと思ってトンズラこいちまうかもしれませんぜ」

「さらに言うなら、彼らは昨日、イーザーに撃げき退たいされています。危険を察知して逃げる可能性は高い」

　スティッキーとトゥーラも思いは同じらしく、レティシアの意見を後押しする。

　しかしクイーンは、眉まゆ一つ動かさず、

「それじゃあ、どうしたらいいと思う？」

『……………………』

　問われて三人は沈ちん黙もくした。

　今さら前回の強奪事件の証拠を探すのはまず不可能だろう。だが証拠もなしに何を言っても無む駄だなだけ。

　つまり──取れる手は──

「まだ、スネイクとその仲間数人は、ランクルの町にいるわ」

　かわりにクイーンが口を開く。

「これは何を意味するか。

　強盗団は、前の鉱石強奪がうまく行ったもんだから、あわよくばもう一度同じ事を、って考えてるのよ。

　もちろんみんなの言う通り、スネイクとしては、手を引きたいところでしょうけど、彼らのボスが同じ意見とは限らない」

「連中はもう一度動く。そういうことか」

　口を開いたイーザーに、クイーンはうなずいて、

「そう。そこを押さえるのが一番確実よ。

　前回の事件の報告書からすると、強盗団の人数や装備は、そう多くないらしいから、あなたたちで十分なんとかできるはずよ」

　言葉を受けて、レティシアは静かな口調で、

「それはあくまで、こちらの体調が万全だったら、の話よ」

「あっ……！」

「抜ぬけ駆がけ……！」

　小さくつぶやいたのはスティッキーとトゥーラの二人。

　つまりレティシアは、体調を整える、という名目で、ツルハシ作業から逃のがれようという魂こん胆たんなのだ。

　だが、実働部隊ではないスティッキーとトゥーラには、その手は使えない。

「……そうね……」

　クイーンはしばし考えて──

　ガヂャッ！

　部屋のドアが、乱暴な音を立てて開いたのはその時だった。

　集まる視線のその先で、ドアを開けた男、ワーナーは言った。

「町の連中が押し掛かけてきた。来てくれ」




　はりつめた空気が夜気に満ちていた。

　離はなれて並ぶヘッドライト。その数は十か、二十か。

　ならばそれに乗る者たちの数は？

　対するこちらはシェリフスターズの装備課全メンバー、プラス四名の、合計にして四十名弱。

　やがて。

「──お前らはやりすぎた！」

　闇やみの奥からこちらに向かい、男の大きな声が響ひびいた。

「……え……」

　それを耳にして、クイーンが頰ほおを引きつらせる。

　聞き覚えがあったのだ。その声に。

　男は続ける。

「町を荒あらし、好き勝手に振ふる舞まい、あまつさえ自分たちの仲間まで食い物にする腐くされぶり！　これ以上は見すごせん！」

「……ひょっとして……」

「……………………」

　レティシアに冷たいまなざしを向けられ、無言でクイーンは視線をそらす。

　声は──今日、変装したクイーンとメニィが聞き込みに行った、雑貨屋のおやじのものだった。

「──とはいえ、むやみに危害を加える気はない！

　まず、女子供を逃がせ！　それから全員散れ！

　おとなしく従って、もう戻もどってこないと約束するなら、見逃してやってもいい！」

「あ。やっぱり」

　つぶやくレティシア。気づかないフリを貫つらぬくクイーン。

「やっぱり、とは、どういうことです？」

　尋たずねるトゥーラをふり向きもせず、レティシアはクイーンをにらみつけたまま、

「つまり──町の人たちの怒いかりを爆ばく発はつさせる引き金を引いたのが、今日のクイーンの聞き込みだ、ってことよ」

『ええっ!?』

　そばにいた何人かが声を上げる。

「……噓うそで同情を引いて、いろいろと聞き出したのはいいけど、それは採さい掘くつ場の人間への反感を煽あおることになる、というところまでは頭が回らなかったみたいね」

「……ふっ……人生、思い通りにはならないものね……」

「遠い目でごまかそうとしても無む駄だよ。

　クイーン、あなた、『本末転てん倒とう』とか『ヤブヘビ』とかって言葉、知ってる？」

「……うっ……！

　そ……それより今の問題は、この状じよう況きようをどうするか、よ」

　つぶやきに、イーザーが、ずいっ、と一歩前に出て、

「排はい除じよするか」

『だめに決まってるでしょ！』

　レティシアとクイーンの声がハモる。

「相手は強ごう盗とう団に踊おどらされているだけの人たちなのよ。殺してどうするのよ」

　言うレティシアを、イーザーは不思議そうに見つめて、

「別に『殺す』とは言っていないが？」
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「あ。……そ……そうだけど、今の言い方は誤解を招きやすいわよ。

　何にしろ、実力行使はだめよ。町の人たちとの溝みぞが深まるだけよ」

「……もう十分深まってると思うけど」

　横からツッコミを入れるサミィ。

「ダメだダメだって言うなら、どうすればいいのか、意見くらいあるんでしょうね？」

「……そうね……」

　レティシアはしばし考える。この事態はたしかに予想外だった。しかし──

「──なら、こういうのはどう？」

　そばにいる皆みなを呼び。

　レティシアは、計画をうちあけはじめた。




「……おい……どうするんだよスネイク！」

「俺が知るかよ！」

　うろたえまくった仲間の問いに、スネイクは、いまいましげに吐き捨すてた。

　町の皆が、車を停とめている所から、やや離はなれた場所にある岩いわ陰かげ。

　ヘッドライトを消した四輪駆く動どう車の上には、スネイクと、仲間の二人が身を潜ひそめ、あたりの様子を窺うかがっていた。

「……ジェイキンスのおっさんが……勝手に突つっ走ぱしりやがって……」

　憎ぞう悪お混じりの舌打ち一つ。

　たしかにあの雑貨屋のおやじは、特に採掘場の連中を嫌きらっていた。

　聞いた話では、町と採掘場──つまり、採掘者を装よそおったスネイクの仲間たちとのいざこざのせいで、ノイローゼになった女によう房ぼうと子供が町を出ていったとか。ならば恨うらみもつのるだろう。

　だがスネイクたちにとっては、そんなことなど知ったことではない。問題なのは、計画がうまくいくかどうか。ただその一点でしかない。

　採掘場にいる用心棒らしき奴やつ。昔の知り合いとの、うれしくもない再会。

　別の場所に待機しているボスに、スネイクは、それらの事情を話し、計画の中止を進言した。

　しかし報告の後、返ってきたのはただ一言だけ。曰いわく『なんとかしろ』。

　つまり失敗したならば、お前に責任を取らせる、と言われたわけである。

　さてどうするか、と頭を抱かかえていた時に、いきなりのこの事態。

　──町の連中が連れ立って、採掘場にケンカをふっかけにいった──

　その知らせが飛び込んできた時にはすでに、町の連中が車を出したあとだった。

　あわてて追いかけてはみたものの、結局のところ間に合わず、一同とは離れた場所で、こうして車を停めたのだ。

　町や採掘場の連中が、勝手にケンカをして何人くたばろうが、スネイクの知ったことではなかった。だがそのせいで、採掘場の警備が強化されるのは都合が悪い。

「……出ていって止めた方がいいんじゃねえか……？」

　もう一人の意見に、スネイクは眉まゆをつり上げて、

「馬ば鹿か野や郎ろう。採掘場には俺様の顔を知ってる奴がいるんだぞ！　のこのこ顔を出したところでいろいろ言われて、何かの拍ひよう子しにボロでも出したらどうするんだ!?」

「……知るかよ。ならボロを出さなきゃいいじゃねえか……」

「気軽にぬかすな。とにかく今は、様子見るしか仕方ねえだろう」

　声を低めて話すうち、ふたたび聞こえるジェイキンスの呼びかけ。

　──どうした!?　もう一度言う！　女子供を逃にがして全員散れ──！

「……そぉんな条件吞のむわけねぇだろ。バカかあの親父おやじ」

　あきれたようにスネイクはつぶやき──

　──わかった！　条件を吞もう──！

『えぇぇぇっ!?』

　採掘場側からの返事に、スネイクたちは思わず声を漏もらす。

　さらに言葉は続く。

　──ただし！　資材を放置しておくわけにもいかん！　撤てつ去きよには数時間かかるが、それはかまわんな──！

　……呼びかけたジェイキンスの方にしてみても、こうもあっさり承しよう諾だくされるとは思ってもいなかったのだろう。しばしためらいの空気があたりに流れ──

　──いいだろう！　終わるまで、ここから見届けさせてもらう──！

「……ってどーすんだよおいスネイク！」

「俺様が知るかぁぁぁぁっ！」

　スネイクたちがモメるうちにも、本当に撤てつ収しゆう準備がはじまったらしく、採掘場のあたりであわただしく動く気配がある。

　まずい。これは非常にまずい。

　ここで連中があっさりとどこかへ去ってしまったなら、ボスの宣言通り、スネイクが責任を取らされることになるだろう。

　むろん彼らの世界で、責任を取る、というのは、一週間のトイレ掃そう除じや半年間の減給のことではない。

　──この世界には、片目にアイパッチの奴や、年中手て袋ぶくろを外さない奴がいる。むろんファッションでやっている者もいるのだが、中には責任を取らされた結果、そういうファッションを選ばざるを得なくなった者たちも少なくはないのだ。

　スネイクとしては、さすがにそれは遠えん慮りよしたいところである。

　とはいえ、のこのこ出ていって、撤去はするなと止めるわけにもいかない。

　ならば一体どうするか。

　スネイクはしばし考えて──

「──くっそぉっ！」

　内ポケットからパーソナル・フォンを取り出し、ある番号をプッシュする。

　相手が出るのを待って──

「──ボス。スネイクです。

　状じよう況きようが変わりました。今夜、今から決行します。みんなを連れて来てください」




「本当にうまくいくのですか？　これで？」

　遠い車のライトの群を眺ながめたままで、トゥーラは素す直なおな疑問を口にした。

「いくといいわね」

　その隣となりに佇たたずんで、どこかひとごとのような口ぶりでつぶやくレティシア。

　町の住民とのやりとりに、声を上げていたのはトゥーラだが、そのシナリオとセリフを書かいたのはレティシア。

　後ろでは、他ほかのスタッフ全員が、のろのろと撤収準備を進めている。

　町の住人たちが押しかけてくる。これは確かに、レティシアたちにとっては予想外の事態だった。

　だがそれはおそらく、スネイクたち強ごう盗とう団にとっても同じことだろう。

　ならば、うまく事態をコントロールすれば、強盗団が動くかもしれない。

　レティシアはそれに賭かけたのだ。

　強盗団のボスが頭のいい奴ならたぶん動かないだろうが──

　一度目の強ごう奪だつ成功に気をよくして、仲間を引き揚あげさせもせず、二匹ひき目のドジョウを狙ねらうような奴である。まず間ま違ちがいなく頭は悪い。

　状況は作り上げた。あとは相手がどう動き、こちらがどう対応するか。

「大だい丈じよう夫ぶよ。きっと」

　言ったレティシアの言葉は、トゥーラへの答えだったのだろうか。それとも自分自身へのものだったのだろうか。




「……遅おそいな……」

　ジェイキンスがそうつぶやいたのは、これで何度目だっただろう。

「落ち着けって」

　助手席に座った酒屋のおやじは、ライフルを抱かかえなおしてポケット・ウイスキーをひと口あおると、

「時間がかかる、って、向こうも言ってただろ？」

「確かにそうなんだが……」

　ジェイキンスは、ふたたびしばし沈ちん黙もくし、視線を採さい掘くつ場の方へと向けた。

　──あいつら……無事かな──

　今朝方店を訪おとずれた、可か憐れんな姉妹のことが、ふと脳のう裏りに浮うかぶ。

　……もっともこの『可憐』という部分には、多分に誤解と脳内 脚きやく色しよくが入っているが。

　──ひでぇ目に遭あわされてなきゃいいんだけどな──

　一いつ瞬しゆんいやな想像をしかけ、あわててそれを振ふり払はらい、隣の酒屋に話しかける。

「──けどな、何か騙だまされてるような気がしないか？　あのロクデナシどもが、あっさりこっちの言うことを聞いて解散します、なんてよ。

　うさんくさくて仕方ねえ。

　どうもこいつは……ロクでもねえことをやらかすための時間かせぎ……そんな気がしてしかたねえんだ」

「……考えすぎだぜ……たぶん」

　言って酒屋は、ポケット・ウイスキーをもうひと口。

　ジェイキンスはそれを横目で見ながら、

「……とか言って、お前も本当はビビってるんだろ？　酒のペースが上がってるぜ」

「馬ば鹿か言うな。さすがに夜はちょいと肌はだ寒いから、軽くひっかけてるだけ──」

　その言葉を遮さえぎって。

　ぱん。ぱぅん。

　かわいた音は、二度、続いた。

　そして。

「撃うたれた！　ジョッシュがっ……！　ジョッシュの奴がっ……！」

　悲鳴に近い声は、仲間たちの一角から上がった。

「……あいつらっ……！」

　ジェイキンスの頭に血が上る。

　やはりあれは、口先だけの時間かせぎだったのだ。こちらに不意打ちを食らわせるための。

　それは、ここに居合わせた町の者、全員が考えたことでもあった。

　むろん彼らは、ここにスネイクたちが来ていることも知らないし、今の狙そ撃げきが、身を隠かくした彼らの手によるものだなどとは想像すらできない。

「もう許せねえ！」

　怒いかりが場を支配した。

　並ぶ車はなだれをうって、採掘場へと押し寄せる。

　武器を手にした男たちを乗せて──
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　怒りに燃える男たちに操あやつられ、車の群は大地を駆かける。

　それを機に、採掘場がわの車も動き出した。

　ワゴンや四よん駆くが思い思いの方向に走りだし、鉱石輸送用の大型のトレーラーが、幌ほろを引きちぎり、そばに並んだイスやテーブルをなぎ倒たおしながら動きはじめる。

「よーし。パニクってやがるパニクってやがる」

　離はなれて岩いわ陰かげに潜ひそむスネイクたちからは、そんな、あたりの様子が見て取れた。

　彼らにとっては、悪くない展開である。

　この場を混乱させ、はぐれて逃にげ出したトレーラーを、仲間の本隊が襲おそい、奪うばい去る。

　ならばこの場は、できるだけ混乱してくれた方がいい。

　状じよう況きように流されての計画実行である。トレーラーの中身は満まん杯ぱいではないだろう。

　うまみが少ないのは確か、とはいえ、二匹ひき目のドジョウを狙ねらった計画にしては、まずまずといったところだろう。

　ボスは多少、不ふ機き嫌げんな顔をするかもしれないが、そこはまあ、舌先三寸でどうにでもなる。

　言いつくろうセリフをあれやこれやと考えながら、スネイクが、現場の様子を眺ながめていると──

「──っと……」

　走った小さなふるえに、スネイクは、ズボンのポッケに手を伸のばし、パーソナル・フォンを引っぱり出す。

　通話ボタンを押して耳に当て、

「はい。

　…………………………了解ラジヤー」

　ごく短い通話を終えると、スネイクは、仲間たちに目をやり、言った。

「来たぜ」

　と。




　夜の風にかわいた砂さ塵じんが巻き上がる。

　大地を疾はしる影かげに似て、月の荒こう野やを滑すべるのは、超ちよう低空飛行で進む大型のヘリだった。

　その下、逆Ｖ字の隊形を取り、王につき従う騎き兵へいたちのごとく、十台ほどの車が続く。

　スネイクたちが身を寄せる強ごう盗とう組織、『ブラディ・ダガー』の本隊である。

　以前は車だけだったのだが、前に奪った鉱石を売った資金で、横流し品の軍用ヘリを買い込み、武装を施ほどこしたのだ。

　もちろんそれ以外の装備も、前に比べて充じゆう実じつしている。

　──手に入れた力というものは、使ってみたくなるのが人情。ましてやそれが、短気な強盗団の連中となればなおのこと。

　全員が、手に入れた新しいオモチャを使いたくてうずうずしている。

　この近くでしごとをするのは、おそらく今回が最後になるだろう。ならば少々、派は手でにやってもかまわないはず。

　聞けば今、町の連中が採掘場へ押しかけ、ドンパチがはじまっているとか。ならばどさくさにまぎれて、双そう方ほうを射的の的にさせてもらうのも一興。

　一団は、獲え物ものを求めて夜を駆ける。

　……その先に待つのが、ある意味、彼らよりもよっぽどアブナい連中だということも知らずに。




　町の男たちが駆る車は、思い思いに、採掘場へと突とつ入にゆうしていった。

　先せん陣じんを切った一台──オープンカーの助手席についた男は、炸さく薬やく式のライフルに弾だん丸がんを込めると、逃げまどう作業員たちのうち一人に銃じゆう口こうを向けて──

　一いつ瞬しゆん。

　視界を何かがかすめた。そのとたん。

　っきんっ！

　わずかな手ごたえとともに、小さく、硬かたい音が聞こえた。

　その正体が何かを考える間もなく。

　っぎィィィィィィィィィッ！

　運ドラ転イ手バーがあわててブレーキを踏ふんだ。

「……なんだ……!?　今のは!?」

　ドライバーの愕がく然ぜんたるつぶやきに──

「……なんだ……こりゃあ……？」

　助手席の男のつぶやきがかぶる。

　彼が手にしたライフルは、撃げき鉄てつの部分がすっぱりと斜ななめに断ち切られていた。




　夜を横切る影と化し、イーザーは闇やみを駆け抜ぬけた。

　強盗団に踊おどらされているだけの人々を倒すわけにはいかない。

　彼らを傷つけずに無力化する。

　その手段としてイーザーが選んだのは武器破は壊かいだった。

　大地を蹴けり、オープンカーのボンネットに片足が着いた、その瞬間には。

　イーザーの右手が閃ひらめいて、手にした大ぶりの分子振しん動どうナイフが、車に乗った男たちの手にした銃を断ち切っている。

　銃が炸薬式かエネルギー銃か。どこを断ち割れば暴発させずに発射不能に陥おちいらせることができるか。

　瞬時にそれらを判断し、実行に移す。

　そのまま、ボンネットに着地することなく踏み蹴って、次の目標へと跳ちよう躍やくする。

　銃を壊こわされた男たちには、何が起こったのかも理わ解かるまい。

　ただ、彼らが目にしたのは、視界を刹せつ那なよぎる影。イーザーの髪かみを月光が照らし出す、銀色にかがやく残ざん滓しのみ。

　本気を出した彼の動きを捉とらえることのできる者は、誰だれ一人としていなかった。




「かまわねえ！　はね飛ばせ！」

　おんぼろセダンを駆る男は、助手席に陣じん取どる仲間の、無責任なあおりに乗って、逃げようとする作業員のあとを追うべくハンドルを切った。

　と、その時。

　ドンッ。

　車体に振動が走った。

「なんだ!?」

　何かの攻こう撃げきでも受けたのだろうか？　ドライバーは周囲に視線を走らせ──

　その目が、バックミラーに釘くぎ付づけになる。

「おい？　どうした？」

　つられて助手席の男も、バックミラーに目を移す。

　しかし見る角度が違ちがっているせいか、よくわからない。仕方なく後ろをふり向き──

　硬こう直ちよくした。

　車のリア・ウインド。

　その上から、長い髪をした女の顔が、逆さまに、じっと車内を覗のぞき込んでいた。

『っうわあアァあッ!?』

　絶ぜつ叫きようが車内に響ひびいた。

　ドライバーはパニックに陥り、ハンドルを取られた車は、採さい掘くつ場のガケに腹をこすって横転した。




「うっわ!?」

　いきなりふらつきはじめた車の屋根から跳とぶと、サミィはそばの地面に降り立った。

　イーザーと同じように、武器の破壊をはじめようとしたのだが──

　セダンの屋根に飛び乗って、リア・ウインドから、車内の様子を覗き込んだとたん、いきなり車体が蛇だ行こうして、ガケに腹をこすって横転したのだ。

　何が起こったのかよくわからないが──まあ、電エ力レ駆・動カ車ーだから、燃ガ料ソ駆リ動ン・車カーのように爆ばく発はつしたりはしないし、手間が省けたと言えば省けたことになる。

　サミィは気にせず、そのまま次の車を目指して走った。

　──一応ここで責任の所在をはっきりさせておくが──

　この後、ランクルの町で流れることになる『採掘場には、殺されて埋うめられた女の幽ゆう霊れいが出る』という噂うわさは、全面的にサミィがその原因である。




　スネイクたちには、採掘場が大混乱しているように見えただろう。

　キャンプが設営されている場所を、人が、車が、右往左往している。

　口もとに冷れい笑しようを浮うかべ、そんな様子を眺ながめながら、しかしスネイクたちは気づいていなかった。

　これだけ混乱しているように見えながら、銃じゆう声せいが、ほとんど聞こえないことに。

　そんな中、大型のトレーラーが採掘場を離はなれ、町があるのとは逆の方へと逃にげてゆくのを、彼らははっきりと見た。




「そろそろいいわね」

　ワゴンを操あやつり、ごたつく採掘場を、右に左に駆かけ抜ぬけながら──

「メニィ、スタートよ」

　レティシアは、後部座席のメニィに声をかけた。

「はーい」

　陽気な声で答えたメニィが、両手にしたのは手しゆ榴りゆう弾だん。

　車の窓を開け、ピンを抜き──

「ほいほいっ、と♪」

　一見でたらめに、次から次へとほうり投げてゆく。
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　ドッどガずガァん！

　たちまちあちこちで爆発が起こる。

　無差別攻こう撃げきにしか見えないが、よく観察すれば、それらが、走り回る車や人には一切被ひ害がいを与あたえていないのがわかる。

　つまり、要は単なる景気づけ。

　派は手でな爆発に驚おどろいて、町の男たちの動きが止まった、その一いつ瞬しゆん。

「ほほほほほほほほほほほ！」

　高い哄こう笑しようが、採掘場に響いた。




「な……？　なんだ!?　この声は!?」

「どこだっ!?」

「──あそこだっ！　ガケの上っ！」

　誰だれかの上げたその声に、町の男たちは、一いつ斉せいに視線を送る。

　ガケの上。

　そこには、採掘場のポールライトに照らされて、すっくと立った女の姿──

「あの子は……今朝の!?」

　男たちの一人──ジェイキンスが声を上げた。

　見覚えがあったのだ。彼女の姿に。

　いや。ジェイキンスだけではない。ここにいる男たちの多くが、彼女の姿を見知っている。

　長くほつれた金髪ブロンドに、さえない色のくたびれたジャケットとスラックス。

　昼間、町にやって来た女の片方である。

　だがその時と決定的に違ちがうのは、浮かべた、ふてぶてしい笑えみ。

　言うまでもない。クイーンの、変装聞き込みバージョンである。

「ランクルのみなさん！　そして採掘場のみなさん！」

　明かりに照らされ、変装クイーンは、朗々と、夜風に声を響かせる。

「本日は、我々『ブラディ・ダガー』のライブ・ショーに集まってくれて、心から感謝するわ！」

　とまどう町の男たち。

「な……なんだと!?」

「ブラディ……ダガー？」

「何の話だ!?」

「ほほほほほほほ！　まだわからないの!?

　自分たちが、まんまと騙だまされていたんだ、ってことに！」

　……ざわっ……！

　動どう揺ようが、男たちの間にひろがった。




「おいおい！　何だよありゃあ!?」

「我々ブラディ・ダガー……って……

　うちにあんな奴やついたか!?」

　岩場の陰かげで、高みの見物を決め込んでいたスネイクたちも、クイーンの、突とつ然ぜんの宣言に泡あわを食っていた。

「……なるほど……！　そういうことかよ！」

　ぎりっ、と奥歯を嚙かみしめて、そうつぶやいたのはスネイクだった。

「ど……どういうことだ!?」

「俺らの真ま似ねをしやがる気だ！」

　仲間の問いに、スネイクは吐はき捨てた。

　彼ら『ブラディ・ダガー』は、採さい掘くつ者のふりをしてランクルの町でさわぎを起こし、採掘場と町の仲を険悪にした。

　それと同じこと──

「あのアマ、誰だか知らねえけど……

　俺たちの仲間を名乗って、ネタを全部バラすつもりだ！」

「ま……まずいんじゃねえのか？」

　と、仲間の一人。

「ああ」

　スネイクの声に宿るは憎ぞう悪お。

「少なくとも……うまくはねえな。

　となりゃあ、止めねえとな」

「……わかった」

　応こたえて、別の一人が、肩かたからぶら下げたライフルを外し──

「悪わりィけど……止めさせてもらいに来たぜ。スネイク」

　聞こえた声に、スネイクたちの動きが一瞬止まる。

　ゆっくりと──

　ふり向いた先には、彼らが隠かくれているのと似た岩場。

　その陰から、ゆらりっ、と、細身の人ひと影かげが現れた。

　目にしたスネイクの口もとが、にぃぃぃぃっ、と笑えみの形にゆがむ。

「……よぉう……

　ひさしぶりじゃねえか。

　スティィィィィィッキィィィィィィィ！」

　姿を見せたのは、スネイクにとっても知った顔。他ほかでもない。部下その一ことスティッキー。

　彼はズボンのポッケに両手を突つっ込み、飄ひよう々ひようと夜風の中に佇たたずんでいる。

「よぉう。ひさしぶりだなスネイク。

　……つっても、前に酒場で会ったか。

　あいも変わらず小悪党やってやがるな。おめえも」

　ゆっくりとした足取りで、スネイクたちの方に歩み寄る。

　ライフルを持った一人が、スティッキーに銃じゆう口こうを向けようとするが──スネイクはそれを手で制し、

「ポリシーを貫つらぬいてる、って言ってほしいよな。

　おめえこそ何だ？　こんなところで何やってやがる？

　まさか、弱気になって日ひ和よったあげく、どこかの企き業ぎようか何かの飼い犬になって、シッポ振ふってよろしくやってるってぇんじゃあないだろうな」

「更こう生せいした、って言ってほしいな。

　……ま……なんにしても、だ」

　スティッキーは小さく肩をすくめると、ポッケからゆっくりと両手を抜ぬき出した。

「どうやらお互たがい、立場も違ちがわぁ。

　仲良くやろう、ってわけにはいかねぇみてぇだな」

「おいおい。妙みような言い方するなよ」

　スネイクは、言うと、腰こしの後ろから大ぶりなナイフを抜き出し、構える。

「それじゃあまるで、昔はうまが合ってたみてぇに聞こえるじゃねえか。

　……こうしててめぇをぶち殺せることになって、うれしいぜ。スティッキィィ」

「そうかよ」

　言うスティッキーの、両の拳こぶしの中から、一本ずつのナイフが出現した。

「実は俺も、同感でね」

　過去に一体、どんないきさつがあったのか。

　語らぬまま、二人の男は対たい峙じする。




「……騙だまされていた……だと……!?」

「どういう意味だ!?」

　もはや走り回ることも、攻こう撃げきすることもやめ、町の男たちはクイーンに注目する。

　そんな彼らを挑ちよう発はつするかのように、変装クイーンは続ける。

「聞いたことはない？　強ごう盗とう団『ブラディ・ダガー』の名前を。

　まあ、こんな所に住んでいる田舎いなか者じゃあ知らないのも無理はないわね！

　我々は、ここで掘ほっているレアメタルを、ちょっと分けてもらいたかったのよ。できればタダで。

　けど、そう言ってみたところで、はい、と言ってくれそうになかったから──

　そこで町のひとたちにも、ちょっと手伝ってもらおうと考えたのよ！

　仲間たちが鉱山の人間のふりをして、ちょっと町であれやこれやと……

　……ふ……わかるでしょ？」

「ま……まさかそれじゃあ……!?」

　声をはり上げる男たちを、クイーンは高みから睥へい睨げいし、

「そう！

　町での騒さわぎは、みんな我々のしかけたことよ！

　あなたたちはそれを、鉱山の連中の仕し業わざと信じ込んで、勝手にいがみ合っていた、っていうわけ！

　我々が物資輸送のトレーラーを奪うばっても、あなたたちが捜そう査さ協力を拒きよ否ひしてくれたおかげで、こちらには警察の目さえ向かなかったんだから！

　ほぉぉぉんと、みんな綺き麗れいに踊おどってくれたものね！

　あんまりうまくいったもんだから、もう一度、馬ば鹿かを利用して同じことをやってみよう、ということになったのよ。

　今日、私がちょっと可哀かわい想そうなつくり話をして回っただけで……思い通り、即そく座ざに動いてくれたわね！

　こっちの仲間が発はつ砲ぽうしたのを、鉱山の連中に撃うたれた、と勘かん違ちがいして、計算通りに突っ込んでくれたし！

　感謝してるわよ。単純なあなたたちにね！

　ほほほほほほほほほ！」

「ば……馬鹿にしやがって！」

　男たちの頭に血が昇のぼる。

　──冷静に話を聞いていれば、いくらなんでも説明的すぎることや、彼女がもっぱら町の人間にのみ語りかけていることなどに気づいたかもしれない。

　しかし、もともと争いで興奮していた男たちの頭はそこまで回らない。

　使える銃じゆうをまだ持っている者は、銃口を、ガケ上の変装クイーンに向けて──

　そのタイミングを見計らっていたかのように。

「それじゃあ引き続き、せいぜいパーティーを楽しんでね！」

　言葉と同時に、クイーンを照らしていたライトが突とつ如じよ、ふっ、と消え、その姿は闇やみへと沈しずんだ。

「逃にがすかぁっ！」

　叫さけんで、男たちは怒いかりに任せ、引き金を引く。しかし放たれた弾だん丸がんは、むなしく岩いわ肌はだを削けずるだけだった。




「……これであとは、連中が、誘さそいに乗って出てくるのを待つだけね」

　坑こう道どうのやや奥まった場所。そこに置かれたコンテナの中で、クイーンは立体映像装置の中ちゆう継けい放映を止めた。

　──立体映像──

　そう。さきほどクイーンは、実際にガケの上にいたわけではない。
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　目立たぬこの場所にひそんでパフォーマンスを行い、それを、ポールライトにカモフラージュした投とう影えい装置で、ガケの上に映していたのだ。

　あんな場所に馬鹿正直に突つっ立って、悪人のフリをして説明ゼリフを吐はけば、本当の悪党どもか、反感を抱いだいた町の男たちから銃じゆう撃げきされるのは当たり前。

　そんな場所に、のこのこと身を晒さらすクイーンではない。

「さてと、あとは……」

　クイーンは、コンテナの中に設置された、コントロールパネルの一つを叩たたき──

「こちらクイーン。

　部下その二、そちらの調子はどう？」




「トゥーラです。

　どうやら食いついてきました」

　クイーンからの連れん絡らくを受け、大型トレーラーを操あやつるトゥーラは言った。

　前方──ひろがる荒こう野やの彼方かなたには、こちらを目ざして迫せまり来る、いくつもの光が見てとれる。

　そして光のいくつかは、地上ではなく低空を滑すべっていた。

「事前情報では車両のみ、ということでしたが、ヘリか何からしきものも混じってます。

　どうします？」

『ここで怪あやしまれるとマズいわ。

　転進して、逃げるそぶりを見せなさい』

「了りよう解かい」

　指令のままに、部下その二ことトゥーラはハンドルを大きく切り、トレーラーの進路を変える。

　とはいえ──

「この図ずう体たいと足の遅おそさでは、すぐに追いつかれます。

　救きゆう援えん等はどうなっています」

『ふっ。心配いらないわよ』

「……いえ……心配の要・不要ではなく……具体的な情報を聞きたいのですが」

『秘密よ。まあ、せいぜいがんばって逃げるのよ』

　ぶつっ。

　言うだけ言って、通信が切れる。

　具体的な話をしなかったのは、会話を傍ぼう受じゆされることを警けい戒かいしてのことだろう。

　そう。普ふ通つうはそうである。

　が。

「…………………………………………」

　トゥーラの背中に、冷たい汗あせが流れた。

　いやな想像が頭をよぎる。

　……ひょっとしてクイーン……実はこっちのことを考えていなかったのでは……？

　──まあ、とりあえず──

　彼は死ぬ気でアクセルを踏ふんだ。




「来い！　スティッキィィィィ！」

　スネイクが吠ほえる。

　誘さそわれるように、スティッキーは地を蹴けった。

　スネイクの左右に控ひかえる仲間たちは、無言のままに目くばせをして──

　ゴがガッ！

「──!?」

　スティッキーの顔に驚おどろきの色がひろがる。

　彼の目の前で。

　スネイクたちは、横手からの投石を受けて、まともに吹ふっ飛び、気を失ったのだ。

　石の飛び来た方をふり向けば、そこには、気まずげに佇たたずむサミィ。

　……過去との決着シーン、台無し。

「……………………」

　憮ぶ然ぜんと佇むスティッキーの視線を受けて、サミィはどこか申し訳なさそーに、

「あ。その……

　ほら、他ほかの二人が、なんか怪しい動きしそうだったから。

　それでその……つい……やっちゃったんだけど……

　……ひょっとしてあたし……余計な手出ししちゃった？」

「……あ……いや……

　助かりやしたぜ」

　肩かたの力を抜ぬき、社交辞令を口にして、ひらひら手を振ふるスティッキー。

　と、そこに。

　ブレーキの音を響ひびかせて、そばに停とまったのは、レティシアの操あやつるワゴン。

　中にはすでに、メニィやイーザーも乗り込んでいる。

　レティシアは窓から顔を覗のぞかせ、

「サミィ、仕上げよ。乗って」

「了解。

　あ。スティッキーさん、そいつら、気づいて逃にげ出さないようにしておいて」

「へいへい」

　言って見送る彼の前で、サミィは車に乗り込み、去ってゆく。

　スティッキー＝フィンガーハット。

　彼にスポットライトの当たる日は、まだ来ない。




「ピンチです」

　回線を開いた通信機に向かって。

　トゥーラは、どこかさめきった口調で報告した。

『あらそう』

　返ってきた言葉はさらに冷れい淡たんだったが。

「『あらそう』じゃあありませんクイーン！

　追いつかれます！　包囲されつつあります！

　救きゆう援えんはまだですかっ!?」

　まくし立てるトゥーラに、しかしクイーンはいたって冷静な口調で言った。

『そちらの状じよう況きようはわかってるわ。今、援護してあ・げ・る♡』




　丸々と太ったうまそうな獲え物ものを目の前にして、『ブラディ・ダガー』のメンバーたちはいきり立っていた。

　血がたぎる。銃じゆうを握にぎる手に力がこもる。

　トレーラーのドライバーを血祭りに上げ、コンテナをヘリで奪うばい去る。

　できれば、多少の反はん撃げきぐらいはあった方が面おも白しろい。手に入れた武器オモチヤを試ためす、いい機会だ。

　手早さは要るが、たやすいしごとのはずだった。

　そのあとは、採さい掘くつ場まで足を伸のばして、スネイクたちを回収がてら、居合わせた連中をぶち殺すのもいいだろう。

　あとは逃げ延び、ブツを処分し、その金でパーッとやる。

　いい酒いい女いい車うまいメシ前から欲しかったあれやこれや……

　だが、彼らのそんな妄もう想そうを断ち切って。

　ばぐんっ！

　突とつ如じよ、追っていたトレーラーのコンテナに、無数の小窓が口を開けた。

　──？

　一体それが何なのか。

　彼らが想像を巡めぐらせるより早く。

　ズビームッ！

　それぞれの窓から放たれた光の雨が、ヘリを、車を薙なぎ散らかした。




「ク……クイーンっ！　今ッ！　ビームがっ！

ビームがっ！」

『落ち着きなさい部下その二。

　ビームじゃなくてレーザーよ』

　バックミラーで、何かえらいことになっている後ろの方に目をやりながら。

　うろたえるトゥーラに応こたえたクイーンの声は、あいもかわらず落ち着いていた。

「いやビームでもレーザーでもなんでもいいんですけどっ！

　何なんですかこのトレーラーはっ!?」

『ふっ。特別なのはトレーラーじゃなくてコンテナよ。

　こんなこともあろうかと、ひそかにちょっと改造しておいた鉱石輸送用コンテナ、その名も『ヘッジホグ』！

　外見は普ふ通つうのコンテナと変わりなく、しかしその実体は、護身用に、消音タイプの高出力ジェネレーターを内蔵し、遠えん距きよ離り操作可能な自動照準レーザーを多数内蔵した、自衛権行使しまくり型コンテナ！

　エネルギー無補給で、主力戦車一個中隊を殲せん滅めつできるだけの出力と発射回数を誇ほこる、言うなればまさに陸上戦せん艦かん！

　……唯ゆい一いつの欠点は、そのあたりの装備を詰つめ込むのにスペースを取りすぎて、かんじんの鉱石が、せいぜいワゴン車一台分くらいしか積めない、ってことくらいかしら』

「ああ。そうですか」

　どこかさめきったトゥーラの声。

『……ノリが悪いわね部下その二。

　ここは、『それ、すでに輸送用コンテナじゃあありません』ってツッコミを入れるところよ。

　まあいいわ。

　とにかく、今、そっちに行ったわよ。救援が』




『なんぢゃそりゃぁぁぁぁぁぁぁっ!?』

　獲物からレーザー。

　そんな理り不ふ尽じんな反撃を受けた『ブラディ・ダガー』のメンバーたちは、まともにパニックに陥おちいっていた。

　逆Ｖの字に隊形を組んだその中心で、コントロールを失ったヘリが落下し、炎えん上じようする。

　ちなみに彼らのボスもそこに乗っていたはずなのだが──

　このぶんでは、通信機で安否を問うのも無む駄だだろう。

　仲間の車も、何台かやられている。

　この状況下で、あの、わけのわからないトレーラーに追いすがる馬ば鹿かはさすがにいなかった。

　それぞれにハンドルを切ってＵターン。思い思いの方向に逃にげ去ろうとした、しかしその時。

　ヒュウユゥゥゥゥゥゥゥゥッ

　かん高い音が荒こう野やに響ひびいた。




　もしもこの時。

　天をあおいだ者がいたなら、かれはそこに、うすぼんやりと光る、赤い星を見たかもしれない。

　それは、あえかな星の光を受けて、地上を見下ろすイーザーの瞳ひとみ。

　遺伝子操作で、夜に生きる獣けもののごとく、闇やみを見通す力を与あたえられた彼の目は、地上をゆく車の動きを、はっきりと捉とらえていた。

　右手に提さげた、高出力レーザーライフルを無造作に構え、たて続けにトリガーを引き絞しぼる。

　放たれた光の矢は、逃げる車のボンネットを、その中身──駆く動どう系ごとぶち抜ぬいた。

　順番に、あっけなくその動きを止めるエレ・カーたち。乗っていた男たちは、あわてて飛び出し、空をあおぎ──

　かれらは、はじめて見た。

　追っ手たちの姿を。

　星を背に、空に在るのは小型のヘリ。

　その外観はしかし、ヘリというより、骨組みのついたプロペラ、に近い。

　二ツつイのンプロローペタラーを繫つなぐフレームに、必要最低限の部品パーツと、いかにもおざなりなシートがいくつかついているだけ。

　シートについているのは、四人。

　装アー甲マー服スーツに身を包んだ、シェリフスター・カンパニー、実働部隊の面々である。

　いつの日か、強ごう盗とう団の襲しゆう撃げきあることを予想していたクイーンが、事前に連絡艇シヤトルを使って宇宙から直接搬はん入にゆうし、坑こう道どうに隠かくしておいた装備の一部だった。

　……法律的には立派な密輸、という説もあるのだが……まあそれはこの際置いておくとして。

「ＧＯ」

　ヘリを操あやつるレティシアの声に応こたえ、メニィが、サミィが、イーザーが、次々と地上に降下する。

　だがしかし。

　三人が、手にした銃じゆうを構えるより早く。

　もはや完全に戦意を喪そう失しつしていた『ブラディ・ダガー』の面々は、抵てい抗こうするそぶりすら見せず、一目散に背中を見せて逃げはじめた。

「あっ！　こらっ！」

　非難の声を上げるサミィ。

　男たちがかかってくれば、それを倒たおすのはたやすい。しかし散り散りに逃げられたら、一人一人をいちいち捕つかまえてゆくのは、いくらなんでも骨である。

「足を止める」

　冷静に、言ってイーザーは銃を構え──

「必要ないわ」

　それを止めたのは、上空のレティシアだった。

「何よ？

　足を止める、ってだけよ。

　それとも、あんな連中を相手に『たとえ足でも、後ろから撃うつのはひどい』とか、お優やさしいことを言いだす気？」

　不満顔で問うサミィに、しかしレティシアは冷然と、

「もう一度言うけど、必要ないのよ。

　この荒野を見なさい。

　車がない以上、ほうっておいても、一日二日もすれば、全員勝手に行き倒れるわ。

　そこを地元警察にでも回収させればいいだけの話よ」

「うわっ。ひどっ」

　思わず半歩、身を引くサミィ。

　結局、レティシアが何をどう言ったところで、サミィにはおおむね不評のようである。

　とにもかくにも。

　これで事件は一段落。

　……しかしレティシアには、どうにも引っかかることがあった。

　強盗団たちのことではない。クイーンのことである。

　町の男たちが押しかけて来たのは、レティシアにとっては予想外。そこで彼女は、退去に応じるフリをして、強盗団を引きずり出す、と発案した。

　だが──

　それはクイーンにとって、本当に予想外だったのか？

　町の男たちがなだれ込んで来た時、自分が強盗団の仲間のフリをして、からくりをバラす、と言い出したのはクイーンだったし、一体いつの間にか、ちゃっかりと、立体映像装置まで用意していた。

　……まあ、武装コンテナの方は、いつものシュミで改造したのだろうが……

　あるいは彼女は、こうなることを計算の上で、悲しい身の上話をでっち上げての聞き込み、などということをやったのではないのだろうか？

　もしもそうなら、自分は結局、クイーンの手のひらの上で踊おどっていたことになる。

　今さらあらためて、そのあたりのことをクイーンに問いただす気はないが──

　面おも白しろくない。それはどう考えても面白くない。

『……よくも……やってくれたものだな』

　眼下で声が聞こえたのは、レティシアがそんなことを考えている時のことだった。
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『──!?』

　メニィが、サミィが、イーザーが、声の方へと視線を走らせる。

　爆ばく発はつ、炎えん上じようした『ブラディ・ダガー』のヘリ。

　その燃えさかる炎ほのおの中に、ゆらりっ、とにじむのは大おお柄がらな人ひと影かげ──

　いや、一機のパワード・スーツ！

　片手に巨きよ大だいなビームライフルをぶら下げて、ゆっくりと、炎の中から歩み出る。

『前に手に入れた金で買ったパワード・スーツが、こんな形で役に立とうとはな……』

　外部スピーカーから聞こえるのは、怒いかりに満ちた、低い、男の声。

『俺はこのブラディ・ダガーを束ねる……』

　ガズンッ！

　男のことばを皆みなまで言わせず。

　レティシアの撃ったレーザーライフルは、パワード・スーツが手にしたビームライフルの銃じゆう身しんをぶち抜いていた。

「面白くないわね」

　レティシアの言葉に、パワード・スーツの動きが凍こおり付いた、その一いつ瞬しゆん。

　メニィが、サミィが、イーザーが、手にした銃を一いつ斉せいに発射した。

　直ちよく撃げきはさせない。高出力レーザーの雨は、パワード・スーツ表面に施ほどこされたレーザー攪かく乱らん塗と料りようの耐たい久きゆう限界をいともあっさり突とつ破ぱし、装そう甲こうを、ジョイントを削けずり取る。

　ドがんっ。

　コックピットハッチがもげ落ち、大地に重い音を立てた。

　その中から現れたのは、いかにも悪人づらをした、おびえきった男の顔。

「……や……やだなあ……抵てい抗こうするなんて言ってませんでスよ……」

　涙なみだ目め鼻声でそう言うと、名乗りを上げることすら許されなかった、『ブラディ・ダガー』のボスは、おとなしく両手を上げたのだった。




　かくて。

　宇宙屈くつ指しの大だい企き業ぎようグループに、無む謀ぼうにもケンカを売った小さな強ごう盗とう団は、ミもフタもなくここに壊かい滅めつしたのだった。




　荒こう野やに昇のぼる朝あさ陽ひというのは、こんなにもすがすがしいものだっただろうか。

　遠い空をのぞむレティシアの口もとには、かすかな笑えみすら浮うかんでいた。

　昨夜はひさしぶりにゆっくりと眠ねむれた。調子がいいのは、そのおかげもあるだろう。

　着ているのは、ノースリーブシャツにニッカーズという採さい掘くつ作業服ではなく、シェリフスターズのいつものスーツだった。

　普ふ段だんはこれが、きゅうくつに感じる時もあるのだが、今はこのフィット感が妙みように心地よい。

　あの夜から、二日目の朝。

　昨日は結局一日中、いろいろと事後処理に奔ほん走そうさせられた。

　とっ捕つかまえた強盗団のボスとスネイクたちを、地元警察へつき出して、事情説明、書類手続き、エトセトラエトセトラ。

　警察官たちの対応がやけにていねいだったのは、すでに前の日の話が伝わっていたからなのか、あるいはひょっとして、町からの襲しゆう撃げき組の中に、現職の警察官でも混じっていたのか。

　今ごろは、荒野で逃にげ出した『ブラディ・ダガー』の面々も、一人、また一人と、回収されているだろう。

　……あとで聞いた話だと、レティシアが町で手続きをしている間に、町の連中が採掘場に、謝罪にやって来たらしい。

　味方だと信じていた自じ称しようトールことスネイクが、強盗団の一味だと知って、ずいぶん憤ふん慨がいしていたとか。

　──むろん、変装していたとはいえ、顔と声とを知られているクイーンが表に立てるわけもなく、採掘主任のワーナー＝グラハムを代表として対応したらしい。

　……レティシアにしてみれば、あせって身を隠かくすクイーンの姿、というのも見てみたかったものなのだが……

　何はともあれ──事件は、終わったのだ。

　レティシアは、朝陽に向かって大きく伸のびをする。

「──よう。早いな」

　後ろからかかった声にふり向けば、そこにはいつもと変わらぬ姿の、ワーナーの姿があった。

「ええ。まあね」

　レティシアはほほえみ、かっ、と靴くつのかかとを合わせ、ワーナーに敬礼を送り、

「シェリフスターズ、チーム・シューティングスター、及および、チーム・モーニングスター。

　これをもちまして、惑わく星せいリーデル鉱物強ごう奪だつ事件解決任務、無事、終しゆう了りようしました」

　荒野の風が、長く伸ばしたレティシアの髪かみを吹ふきなぶる。

　ワーナーも、にやりっ、と笑うと略式の敬礼を送り、

「任務御ご苦労様です。

　……さてと。

　じゃあ、これで、採掘任務に専念できるってもんだな。

　ほれ」

　言って手にしたツルハシを差し出す。

「………………………………え？」

　敬礼のポーズのままで固まるレティシア。

「…………今…………？」

「おいおい。しっかりしなよ。

　依い頼らいの内容は、採掘と、物資の安全輸送だっただろうが。

　で、強盗団はぶっ潰つぶれて、輸送の安全はほとんど確保された。

　となりゃあ、あとはひたすら掘ほるだけ、だろうが？

　ほれ」

「……………………」

　さし出されたツルハシを、無言のまま、半ば呆ぼう然ぜんと受け取るレティシア。

「朝メシが終わったら作業開始だからな。

　それまでに着き替がえといた方がいいぞ。服」

　言うだけ言うとワーナーは、背を向けて、採掘場の方へと歩み去る。

　あとにはただ──
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「…………………………」

　いまだ無言のまま、ツルハシ片手に佇たたずむレティシアだけが残されたのだった──
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　レティシアは不ふ機き嫌げんだった。

　まず、この惑星ほしの空の色。これがどうにも好きになれなかった。

　薄うすい、青あお紫むらさき。

　開発途と中ちゆうの惑わく星せいというのは、どこも皆みな、こんな空をしているのだろうか。

　次に、その色を映してひろがる、やはり青紫色の大きな湖。そこに満たされているのが、ただの無害な水と知ってなお、吐はき気けをもよおすような色。

　加えて、きゅうくつな装アー甲マー服スーツとヘルメット。これも気に入らない。

　この惑星──エベールの大気は、あまり体によくないらしい。当然ヘルメットとエアーは必要、ということだろう。

　しかし必要であることと、気に入るかどうかは別問題。わがままと言えばわがままなのだが、気に入らないことは事実。

　さらに、彼女のパートナー──メニィのしぐさが、こんな場合でさえ、どこかのんきに見えてしまうのが、妙みように腹が立つ。

　やはりボディスーツとヘルメットの姿で、レティシアの隣となりに佇たたずみ、あたりをきょろきょろ見回している。

　ヘルメットの前面がクリアなせいで、彼女の見開いた大きな目がよく見える。その態度が、この状じよう況きようを面おも白しろがっているようにしか見えないのは──まあ、レティシアの考えすぎなのだろうが。

　そして何より彼女が気に入らないのは、目の前──

　連絡艇シヤトルの中に転がっている、いくつもの死体の存在だった。




　人類が、光の速度を超こえる方法を手にしてから、およそ百年。

　太陽系から銀河へと進出した人類は、さまざまな惑星の環かん境きようを改造し、人の住める大地に変えて、そこを新たな生活圏けんとするようになっていた。

　そして今もなお、その版図の拡大は続いている。

　この惑星、エベールもまた、そんな星の一つ。ヒトの新たな故郷となるべく、環境開発の途上にあった。

　ところが──そこに問題が起きた。

　ここの開発母体であったエウロパコロニー連合は、すでに別の開発惑星を所有していたのだが──そことの間に、独立を巡めぐるごたごたが発生したのだ。

　開発惑星の独立。それは決して珍めずらしい話ではない。独立惑星国家など、今の時代、いくらでも存在する。

　とはいえ──

　開発母体となった方にしてみれば、これはたまったものではない。

　金と時間と物的・人的な資材を投入しまくって、なんとか惑星を開発し、街を築き道を引き、生産の場を整え、ようやくこれから少しずつ採算もとが取れそうだ、という時になって、向こうが、独立したいのでよろしく、と言ってくるのだ。

　はっきり言って大赤字である。はいそうですか、どうぞ独立してください、などと言えるはずもない。

　結果、連合と開発惑星との間の溝みぞは深まって、テロだの何だのが起こり、ほとんど内戦状態となり──

　つまり連合は、ここ、エベールの惑星開発を進めている場合ではなくなってしまったわけである。

　結局、この星は開発途中のまま放置され、すでに数年が経たっていた。

　言うなればここは今、いわば『完成直前の空き家』になってしまったわけである。

　そこに目をつけた者がいた。犯罪者たちである。

　彼らはここを、取引の現場として利用するようになったのだ。

　普ふ通つうの取引なら、宇宙でやればいい。このエベールで行われているのは、もっぱら、不法オークションだった。

　貴重品に美術品。麻ま薬やくのたぐいに、そして──武器。

　盗とう品ひんに密造品に横流し。小火器重火器パワード・スーツ。戦車戦せん闘とう機戦闘ヘリに、果ては宇宙艦かん船せん用の装備品。場合によっては、宇宙船そのものが取引されることがあるという。

　時間と場所とをとりきめて、皆で持ち寄り、オークションを開かい催さいするのである。

　──むろん、戦車クラス以上の大物は、さすがに現場に持ち込むわけにもいかず、スペックカタログでの取引の後、あとで各自、どこか別の場所で受け渡わたしを行う、ということになるのだが。

　当然の話だが、開発途上で放置されているとはいえ、ここはあくまでエウロパコロニー連合の『物件』である。勝手な侵しん入にゆうは許されていない。

　許されていないのだが──しかしそれを気に病やむ犯罪者も、そして彼らを取り締しまる組織もまた、存在しなかった。

　ここがそういう場所になっていることは、エウロパコロニー連合も、他ほかの惑星国家の上層部も知っている。

　しかし、内乱に近い状態の連合は、このエベールに軍を送り込むほどの余力を持ってはいなかったのだ。

　かといって、他の惑わく星せい国家が軍や警察を送り込むわけにもいかない。いくら開発途と上じようとはいえ、あくまでここは他国の領地なのだから。

　だが連合としては、ここが犯罪の温おん床しようとなっていることを知りながら、放置しておくわけにもいかない。

　そこで彼らが取った手段は、民間のトラブルシューターへの依い頼らいだった。

　事トラ件ブル処シユ理ータ業ー。本来は、公的機関が処理し切れない種々の問題を、あの手この手の方法で解決する、民間業務である。

　そんなところに、国家が、『犯罪者たちを退治してください』などと依頼すれば、物笑いの種になるだろう。連合の軍事力は民間のトラブルシューター以下だと言っているようなものなのだから。

　そこで、連合が依頼した内容は、『取引行こう為いの妨ぼう害がい』だった。

　そう。決して『撲ぼく滅めつ』ではなく、あくまで『妨害』。犯罪者たちへのいやがらせと言ってもいい。

　要は、彼らの取引を引っかき回し、『連合は、いつまでもお前達に好き勝手をさせておくつもりはないぞ』ということを、彼らと、そして他の国々にアピールしよう、という意図である。実際に妨害できるかどうかは問題ではない。

　しかしむろんそれは、さまざまな犯罪組織にケンカを売ることにもなる。国家組織である連合はまだいいとして、矢やお面もてに立つトラブルシューターは、たまったものではない。

　そんな依頼を引き受けるトラブルシューターは、一つしか存在しなかった。

　巨きよ大だい企き業ぎよう、クロフト・カンパニーの傘さん下かで近年発ほつ足そくした会社。

　トラブルシューター・シェリフスター・カンパニー。

　レティシア＝マイスターとメニィ＝マリオン。二人は、その実働部隊に所属していた。不幸なことに。




　レティシアとメニィがそのコンテナ・シャトルを発見したのは、名もない大きな湖のそばでのことだった。

　宇宙──惑星間を物資輸送する、その中型のシャトルは、草もない平へい坦たんな地面に停とまっていた。

　こんな場所に、シャトルで乗り込んでいる連中の素す性じようなどわかりきっている。オークションにやって来た犯罪者たち──つまりは、レティシアたちにとってはいやがらせの相手である。

　だが、様子が少し変だった。

　上空から捉とらえた超ちよう望遠の映像を見ると、機体のハッチなどが、開きっ放しになっていたのだ。

　ロックされていない、という意味ではない。文字通りの開きっ放し。

　ここエベールは、大気成分の調整が終わっておらず、一応呼吸はできるのだが、長期滞たい在ざいをしていれば体を壊こわす。そんな環かん境きよう下かにあった。

　でなければとっくに、犯罪者たちの住みかと化している。

　当然、この地にやって来る連中も、それくらいのことは知っているはずである。ならば間ま違ちがっても、ハッチを開けっ放しになどはしないだろう。

　では、一体何があって、こういうことになっているのか。

　レティシアたちは偵てい察さつのため、自分たちのシャトルを、少し離はなれた場所に着地させ、地上走行用の高速多ランド輪クロウ車ラーを使って、問題のシャトルに接近した。

　センサー類でチェックして、しばし様子を見て、少し近寄り──そういったことを何度かくり返し、最終的に、思い切って踏ふみ込んでみたところ、中にあったのはこの光景だったのだ。

　行われたのは銃じゆう撃げき戦。コックピットに至る細い廊ろう下かには、弾だん痕こんが穿うがたれ死体が転がり、操コツ縦クピ室ツトも似たような有様。

　他ほかの部屋なども一応見て回るが──

『──レティ！　生きてるひとがいる！』

　ヘルメット越ごしに空気をふるわせ、メニィの声が響ひびいたのは、貨物室をチェックしていた時のことだった。

　ところ狭せましと置かれた、種々雑多な武器の間を縫ぬってそちらに行けば──そこには、気を失っている一人の男と、その上体を抱かかえ起こしたメニィがいた。

　レティシアも近寄り、様子を見る。

　男は、二十代の半ば、といったところだろうか。人相が悪く見えるのは、短く立てた赤い髪かみと、やや瘦やせぎみで鋭するどい顔立ちのせいだろうか。それとも伸のびた無ぶ精しよう髭ひげのせいか。あるいは男が犯罪者だという先入観のなせる技わざか。

　男の着ているジャケット。その左ひだり肩かたから胸のあたりが、血で黒く固まっている。

　おそらく肩を撃うたれて、ここの物もの陰かげに逃にげ込み、気がゆるんで失神した、といったところだろうか。

　血の固まりぐあいからすると、事件があったのは、昨日か、それよりもっと前。当然出血もすでに止まっている。

　致ち命めい傷しようではないものの、息は細く、速い。かなり衰すい弱じやくしている。さすがにこれは、ほうっておくわけにはいかないだろう。

『メニィ、連れて帰って手当するわよ』

『うんっ！』

　答えてメニィは、男をかつぎ上げようとして──

「……う……」

　男が小さく呻うめいた。ゆっくりと、そのまぶたを開く。

『気がついた!?』

　レティシアとメニィ、二人が男の顔を覗のぞき込む。

　焦しよう点てんの合わない男の目に、やがて徐じよ々じよに光が戻もどり──

「──っぅああぅあああああアッ!?」

　途と端たん。

　男は喉のどが裂さけんばかりの悲鳴を上げて、狂くるったように暴れはじめた。

『落ち着いて』

　男を押さえ、レティシアが言う。いつもよりやや大きな、そしていつもと変わらぬ冷静な声で。

　衰弱した男の力は、レティシアにも押さえられるほど弱っていた。しかし男が無理にもがくたび、どうやら塞ふさがりかけていた傷が開いたらしく、肩口から、じくり、と赤い血がにじむ。

『助けてあげるから。暴れないで』

「…………………………!?」

　男は荒あらい息をつきながら、混乱したまなざしで、しばしレティシアとメニィを交こう互ごに見比べていたが──やがてほどなく暴れるのをやめ、呼吸を落ち着かせ──再び目を閉じ、意識を失った。

　安心したのか。それとも暴れて体力を使った果ての失神か。

　いずれにしても──

『連れて行きましょ』

『うん』

　言ってメニィは、男の体を、ひょいっ、と軽々と抱え上げた。

　衰弱した相手といえど、人間一人。普ふ通つうなら、そう軽々と持ち上げられるものではない。

　だがこのメニィは、普通とは違う。

　なにしろ彼女は、遺伝子操作によって造り出された、ヒトをはるかに超こえた能力ちからを持った存在なのだから。

　見た目は十五、六。体格も、まあ、その年とし頃ごろの女性としては標準的なものなのだが、レティシアの知る限り、実際にメニィが生み出されてから、まだせいぜい四年程度しか経たっていないはずだった。

　メニィの行動パターンがどうにも子供っぽく見えてしまうのは、実年ねん齢れいのせいなのか、はたまたそういう性格なのか──それはどちらとも言い難がたいものがあったが。

　ともあれ二人は、男を連れて、そのシャトルをあとにしたのだった──




　赤茶色く枯かれた大地の一角に、スカイブルーの機体が在る。

　全長二十五Ｍ。翼よく長ちようはさらに長い。それがレティシアたちの活動拠きよ点てんともなるシャトル、『ワイヴァーン』だった。

　本来この『ワイヴァーン』の機体色は、宵よい闇やみに似た深い蒼あお。外見も、本来はもう少し細身である。

　だが、レティシアたちは今までにも、この機体を駆かって、いくつもの事件を手がけてきた。犯罪者たちの中には、『ワイヴァーン』に見覚えのある者がいるかもしれない。

　そこで、万一にも、外見から素す性じようが割れたりしないように、今は機体に擬ぎ装そうが施ほどこされている。

　そのせいで、フォルムはいくぶんずんぐりとなり、擬装を施した装備課の趣シユ味ミ人は、どうやっても美しくならない、と嘆なげいていたが。

「問題は、何があったか、ね」

　連れ帰った男を、『ワイヴァーン』の中にある医い療りよう用カプセルに収容した後、コックピットの席につき。レティシアは、眉まゆをひそめてつぶやいた。

「えっと、普通にかんがえたら、犯罪組織どうしのコウソウ？」

　そばのシートで、メニィが言う。

「……とは思うけど……」

　レティシアは言葉を濁にごした。

　犯罪組織の中には当然、対立している組織同士、というのも存在している。

　オークション会場となるこの星惑ほしでは抗こう争そうはしない、というのが、ここでの不文律となってはいるようなのだが、全員が必ずその決まりを守るとは限らない。

　──いや、ちゃんと決まりを守れる人間なら、そもそも犯罪者をやってなどいない、という説もあるのだが。

　ならば不文律を破り、油断している相手に襲おそいかかる連中もいるだろう。

「けどメニィ、見たでしょ？　あのシャトルに積まれてた武器」

「うん。見たけど」

　首を縦に振ふるその拍ひよう子しに、頭の両側でくくった黒い髪が、ぴょこんっ、と揺ゆれる。

「武器にはほとんど手をつけていなかった。

　相手が対立する組織なら、もののついでにあそこにあった武器も持って行く、くらいのことはしてもよさそうなのに。

　単に相手を全ぜん滅めつさせるのだけが目的だとしたら、外からいきなり攻こう撃げきして、シャトルもろとも吹ふっ飛ばした方が合理的なはずだし。

　それに、もう一つひっかかるのが、あの男のおびえようよ。

　混乱していたにしろ、荒あら事ごとには慣れてるはずの人間が、あそこまで騒ぐなんて」

「じゃあ、どういうこと？」

「わからないわ」

　問われれば、レティシアにはしかし、そう答えるより他ほかにない。

　むろん、考えすぎなのかもしれない。

　襲しゆう撃げき者は、目的の何かだけを奪うばったのかもしれないし、男は実戦経験がなく、それでひどくおびえていただけかもしれない。

　いずれにしろ──

　そのあたりの事情がどうであろうと、レティシアたちの任務に変わりはない。それだけは事実だった。




　レティシアが事前に聞いた話によれば、この星に集つどう犯罪者たちの間には、もう一つの不文律があるらしい。

　大気成分の関係もあって、この惑星に降りてきた者は当然、シャトルをベースキャンプとして使うことになるのだが──

　あとから来た者は、他のシャトルの近くには、自分たちのシャトルを着陸させないことになっている。

　先客が着陸しているのを見つけたら、あとから来た者は進路を変えて、別の場所を探して着陸する。それが、暗あん黙もくの了りよう解かい。

　むろんこれは言うまでもなく、無用のトラブルを防ぐためのものである。

　そこで、レティシアはそれを利用した。

『ワイヴァーン』で空を行き、着陸しているシャトルを発見したら、存在に気づいていないふりをして接近し──妨Ｅ・害Ｃ・波Ｍを発信する小型ポッドを投下して、相手の通信を阻そ害がいし、いきなり主しゆ砲ほうをぶっ放す。

　相手が死なない程度に。しかし飛べなくなる程度に。

　そこに指向性の強い近きん距きよ離りレーザー通信で、音声メッセージを送りつけるのだ。

　我々はエウロパコロニー連合の代エー理ジエ人ントだ。諸君らのやっているのは不法行こう為いだ、と。

　ちなみにアナウンスはレティシアの担当である。

　そんなことを何度かくり返し──

『エ……エウロパだと!?』

　何度目かに襲撃したシャトルの主は、レティシアたちの宣言を受けた後、律りち儀ぎなのか何なのか、レーザー通信を返してきた。

『そうか……！　するとひょっとして、ロブスターの男が捜してやがった女、ってぇのはてめえらか！』

　通信を送ってきたやさぐれ髭ひげ面づら中年は、画面の中で、顔を怒いかりに赤く染めて、そうわめき散らした。

『……………………？』

『ワイヴァーン』のコックピットで、思わず顔を見合わせるレティシアとメニィ。

　レティシアは思わず、相手に再度通信を送る。画像はオフのまま、音声だけで。

「……ロブスターの男って、何？」

　ロブスターのオスに知り合いはいない。たぶんメニィもそうだろう。

　それとも、ロブスターの格好をした男、という意味だろうか。いずれにしろ、そんな奴やつに捜される覚えもいわれもないはずだが。

『何っておめえ……っと……！

　なんで、おめえらに教えてやらなきゃあならねえんだよ！　そんなこと！

　いきなり大砲ぶっ放してきやがって！　それが他人ヒトにモノ聞く態度か!?　あァ!?

　教えてほしけりゃ、降りてきてこのシャトル修理して俺様のクツ舐なめて、教えてください、ってお願いしてみな！』

「あと五発ほど砲ほう撃げきするのは勘かん弁べんしてあげる、っていう交こう換かん条件じゃあ、不満？」

『……ロブスターみてえな格好のシャトルに乗ってた男、ってことだよ。名前までは知らねえ』

　こちらの出した好条件に、どうやら満足してくれたらしく、髭面は、頰ほおをひくつかせて言った。

『女を捜さがしてる、って言ってた。外をうろついてるはずだ、って』

「外？」

　レティシアが眉をひそめる。

「外って……シャトルの外？　この星の地上うえってこと？　ということは、パワード・スーツか宇宙服を着ている、ってこと？」

『知るかよそんなこと！　心当たりもねえから、詳くわしくは聞かなかったしよ。知らねえ、って答えたら、そういうのを見たら気をつけろ、とだけ言ってどっか行っちまった。

　顔は見えねえが、声からするとあんた、女だろ？　だからあんたのことじゃないかと思ったんだがな』

「どういうこと？」

　メニィが問う。しかしもちろん、レティシアにわかろうはずもない。

「さあ……わかるのはせいぜい、何かが起こってる、ってことくらいね……」

　つぶやいて、ふたたび相手に向かってレーザー通信で、

「情報感謝するわ。

　お礼にこっちも情報を。

　小型のＥ・Ｃ・Ｍポッドを投下しておいたから、仲間への連れん絡らくはやるだけ無む駄だよ。

　発信機は二百時間ほどでバッテリーが尽つきるから、それから仲間に拾ってもらうのね」

『ちょ……ちょっと待て！　礼ってそれだけかよ!?　そんな役に立たない情報……』

「そっちの情報も役に立たなかったから」

　冷たく言うと、レティシアは通信回線を閉ざした。

　変なシャトルに乗った男が、変な女を捜している？　たしかに好こう奇き心を刺し激げきする話である。が、任務遂すい行こうの上で役に立ちそうな話ではない。

　次の獲え物もの──もとい。ペナルティを科すべき犯罪者たちの姿を求め、レティシアは『ワイヴァーン』の進路を変えた。




　状じよう況きようが変わったのは、怪け我がをした男を収容した、その翌日のことだった。

　男はいまだ目を覚まさない。むろん、気づいた男が暴れだす可能性を考えて、医い療りよう用カプセルのある小部屋には、外からカギをかけている。

　ケガ人とはいえ犯罪組織のメンバー。助けたこちらに嚙かみつかないとは限らない。

　ともあれそれはそれとして。

　情報によれば、犯罪者たちの兵器オークションが、この惑星ほしのある場所で開かい催さいされるのは五日後。

　レティシアたちはそれまでに、なるべく多くの犯罪者たちに、いやがらせをして回る必要があった。

　Ｅ・Ｃ・Ｍポッドを投下して攻こう撃げき。この方法で、いくつかのシャトルを行動不能に陥おちいらせ、次のターゲットを捜して空をゆく、そのうちに。

「ねえねえレティ、なんかいる！」

　メニィが声を上げたのは、昼ごろのことだった。

　言われるまでもなく、レティシアも気づいている。二人のシートの間に位置するレーダーに、表示された光点が一つ。

　着陸したシャトルではない。光点のそばには、相対速度から割り出した、相手の移動速度が表示されている。

　おそらくは、飛行中のシャトル。

　この場合は、このまま一いつ旦たんやりすごすのが得策だろう。相手が移動している以上、今までと同じ方法は使えない。

　空中戦で倒たおすことは可能だろうが、もし取り逃にがして、自分たちのことを、他ほかの犯罪者たちの間にひろめられては、あとあとやりにくくなる。

　いや、へたをすれば、犯罪者たちのシャトルに取り囲まれて、多勢に無勢の戦いをしいられることにすらなりかねない。さすがにそれは、遠えん慮りよしたいところである。

　向こうもほとんど同時に、こちらのことには気づいたはず。レティシアは『ワイヴァーン』の進路を変えようとして──

　その時。

　ツーッツーッツーッ。

　コール音がコックピットに響ひびいた。

　通信が入ったのだ。おそらく、向こうのシャトルから。

　レティシアは、こちらからは送信せず、とりあえず受信回線だけを開いた。

　途と端たん。

『聞こえるかねそこのシャトルの諸君！』

　ディスプレイに映し出された相手の顔と、無意味にハイテンションなその声に、レティシアの眉み間けんにシワが寄った。

「あ。このひと」

　男を目にして、メニィは声を上げる。

　そう。それは二人にとって、見覚えのある相手だった。

　としの頃ころなら四十前後。瘦やせた長身に、長く伸のばした白髪しらが混じりの黒い髪かみ。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねに白衣の男。

　名はたしか、コラードといったか。

　かつてはとある犯罪組織に所属しており、以前別の依い頼らいで、レティシアとメニィの二人が、組織そこのアジトを襲しゆう撃げきした時に、顔を合わせたことがあったのだ。

　結局、組織のアジトは壊かい滅めつさせたものの、一旦捕とらえたはずのコラードには逃げられている。

　その後、別の惑わく星せいで、現住生物の調査をやった時にも、レティシアたちはこの男と会話を交かわしている。もっともこの時は、直接出会ったわけではなかったが。

　いずれにせよ──レティシアにとっては、あまり快い相手ではない。

　沈ちん黙もくを守るレティシアたちにはかまわず、コラードは先を続ける。

『おおっと警けい戒かいする必要はない！　こちらは少々、ものを尋たずねたいだけなのだ。有益な情報には、むろん、謝礼も考えている。

　──妙みようなことを聞くが─────

　外をうろついている女、というのに心当たりはないかね？』

　──!?

　顔を見合わせるレティシアとメニィ。

　外をうろついている女。

　昨日の悪党が、たしかにそんなことを言っていた。となると、ロブスター男というのはこいつのことか。

　レティシアは音声通信のみをオンにして、ボイスチェンジャーで、自分の声を男の声に変へん換かんするように処理をして、

「詳くわしく話を聞こう」
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　その間にメニィはカメラを操作し、ディスプレイのうち一つに、相手のシャトルの姿を映し出した。

　なるほど。確かにロブスターである。流線型のフォルムに、尾び翼よくのついたメインエンジン。機体前面の下には、大きなハサミを想おもわせる、着ランデ陸イング脚・ギアと翼つばさを兼かねたユニットが一対。

　おまけに塗と装そう色が赤とくれば、たまたまロブスターに似たのではなく、ロブスターを模してデザインしたのに疑いはない。

　さすがにシュミのマッドサイエンティストの面めん目ぼく躍やく如じよ、といったところか。

　まあ、これは確かに、ロブスターの男、としか表現のしようがないだろう。

　こちらの返事に、コラードは、画面の中で笑えみを浮うかべ、

『紳しん士し的な対応をありがとう！　この私の話をまともに聞いてくれたのは、きみがはじめてだよ』

　それはそうだろう。

　ロブスター型の変なメカに乗った、白衣を着た変な男から、外を歩く変な女のことを聞かれるのだ。たとえスネに傷持つ犯罪者といえど、普ふ通つうの感性の持ち主なら、絶対にかかわりあいになりたくないに違ちがいない。

『詳しい事情説明は省略させてもらうが、このエベールの……ん……？』

　コラードの眉間にシワが寄る。視線は通信用のカメラではなく、どこか別の──横手の方に向いている。

『……んんんんんん？』

　眉間のシワが深くなる。

「何だ？」

　問うレティシア。

　コラードはやがてふたたび顔を上げると、カメラに向かって、にまりっ、と笑った。

『……きみたちのシャトルの姿は、見せてもらった。

　見覚えのある機体だな。

　一応の擬ぎ装そうは施ほどこしてあるようだが……そんなものではこの私の目はごまかせんよ！

　そうだろう!?　シェリフスターの諸君！』

　勝ち誇ほこるコラードの声が、朗々と響く。

　こちらの擬装を、いともあっさりと見み抜ぬいたのだ。恐おそるべきはマッドサイエンティストの眼力。

　しかしレティシアはすかさず、冷静に、

「シェリフ……？　知り合いに警官コツプでもいるのか？」

『え？』

　とたんにコラードの顔から自信の色が霧む散さんして──画面からその姿が消える。

　やがて、再び画面に映った彼の表情は、またまた余よ裕ゆうに満ちていた。

『ごまかそうとしても無む駄だだよ。そちらの機体の各種データは確認済だ』

　どうやら一いつ瞬しゆん自信がなくなって、急いでデータをチェックしたらしい。

『まあいい。そういうことなら用はない。失礼した』

　言うと同時に、レーダー上の『ロブスター』が進路を変えた。

　それを追うべく『ワイヴァーン』の飛行軌き道どうを変え──ようとして、レティシアは、危あやういところで思いとどまった。

　追えば、コラードの予想を肯こう定ていすることになる。そうなれば、レティシアたちの存在ことを、他ほかの悪党たちの間に宣伝される──などという事態にもなりかねない。

　それはさすがに、少々困ったことになる。

「わけのわからんことを」

　なおもしらばっくれて言うレティシアに、コラードは続ける。

『あくまでとぼける気かね。まあいい。

　心配しなくても、きみたちがここで何をやろうと、邪じや魔まをするつもりはないよ。

　こちらもいろいろあって、今は忙いそがしいのでね。

　そうそう。できればあとをつけてきたりはしないでもらいたいな。きみたちとて、自分たちのことを、この星のみんなに知られたくはないだろう？

　では』

　どこかあわてた様子で言うと、コラードは、一方的に通信を切った。

　つまりは──お前たちのことを犯罪者たちに言いふらしたりはしないから、そちらもこっちには干かん渉しようするな、と言っているわけである。

「……くっ……！」

　レティシアは小さく呻うめく。

　言われておとなしく引き下がるのは腹も立つし、あのマッドサイエンティストが何をやらかしたのかも気になるところではある。

　とはいえ、そちらにかまけて、本来の依い頼らいに支障をきたすわけにはいかない。

　むろんここで見み逃のがせば、向こうがこちらのことを黙だまっているという保証はないのだが、こちらとて、完全に素す性じようを明かしたわけではない。

　態度からするとコラードも、自分の想像が当たっている、という自信はなさそうだった。ならば確証のないことを言い広めたりはしないだろう。もし間違っていたならば、誤情報を摑つかまされた犯罪者たちの恨うらみを買うことになるのだから。

　やがてほどなく。

　コラードの『ロブスター』は、こちらのレーダー上から完全に消えたのだった。




「レティ！　あのひと、気がついたみたい」

　トーフを皿の上でぷるぷるさせながら、メニィがそう言ってきたのは、その日の終わりのことだった。

　今回の任務は、体力や睡すい眠みん時間を削けずってまで続けるようなものではない。要は、犯罪者たちを野放しにしておく気はない、というデモンストレーションなのだから。

　そこでレティシアたちは、標準時刻の夜間は、きっちりと休むことにしていた。

　この『ワイヴァーン』は、設計・開発者のシュミで、なぜか潜せん水すい可能、という、かなり理解不能な仕様になっている。

　しかしその、変なシステムが役に立つこともあった。

　レティシアたちは『ワイヴァーン』を、惑わく星せい上に点在する湖の底に隠かくし、そこで一夜を過ごすことにしたのだ。

　普通の者なら、こんなところにシャトルが沈しずんでいるとは思わない。湖の底は、この上なく安全な隠れ家となった。

　今日も今日とて、貨物カーゴ部分に急ごしらえした生活スペースで、食事をすませてひと落ち着き。

　男の様子を見てくる、と言ってメニィは席を立ち──

　ほどなくトーフを持って駆かけ戻もどり、その報しらせをレティシアにもたらしたのだった。

　びしっ！

　対するレティシアの返礼は、無言の顔面チョップ。

「レティ。痛い。何するの」

「それ」

　言って彼女は、メニィが手にしたトーフを指さした。

「あ。」

　きまり悪げに呻くメニィ。

「あんた、様子を見に行く、とかいう口実で、トーフのつまみ食いがしたかったんでしょ。

　まあいいわ。とにかく、あの男が気がついた、ってことね」

「うん。そう表示が出てた」

　医い療りよう用カプセルは作動中、常に患かん者じやの状態をモニターしており、患者の脳波パターンが覚かく醒せいを示した場合、その旨むねを表示する。

　今回はそれを、コックピットからもチェックできるようにしてあるのだ。

「なら、様子を見ましょ」

　言ってレティシアは、細い通路を通ってコックピットへと向かう。トーフを食べながら続くメニィ。

　見れば確かに、カプセルは、男の覚醒を示すシグナルを送ってきている。

　レティシアは、小部屋のモニターカメラをオンにした。

　部屋に置かれた医療用カプセル。顔を覆おおうあたりの部分はクリアパネルになっており、その中で、横たわった男が、ぼんやりと天てん井じようを眺ながめているのが見て取れた。

　さらに伸のびた無ぶ精しよう髭ひげのせいもあって、人相の悪さはあいかわらずだが、顔色はずっと良くなっている。

「気がついた？」

　マイクをオンにして、レティシアが呼びかける。男は、ぴくんっ、と小さく体をふるわせて、きょろきょろあたりを見回した。むろんそれで、レティシアたちの姿が見えるわけでもないのだが。

『こ……ここは……？』

　カプセル内のマイクが男の声を拾う。

「落ち着いて。医療用カプセルの中よ。傷はまだ完治していないはずだから、無理に動かないこと」

『……あんたら……一体……』

　男の声は、まどろみの余よ韻いんを残してはいるものの、わりとしっかりとしている。このぶんならば大だい丈じよう夫ぶだろう。

「あなたたちのシャトルの異変を見つけて、行ったらあなたが倒たおれてた。それをあたしたちが助けた。それだけのことよ。

　それ以上の詮せん索さくは無用。でしょ？」

『……ああ……そうだな……』

　男は納なつ得とくする。むろん興味がないはずもないのだろうが、深く聞かない、知らない、関かかわらない、というのが、こういった世界に属する者の処世術である。

『一つだけ聞かせてくれ。他ほかの……俺以外の連中はどうなった……？』

「聞きたい？」

　それが、レティシアの答え。

『……そうか……』

　その意味を理解したのだろう。ため息に乗せて、男がつぶやく。

「こっちからも聞いていい？　一体何があったの？」

『………………』

　問われて、男はしばし沈ちん黙もくし──やがて口を開いた。

『女だ』

「──女──？」

　レティシアの眉まゆが、ぴくりっ、とはね上がった。

『ああ。女が──やって来た。外を歩いてやがったんだ。ヘルメットもなしで、だ。

　まあ、こういう場所だ。内輪もめでも起こして、外にでもほうり出された奴やつじゃないか、って思った。

　手を振ふってたんで、入れてやってもいい、って気になった。

　……まともな相手じゃねえことはわかってたけど、まあ、女だってことで甘く見てた。スケベ心も正直、あったしな。

　ところが、ハッチを開けたとたん──女はいきなり、隠かくし持ってた銃じゆうをぶっ放してきやがった。

　……シャレになんねえ強さだったよ……

　信じらんねえ速さで突つっ込んできて、片かたっ端ぱしから撃うたれて、銃を取られて、また撃たれて銃を取られて……

　死んだフリして、後ろから組み付いた奴が、あっさり壁かべにたたきつけられて……その女より、頭二つはデカい男が、だぜ？

　人間じゃねえ。化け物だよ。

　もう途と中ちゆうからは、こっちの方がガタガタだ。

　俺も撃たれて気絶して……

　気がつくと、あんたらに起こされてた』

　いやな想像が、レティシアの胸中にひろがる。

　おそらくは、コラードの探していた女。そして、不意をついたとはいえ、荒あら事ごとに慣れた男たちをあっさり壊かい滅めつさせる戦せん闘とう力。

「どんな──女、だったの」

　問うレティシアの声は、硬かたい。

　答える男にも、わずかなためらいの色が混じっていた。

『そ……そうだな……二十歳はたちくらいか。伸ばしっぱなしの長い黒くろ髪かみで……背は高くも低くもなかった。普ふ通つうの……ちょっとだぶついた服を着てた。こんな星じゃなく、町の中で見かけりゃあ、ただの女、だな』

「ひょっとして──誰だれかに似てなかった？」

『………………』

　レティシアの問いに、男はしばし沈黙する。

『……どういう意味だ？　それは』

　警けい戒かいの問い。当然である。彼らの世界では、相手の意にそまぬ答えが、自らの危機を招く場合も多々あるのだから。

　それを緩かん和わするため、レティシアは言う。

「正直に答えてほしいの。その答え次し第だいで、あたしたちがあなたをどうこうする、ということはないわ。

　けど、もしあなたが本当のことを言ってくれなかった場合、あたしたちも、そしてあなたも、危険に晒さらされる可能性はある。

　詳くわしい事情は話せないけど、ね」

　男はまたもや沈黙し──

『……俺の勘かん違ちがいかもしれない……襲おそわれた時も、あんたらに助けてもらった時も……どっちも混乱してたからな……』

　やがて、あいまいに語りはじめる。
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『けど……あんたらの……俺を助け起こしてくれたあの女の顔……

　それが……俺たちを襲った女の顔にそっくりに見えた』

　レティシアは小さく息を吞のむ。

　なるほど。それがあの時、男が、パニックを起こして暴れかけた理由か。

『──もちろん同じ奴のわけはねえ。着てるものも違ってたし、襲ってきた女は二十くらいだったけど、助けてくれたそっちはせいぜい十五、六ってところだ。

　まあ、俺が混乱してたせいでそう見えたのかもしれねえけどな』

　──そうか──やはり、そういうことなのか──

　レティシアは、小さく唇くちびるを嚙かみしめる。

『……おい、どうした？』

　男が不安な声で問う。

「──いえ──なんでもないわ。

　とりあえずもう少しそこで休んでいて。

　朝になったら食事でも出すわ」

『……世話になるな』

「じゃあ明日」

　言ってレティシアは通信を切った。

「どういうこと？　レティ？」

　問うメニィに、しかしレティシアは、無言。

　胸くその悪くなる想像が、彼女の脳のう裏りに渦うず巻まいていた。

　これを口にするべきか。それとも黙だまっておくべきか。

　この件に関かかわるべきか。それともほうっておくべきか。

　会社に報告するべきか。それとも黙っておくべきか。

　答えの出そうにない選せん択たく肢しが、レティシアの前にはいくつも在った。

　むろん、すべては彼女の勘違い、ただの思い過ごしだという可能性もある。しかし、この状じよう況きようは──

「レティ？」

　再び問うメニィに目をやり、口を開き──閉ざす。自分の考えが的外れであることを願いつつ。

　言えない。言えるわけがない。自分のこんな想像を。

　かつてレティシアとメニィの二人が、コラードと対たい峙じした時。

　コラードは、メニィが遺伝子操作で生み出された存在であることに気づき、彼女に興味を示していた。

　そしてその時、メニィは傷を負っていた。

　つまりコラードは、メニィの血を手に入れていた可能性が高い。

　ならば──

　コラードの捜す、メニィに似た、高い戦せん闘とう能力を持つ女とは──

　メニィの血をもとにコラードが造り上げた、彼女のクローンなのではないか。

「レティ、どうしたの？」

　心配そうにこちらを見やるメニィに、しかしレティシアは、ただ、無言でいるしかなかった──







　　　２




　捜そう索さくは、その翌日から開始した。

　見いだすべき相手はむろん、コラードの乗るロブスター型シャトル。

　……たしかに現在、レティシアたちは、依い頼らいを抱かかえている。

　四日後に開かれる闇やみオークションまでに、できるだけ多くの犯罪者たちにいやがらせをすること。

　しかしこういう事態になった以上、依頼そちらは一いつ旦たん据すえ置きである。

　すでにいくつかの犯罪者たちには、いやがらせを済ませている。ならばあとは、ほうっておいても噂うわさはひろがるだろう。

　つまり、もし今仕事を切り上げても、とりあえず依頼は果たしたことになるのだ。

　ならばそれよりも、自分の想像──メニィのクローンが、この惑星ほしをうろついているかもしれない、という考えの真しん偽ぎを確かめる方が先だった。

　任務外ではあるのだが、ほうっておける話でもないし、後回しにできることでもない。そもそもレティシアたちとて、いつまでもこの惑星ほしにいられるわけではないのである。

　闇オークションが終わったあとも、ここに留とどまることは可能だが──

　いやがらせをした犯罪者たちのそばには、通信妨ぼう害がい用のポッドをばら撒まいてきた。そのバッテリーは、あと六、七日で尽つきるはずだった。

　そうなれば通信は回復し、レティシアたちのことは、この惑星ほしにいる悪党すべてに知れ渡わたるだろう。

　集団で狩かり立てられたくなければ、それまでに立ち去るしかない。

　つまりそれが、実質上のタイム・リミットだった。

　だが。事実を確かめるにしても、レティシアには懸け念ねんがあった。

　もしも自分の想像が当たっていた場合。

　そう知った時、メニィはどう反応するだろうか。

　別チームの仲間が、自分の身の上──戦うために造られた命だという立場に悩なやんでいることを、レティシアは知っている。そして自分はそれを知りながら、何もできずにいる。

　もしもメニィが、同じ悩みを抱えたとしたならば──自分は何かの力になってやれるのだろうか。

　それに、問題のクローンを見つけたとして、一体どうすればいいのか。

　説得するのか？　倒たおすのか？　あるいは捕つかまえるのか？　いや、そもそもそんなことが可能なのか？

　わからない。何もかも。

　しかしわからぬまま──ただ、事実を確かめなければならない、という衝しよう動どうにつき動かされ、レティシアは探たん索さくを開始したのだった。

　しごとの方はいいのか、と問うメニィに、適当な理由を並べ立ててごまかし、捜索を開始して──

「レティ！　見つけた！」

　メニィが声を上げたのは、半日ほどが経たった頃ころのことだった。

　メニィの操作で、ディスプレイの映像が切り替かわる。そこには赤く、巨きよ大だいなロブスターを模した機体が映し出されていた。

　こんなシャトルに同型機などあるはずはない。ならばこれにはあのコラードが乗っているはずだった。

　レティシアは通信回線を開き──前回とは違ちがい、声を変えずにいきなり問いかけた。

「ひょっとして、うちの子に似た可愛かわいい彼女を捜さがしてるの？」

　沈ちん黙もく。赤いシャトルはレーダー上でも、その動きを全く変えずに飛行している。

　無視するつもりか。レティシアが思ったその時。

『……そう。きみの想像通りだよ』

　通話用ディスプレイに映し出されたマッドサイエンティストの表情と声には、苦く渋じゆうの色がにじんでいた。

『しかし……なぜ、わかった？』

「噂や情報なんていうものは、いろいろな所から入ってくるものよ」

『……なるほど』

「話してくれる？　詳くわしく」

『いいだろう』

　コラードの返事に、レティシアは『ワイヴァーン』を操あやつり、ロブスターに並ぶ。

『その前に聞きたいのだが……もう一方のお嬢じようさんは、この話をどこまで知っているのかな？』

　レティシアは、ちらりっ、とメニィに視線を走らせる。少女はただ、興味津しん々しんの面おももちで、画面のコラードを見つめていた。

「まだ仮説だったから。今の今までは」

『ふむ』

　コラードは苦い表情で、

『メニィくん。落ち着いて聞いてほしい』

　彼は語りかける。

『今、この惑星ほしの上を、一人の女が徘はい徊かいしている。

　彼女はあちこちにいる連中を襲おそい、食料や武器を奪うばっている。生きるために。

　そして彼女は──この私が造り出した……きみの……クローンなのだよ』

「うん。わかってる」

『は!?』

　いともあっさりうなずかれ、思わずハモるレティシアとコラード。

「わ……わかってた、ってメニィ……どうして!?　話してもいないのに!?」

「どうして、って言われても」

　メニィは、きょとんっ、とレティシアを見つめ返し、

「だって、あれだけの情報があったら、大体想像できるし」

　いつもの調子で気楽に言う。

「……そ……そう……」

　拍ひよう子し抜ぬけして、レティシアはつぶやいた。

　こうあっさり言われると、メニィがショックを受けるのではないか、と、気を回していた自分が馬ば鹿かみたいである。

『まあ、そういうことならば──』

　こほんっ、とひとつ咳せき払ばらい。気を取り直してコラードが言う。

『気き兼がねなくすべて話せる、というものだな。

　まず最初に──

　言っておかねばならないのは、私は特定の犯罪組織に所属する人間ではない、ということだ』

「噓うそね」

　その言葉を、さらりと切って捨てるレティシアに──

『本当だよ』

　コラードもさらりと切り返す。

『誤解しないでもらいたいのだが、これは自己弁護ではなく状じよう況きよう説明なのだよ。

　非合法な組織の連中とつきあいがあることは事実だし、所属していたこともあった。私自身、科学面で非合法な実験に手を染めていることも事実だ。

　そういった意味では、私は間ま違ちがいなく犯罪者だ。

　しかし現在は、特定の犯罪組織に所属しているわけではない。そういう意味なのだよ。

　研究への協力を乞こわれれば、いくばくかの依い頼らい料を戴いただいて協力する。いうなればフリーの科サイエ学ンテ者イスト、というところか』

　フリーのマッドサイエンティスト。なんだか普ふ通つうの犯罪組織より、よほどタチが悪いように聞こえるのは、果たしてレティシアの気のせいだろうか？

　ここでいきなり攻こう撃げきして葬ほうむり去ってしまう方が、世のため人のためのような気がするのだが、それでは事実関係が何もわからなくなる。レティシアは、兵装の安全装置解除のスイッチに手を伸のばしたくなるのをぐっとこらえて、続きを聞いた。

『かつて、惑わく星せいファーサイドできみたちと出会ったその時、私はそこのメニィくんの血液を少々手に入れた。

　彼女に興味を持っていた私は、その血をもとに、彼女のクローンを造ろうと考えた』

「何のために」

　レティシアは問う。

『ふむ』

　問われてコラードは、口の端はしを面おも白しろそうに歪ゆがめ、

『安心したまえ。別に、どこかの巨きよ大だい企き業ぎようのように、兵器として販はん売ばいしよう、などとは思っておらんよ』

　コラードの皮肉に、メニィの眉まゆがわずかに動く。

　向こうはかまわず話の先を続けた。

『クローンを生み出した理由は……要約すれば、知的好こう奇き心ということになる。

　詳しく説明するなら、私の思想や理想も語らねばならぬことになるから、少々話が長くなるのだが──

　今は、本題を先に進めた方がいいだろう』

「そうね」

　レティシアはうなずいた。マッドサイエンティストの思想や理想をえんえんと聞かされるのは、さすがにごめんである。

『さて。私はファーサイドの研究施し設せつをあとにした後、メニィくんのクローン制作にとりかかりつつ、当時所属していた犯罪組織、ラガイン・コネクションの本部がある、惑星フリードへと赴おもむいた。

　しかしラガイン・コネクションは──知っての通り、きみたちの同どう僚りよう二人によって壊かい滅めつさせられた』

　フリードでの話はざっと聞いている。しかしこの男が、あの事件にもかかわっていた、というのは初耳だった。

『まあその後は、いろいろな研究をやってはいたんだが……

　助手として雇やとっていた者の中に、不心得な連中がいてね。

　私の留守に、研究所から、試作開発していた武器類を、ごっそりと盗ぬすみ出しおったのだよ。

　おそらくは、売りさばけば金になるとでも思ったのだろうな』

「なら、その中に──」

　漏もらすレティシアに、コラードは苦い表情でうなずいた。

『そういうことだ。

　メニィくんのクローン……《彼女》も、培ばい養ようカプセルごと盗まれていた。

　身体的には成体になっていたが、思考学習は途と中ちゆうだった。

　むろん、盗とう難なん防止用のセキュリティも施ほどこしてはいたのだが……内部にいて、かつ知識と時間のある者の手にかかれば、さしたる役には立たなかったようだな。

　私は情報を集め、なんとか彼らの痕こん跡せきを辿たどり──彼らがここに立ち寄ったことをつき止めて来たわけだが……』

「見つからなかった？」

　コラードは、左右にゆっくりと首を振ふる。

『彼らはいたよ。ただし──シャトルの残ざん骸がいと死体とに、その姿を変えて。

　クローニング用の培養カプセルは、カラだったよ。

　彼らは──好奇心からか実験のためか、あるいは単に欲情でもしたのか──ともあれ、何かの理由でカプセルを開けてしまい──

《彼女》を目覚めさせた。

　どうやら彼らは、セキュリティの外し方は知っていても、《彼女》の扱あつかい方は知らなかったようだ。何かで《彼女》を怒おこらせたのだろうな。

　……その時点で、《彼女》の思考学習プログラムがどこまで終しゆう了りようしていたかは不明だが……痕跡からみると、少なくとも、銃じゆう器き類の取り扱い知識は習得していたようだ。

《彼女》は今も、この惑星の上を徘はい徊かいしているはずだ。

　目的は単純。己おのれが生きること。そのために他者を排はい除じよし、食料を奪うばう』

　沈ちん黙もくが、落ちた。

　苦い感情がレティシアの胸を満たす。

　正直言って、コラードをどなりつけてやりたい気分だった。だが──その資格は、自分には、ない。

　そもそも、メニィを兵器として生み出し、使っているのは、こちらの会社なのだから。

「──で──」

[image: ]

　胸の裡うちで渦うず巻まく感情を押し殺し、レティシアは、口を開いた。

「クローンを──《彼女》を見つけてどうするつもり」

『《彼女》は──生きなければならん』

　コラードは言った。厳おごそかに。

『クローニングの途中で判明した。

　ヒトは──いや、ヒトに限らず生き物は、生きるために必要な物質を、あるいは外部から取り込み、あるいは体内で生成する。

　しかし《彼女》は、本来なら体内で生成されるべき酵こう素そや化学分ぶん泌ぴつ物質のうち数種類を、体内で作り出すことができないようになっていた。

　つまり、《彼女》の生命を維い持じするには、定期的にある種の投薬をする必要がある。

　──むろんそちらも知っていることだろうが』

「……ええ……」

　苦くつぶやくレティシア。

　その話は聞いているし、メニィがちょくちょく医い療りよう用カプセルに入っては、治療と投薬を受けていることも知っている。

『自分たちに逆らわぬよう、その遺伝子に仕し掛かけられた保険、というわけだ。

　しかしそれが判明した時には、すでに《彼女》のクローニング作業は進んでおり、遺伝子レベルでの修正は不可能だった。

　そして──今度の事件が起こった。

《彼女》を説得することができるのか。いや、そもそも《彼女》が言語の学習を終えているのか。それもわからん。

　だが、《彼女》は生きねばならん』

「なぜそう思うの？」

　レティシアは問う。

「残念だけど、あなたが博愛主義者とは思えないし。捕つかまえていろいろ実験したいから……とでも言われた方が、よっぽど説得力はあるわね」

『なるほど。確かに私は博愛主義者とは言い難がたい。

　しかし、遺伝子データのバックアップは取ってある。単に実験をしたいのなら、そのデータからクローンを造れば済むだけの話なのだよ。

《彼女》が生きねばならんと考える理由は……そう、おそらく、きみと同じだ』

「あたしと同じ？」

　レティシアの眉み間けんにシワが寄る。変なシュミ人と同列視されて喜ぶ趣しゆ味みは、彼女にはない。

『そう。

　レティシア＝マイスター。なぜきみは、クロフト社、社長令れい嬢じようという境きよう遇ぐうにありながら、その子会社で、こんな危険な仕事をやっている？

　なぜ本来の依い頼らいをほうり出し、私に自分の素す性じようを明かすという危険を冒おかしてまで、《彼女》のことを気にかける？

　答えは単純にして明快。ほうっておけないから、だろう？』

「──」

　レティシアは口をつぐむ。確かに──レティシアが《彼女》を見つけようとした動機を一言で表すならば、そうとしか言いようはないだろう。

　コラードの言葉は続く。

『《彼女》を見つけて一体何ができるのか。情報の少ない現在、それは判然としない。

　しかしきみは、メニィくんの同どう僚りようとして、それをほうっておくわけにはいかなかった。

　そして私は、《彼女》を生み出した科学者として、ほうっておくわけにはいかない。

　そういうことだよ』

　しばしの沈黙。そして──

「──わかった──とは言わないわ」

　レティシアは言う。

「けどとにかく、そういうことなら、《彼女》を見つけるまでは休戦。一時手を組むことにしましょう」

『休戦？』

　レティシアの提案に、コラードは片方の眉まゆをはね上げて、

『はて。私はもとより、きみたちと戦っているという意識はないのだが？』

「《彼女》を見つけて保護できたら、そのあとで戦いになる可能性はあるでしょ？」

　ディスプレイに映るコラードをにらみつけ、言うレティシア。

「場合によってはその《彼女》、こっちで保護させてもらうことになるかもしれないわ」

　だがコラードは動じずに、口の端はしに笑えみさえ浮うかべ、

『かまわんよ。そちらが責任をもって、《彼女》を保護できると保証してくれるなら』

「──」

　返されてレティシアは鼻白む。

　もしも《彼女》がコラードの手に渡わたったら、実験だの研究だのと、ロクでもない未来が待っているような気がするが──ならレティシアたちが保護すれば丸くおさまるか、と言えば、そうとも限らない。

　投薬が必要な以上、自由に生きろ──などと言いながらどこかにおっ放ぽり出すわけにもいかないし、会社にバレないように保護する、というのも無理だろう。

　そして、会社が《彼女》の存在を知ってしまえば──

　やはりそれはそれで、実験だの研究だのと、ロクでもない未来が待っているような気がする。

「……まあ……そのあたりのことは《彼女》を見つけてからね」

『決まりだ。協力して探たん索さくにかかるとして……では早さつ速そくだが、そちらの情報を提供してもらいたい』

「情報？」

『昨日出会ってから、今日出会うまでに、私がメニィくんのクローンを造った、とほぼ確信できる情報を、きみたちは手に入れているはずだ。

　でなければ、そちらの態度の変わりようは説明できない。

　その手がかりから捜さがすのが、《彼女》を見つけ出す、一番早い方法だと思うのだが』

　たしかに──手がかりなしで、たった一人の人間を捜し出すのには、この惑星ほしは大きすぎる。ここには湖も山も、森もあるのだ。空ゆくシャトルのおおざっぱな探査では、相手が物もの陰かげにでもいれば、捕ほ捉そくするのはまず無理だろう。

「なるほど」

　男のことをコラードに話しても、別にさしつかえはないだろう。レティシアは小さくうなずき、口を開いた。

「二日前、荒あらされたシャトルを見つけたのよ。

　生き残りは男が一人。現在医い療りよう用カプセル内で療養中。その彼から話を聞いて──あなたのことと考え合わせて、そうじゃないかと思ったのよ」

『そういうことか。ならば、案内してもらえるかな？　その現場に。

　ついでに道々、詳くわしい話も聞かせてもらいたい』

「わかったわ」

　レティシアはうなずいて──

　二機のシャトルは進路を変えると、彼方かなたを目ざして空を駆かける。




　夜の森は、いつもと同じ静けさに満ちていた。

　木々は大気を吸い、吐はき出して、独特の香かおりで夜を満たしている。

　空には、見慣れたいくつもの月と星とが、いつもの色にかがやいている。

　湖が、近い。

　風向きによっては、大気に溶とけた水のにおいが、波音が、ここまで届くこともある。

　いつもと同じ夜のはず。なのに──

　心がざわつく。

　これは一体何なのだ？

　この感覚がはじまったのは二日前──一機の連絡艇シヤトルを目にした時からだった。

　別にどこといって、特別に目立つところがあったわけではない。しかし──それを見かけた時──

　何かを、感じた。

　心の奥から小さなあぶくが浮かんでくるかのような──何か、としか表現のしようのない、感情の波立ち。

　以来、あのシャトルのことが、どうにも気になって仕方ない。

　──捜してみるか──

　ふと、思い立つ。

　そうすれば、なぜ気になるのかがはっきりするかもしれない。単に気のせいだったのならば、いつも通り、狩かって、食料や武器を奪うばえばいい。食料や弾だん薬やく、バッテリーなどにはまだ余よ裕ゆうがあるが、少なくとも、よくわからないことを気にしながら、こんな森の中でじっとしているよりはマシというものだろう。
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　しかし、どこを捜せばよいのか、見当がつかない。

　ならばとりあえず──最初にそれを見かけた場所に行くしかないだろう。

　名もない《彼女》は、木々の間に隠かくした車に乗り込み、エンジンをかけた。




　青あお紫むらさき色に染まった湖のほとりには、三機のシャトルが停とまっていた。

　一機は、変へん哲てつもないコンテナ・シャトル。一機はスカイブルーに擬ぎ装そうされた『ワイヴァーン』。そして三機目は、コラードのロブスター型シャトル。名は『カーラボス』というらしい。

『……なるほど。これは……少々厄やつ介かいではあるな……』

　レティシアたちに案内され、襲おそわれたシャトルの探たん索さくを終えて。

　ボディースーツにヘルメット姿のコラードは、苦い口調でつぶやいた。

「厄介？　どういうこと？」

『ワイヴァーン』のコックピットで。コラードのつぶやきをモニターしていたレティシアは問いかける。

　コックピットからは、探索を終えたシャトルを出て、佇たたずむコラードたちの様子が見えた。

　コラードを入れて全部で三人。どこかで雇やとったごろつきなのかプロなのか、部下らしきとり巻き二人を連れている。

　そばに停まった『カーラボス』の中にも、当然まだ人員はいるだろう。

　レティシアとメニィの二人は外に出なかった。コラードたちを目の前に、『ワイヴァーン』をカラにするわけにはいかなかったし、かといって、一人ずつに戦力分散する危険も冒おかしたくはなかったのだ。

　いくら一時休戦などと言っていても、なにしろ相手はシュミのマッドサイエンティストである。発作的に、『ワイヴァーン』やメニィのことが研究したくなって、ジャマなレティシアをどうにかする──などということもやりかねない。レティシアはそう警けい戒かいしたのだ。

　モニターの中で、コラードのボディースーツがこちらを向き、

『積み荷を調べたのだが、食料、弾薬、バッテリーの量が少ない。

　おそらく《彼女》が奪ったのだろう』

「──それで？」

『考えてみたまえ。《彼女》はなぜ、バッテリーを奪った？』

「──！」

　言われてはじめて。レティシアはその意味することに気がついた。

　コラードは続ける。

『簡単だ。《彼女》は、バッテリーを必要とする何かを持っている、ということだ。

　おそらくは、車を』

　現在、ほとんどの自動車は電気駆く動どう式となっている。ガソリン車が絶ぜつ滅めつしたわけではないのだが──少なくとも、シャトルなどに搭とう載さいしている、気密式のランド・バギーなどは、全すべて電気式である。

　この惑わく星せいのあちこちに停まっているシャトルを襲ってまわるには、確かに、それなりの足が必要となる。その推論はたぶん妥だ当とうなものだろう。

　画面の中のコラードは、ぐるりとあたりを見回した。

　気味の悪い色の湖。そのそばには、うっそうと生おい茂しげる森。

　惑星改造用の、大ア気ト成モ分ス調・ツ整リ樹ーの森である。

　ひと口に大ア気ト成モ分ス調・ツ整リ樹ーといっても、さまざまなタイプがある。大別するなら、化学変化によって大気成分を変える、工業生産されたタイプのもの。そして、遺伝子操作によって生み出されたタイプのもの。

　この森を形作るのは後者だった。

　撒まかれた木々は、光と水とを使って爆ばく発はつ的に伸のび、増えて、ある程度大気成分の調整が終われば勝手に枯かれ果てる。

　コラードの視線は、その森で止まった。

『さっき聞いた話によると──

《彼女》は歩いてやって来た、ということらしいが──

　もしも本当に歩いてきたのなら、バッテリーを必要とするはずはない。

　ならば《彼女》は、車で移動し、シャトルを見つけてから、森の中に車を隠し、そこから歩いてシャトルに近寄った──ということになる。

　つまり。

　彼女は、火器や車の基き礎そ知識に加えて、基本的な作戦知識も、すでに学習している、ということになる。

　楽な相手ではないぞ』

「……そうね……」

　あいまいにつぶやくレティシア。

『まずは、どう見つけるか。そこからして問題となる。

　こちらが向こうを捜し回るそぶりなどすれば、警戒して逃にげ回るかもしれん』

「わかってるわよ。つまりは──

　あたしたちに、おとりになれ、って言いたいんでしょ？」

『──ほう……』

　レティシアの投げやりな宣言に、コラードは小さく感かん嘆たんの声を漏もらした。

　こちらから《彼女》を見つけるのが難しいのなら、向こうにこちらを見つけてもらうしかない。《彼女》が立ち回りそうな場所で、おとりをやるというのが妥当な策だろう。

　問題は、おとり役をどちらがやるか、なのだが──

　コラードの『カーラボス』は外見が外見だけに、警戒されるおそれがある。それに《彼女》に襲しゆう撃げきされた時、対たい抗こうしうる戦力がない。

　対するこちらには、メニィがいる。

　ならば、どちらがおとりをやった方がいいか。答えは明らかだった。

『話が早くて助かるよ。レティシアくん。

　それではさっそく場所の選定にかかろう』

「……そうね……」

　何か仕切られているような気がして、釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ、それでもレティシアにはそう答えるより他ほかになかった。




　目覚めたのは、自分の悲鳴のせいだった。

　その場にはね起きようとして──額をやわらかなクッションのようなものでおさえつけられて、男ははじめて理解する。

　自分が置かれた状じよう況きようを。そして、今のが夢であったと。

　ノックの音が聞こえた。夢の中で。実際にはそんな音などなかったはずなのに。仲間の一人がシャトルのハッチに向かう。

　──ダメだ！　それを開けちゃあダメだ！

　恐きよう怖ふに両目を見開いて、男は警告の声を上げようとする。しかし口はわずかばかりも動かない。

　仲間はハッチを開け──吹ふっ飛んだ。肉がはじけ血がしぶき五体が四散し──これも実際とは違ちがう。男はそんな光景など見てはいない。恐怖という名の演出家が、夢に過か剰じような脚きやく色しよくを施ほどこしていた。

　一人、また一人と仲間が殺されてゆく。ともに酒を吞のみ、馬ば鹿か話に興じた連中が、腕うでを足を腹を頭を吹き飛ばされて。

　男は銃じゆうを取り、わめいて乱射しながら、シャトルの奥──カーゴルームの方へと向かった。

　そこに行けば助かるはずだった。夢独特のそんな無む根こん拠きよな確信があった。

　だが。着かない。いつまでたってもいつまで進んでも、さして長くもないはずの廊ろう下かは、男のゆく手に延びている。すぐ先にカーゴルームの扉とびらがあるはずなのに、その距きよ離りが少しも縮まらない。

　通路の先に女が現れ──異様な大口径にデフォルメされた銃を持ち、異様な大きさにデフォルメされた口を笑えみの形につり上げた。

　男はようやく悟さとる。これは夢だと。夢ならば覚めれば逃のがれられる。

　──覚めろ──！

　男は強く念じ──女は男に向かって銃を構え──

　発はつ砲ぽう音。覚かく醒せいの自覚は、それとほとんど同時だった。

　恐怖を胸に抱だいたままで目を開き──

　目の前で、女の顔が笑っていた。

　悲鳴を上げ──

　そして今度こそ、本当の目覚めが訪れたのだった。

　最悪の夢──とは言えない。前に見た時は、撃うたれた自分の肩かたが吹っ飛ぶところで目が覚めた。

　狭せまく暗い医い療りよう用カプセルの中で、荒あらい息をつく。男の状態をモニターしている医療用カプセルは、内部の空気に極ごく微び量りようの鎮ちん静せいガスをそっと混ぜた。

　やがて男の胸の上下は、ゆるやかなものになっていく。

　しかしそれで、忌いまわしい現実の記き憶おくが消えてなくなるわけではない。怪かい物ぶつのようにデフォルメされた女の顔は、瞼まぶたの裏に焼きついていた。

「──おい。聞こえてるんだろ」

　こちらをモニターしているはずの、自分を救ってくれた誰だれかさんに向かい、男は呼びかけてみる。

　しばし待つが──返事はない。

「聞こえてないのか！」

　さらに待つ。やはり何の反応もない。

　モニター係がさぼっているのか、それとも無視されているのか。あるいは──

　不意に、男の胸を不安が満たす。

　ひょっとしてここも、あの女に襲撃されて、全ぜん滅めつしたのではないか。そんな想像が頭をよぎったのだ。

　まさかそんなことが──とは思うのだが、その一方で、ありえないことではない、とも考えられる。

　一いつ旦たん心に浮うかんだ不安は、消えることなど決してなく、ゆっくりとその大きさを増してゆく。

「おい！　聞こえてるんだろ！　おい！」

　声を上げるが、やはり返事はない。

「……くそっ！」

　男は両手でカプセルの内部をまさぐる。普ふ通つうこういったカプセルは、内側からも開くようになっているはずだ。やがて左手がレバーのようなものに触ふれ──男は、適当にそれを動かした。

　ぷしっ！

　小さな空気の音がして、カプセルの上部がゆっくりと開きはじめた。

　開ききるのを待つのももどかしく、男はすき間から乗り出すように身を起こす。

　そこは、殺風景な小さな部屋。窓はないが、重力は確かに感じる。シャトルの一室といったところか。

　ドアは当然閉ざされており──さすがにこれは開かないだろう。

　男があたりを見回していると──

『何かあったの？』

　突とつ然ぜん部屋に響ひびいた声は、いつかの女のものだった。たぶん、カプセルが開いたことを察知して、スピーカーで呼びかけているのだろう。

「そいつぁこっちのセリフだぜ」

　安あん堵どの吐と息いき混じりに男は言う。

「目が覚めて、いくら呼びかけても応こたえが返って来やしねえ。何かあったのかと思っちまった」

『悪いけどこっちも、あなたをモニターするためだけに、いつも一人をつけておくほど暇ひまじゃあないのよ』

「それもそうか。

　ところで、だ。俺の身み柄がらってもんはどうなるんだ？」

『宇宙うえには仲間の宇宙船ふねがあるんでしょ。適当な方法でそっちに引き取ってもらう、というのが妥だ当とうね』

「──っと──そいつは待ってくれ。

　正直言って、あそこには帰れねえ」

『帰れない？』

「ああ。殺されちまった仲間の中に、うちのボスの身内がいてな……

　で、俺だけが一人のうのうと生きて帰ったらどうなるか……ってことだ。

　うちのボスも、あんまり気の長なげぇ人じゃねえ。へたすりゃ始末されちまうだろう。

　そこで──どうだ？　ものは相談なんだがよ、あんたたちんところで世話になる、ってことはできねえか？」

『……………………』

　スピーカーの向こうにとまどいの気配。

「いや。今すぐ答えてくれ、ってわけじゃねえ。こっちも無理を承知で頼たのんでるんだ。考えといてくれるとありがてえ、って話だ。

　ダメならダメで、ついでの時にでも、どっか適当な惑星ほしの衛星港みなとにでも置いてってくれりゃあいい」

『まあ──考えておくわ。

　それと──こっちはしばらく、いろいろやらなくちゃあならないことがあるから、そっちの相手はできなくなるわ。

　食事は適当に届けるけど、一応念のため、部屋のドアはロックさせてもらったから、そこでおとなしくしていて』

「わかってるよ」

『それじゃあ』

　簡単なあいさつの言葉を残して声は途と切ぎれる。

　あとにはただ、時をもて余した男が一人、とり残された。




「……参ったわね……」

　男との会話をうち切り、レティシアはつぶやいた。

　仲間にしてくれ、と来るとは、さすがに思ってもいなかった。むろんそんなわけにはいかない。

　──いっそ、詳くわしい情報を直接聞く気はないか、とか何とか言って、コラードに押しつけるというのは──

　ふとそんなことを考えながら、レティシアは気のないまなざしをモニターに向けた。

　おとり役をはじめて、二日。しかしこれはこれで、結構ヒマなものである。相手がかかるのをただ、辛しん抱ぼう強く待つ。

　定期的に切り替かわるセンサーの画面をぼんやりと眺ながめ──

「──！」

　レティシアの体に緊きん張ちようが走る。今のがもし見み間ま違ちがいでなかったならば──

　センサーを操作し、画面を切り替える。映し出されたのは、ひろがる森の、温度分布画面。その一部に、周囲より温度の高い部分があった。

　表示を見ると、ちょうど──そう。人間の体温程度の何かが、そこにあった。

　センサーをカメラ映像に切り替える。その部分をクローズアップ。

　──いた──

　レティシアの心臓がはね上がる。

　かたむいた陽の光を浴びて、影の色に染まる森。

　その一角に──木こ陰かげから顔を半分だけ覗のぞかせて、こちらをじっと窺うかがう人影があった。

　ジャケットの胸元近くまで、無造作に伸のばした黒くろ髪かみが届いている。

　陰のせいで、顔立ちまではよく見えないが、それでもその人影からは、メニィの面おも影かげが見て取れた。

「おー」

　横から同じ画面を覗き込み、メニィが声を上げる。

　コラードの言葉をふと思い出して、近くをスキャンしてみるが、そばに車らしき反応はない。本当は車など持っていないのか、それともエンジンを切り、離はなれた場所に置いているのか──いずれにせよ、すぐさま車に飛び乗って逃にげられる、ということだけはなさそうだが。

「問題は……どうアプローチするか、ね……言葉は通じると思うけど……」

　しかし《彼女》にとって、シャトルに乗った人間など、敵か獲え物ものでしかないだろう。

　へたに呼びかけたところで、聞く耳持たぬか警けい戒かいされるかのどちらかだろう。

「んとね、おトーフあげるから話を聞いて、って言うのは……」

「却きや下つか」

　メニィの案を、しかしレティシアは即そく座ざに否定した。

　成功するか否いなかは問題ではない。

　もしそんなことをやって、成功したらひたすら悲しくなるだろうし、失敗したら、それこそ首をくくりたくなるだろう。

　避さけねばならない。それだけは。

　ならば──

　レティシアは、ある案を思いついた。

「メニィ。あなた──

　呼びかけてみる？　《彼女》に」

　理由も根こん拠きよもない。本当の思いつきである。

「うん」

　うなずくと、メニィは外部スピーカーをオンにして、マイクに向かい、

「ねえねえ、おトーフって食べたことある？」

　倒たおれそうになるのを必死でこらえ、レティシアはモニター画面を見やる。

　影が、動いた。身を引き、木陰に隠かくれる。

　いきなりの呼びかけに、驚おどろいて逃げた──わけではなさそうである。

　温度センサーでチェックすれば、《彼女》はまだ木陰にいた。メニィがなおも、意味不明の世間話だか呼びかけだかを続けている間にも、じっとその場を動かずにいる。

「……それでね、できたてのおトーフを、ぷるぷる、ってすくって、あんかけにして食べるの」

　メニィはなおも意味不明な世間話に興じていたが、レティシアは頃ころ合あいを見て、外部スピーカーを切る。

「あ。」

「『あ』じゃなくて。

　けど、逃げるでもなく、出てくるでもなく……どうやらこっちを誘さそっているようね」

「ん。わかった」

　言ってメニィはにこやかに席を立ち、

「じゃ、ちょっと行ってくるね」

　目を丸くしているレティシアをあとに、気楽な口調で、コックピットをあとにした。

　あとにはレティシアが残るのみ。

　たしかにこの場合──メニィが行くのがベストではある。レティシアでは、向こうが逃げたり攻こう撃げきしてきたりした時、対応しきれない。メニィにそのことをどう切り出そうかと迷っていたのだが……さらりと自分から出ていったので、少々驚いたのだ。

　しかしまあ、結果として手間が省けたことは事実である。レティシアは外の様子をモニターし続け──

　ほどなく、視界の隅すみに動く影。メニィが外に出たようである。

　──やけに早いわね──

　思いながら、なにげなく視線を移し──

「──！」

　レティシアは息を吞のんだ。

　メニィは、いつもと全く同じスーツ姿だった。ボディースーツどころか、ヘルメットすらつけていない。ここの大気が有害だということくらいは知っているはずなのに。

　レティシアはメニィに呼びかけようと、外部スピーカーのスイッチに手を伸ばし──

　指が、寸前で止まる。

　気づいたのだ。説得を目的とするならば、それがベストの手段だと。

　ここの大気は、長期間呼吸し続けると有害らしいが、それは、短時間なら平気だということでもある。

　もしヘルメットやボディースーツで装備をかためていれば、向こうはこちらを、友好的な相手だとは思わないだろう。

　それに、自分と同じ顔を見せ、興味を引いた方が話を聞かせやすくなる。しかしヘルメットをかぶれば、当然顔は見えにくくなる。

　──まさかあの子……そこまで考えて？

　いずれにせよ──

　レティシアには、ただ、見守るより他ほかに方法はなかった。




　散歩のような足取りで、鼻歌さえ歌いながら、メニィは森に向かっていた。

　大気の中には確かに、ごくわずか、においとも言えぬほどの違い和わ感かんが混じっているが、決して不快なものではない。

《彼女》がとまどっているのが、なんとなくわかる。それはそうだろう。自分と同じ顔の相手が、鼻歌交じりに近寄って来ているのだから。

　メニィはそのまま歩調を変えず、森の中に踏ふみ入った。《彼女》はいまだ動かない。

　やがてメニィの目は、《彼女》の姿をはっきりと捉とらえた。

　メニィがあと数年、成長すれば、こうなるだろう。そんな姿がそこにはあった。

　背は自分より、頭半分ほど高い。髪かみは伸のび、あごの線もシャープになっているが、どこかのんきに見えてしまう表情までもがそっくりだった。

　どこかで奪うばったのだろう。サイズがやや大きめなジャケット。そして右手には、メニィの方に向けられた、小型のレーザーガン。

　メニィはかまわず歩みを進める。ある程度まで近づいた時、《彼女》が横に小さく銃じゆうを振ふった。

　──それ以上近づくな──そういうことだろう。

　メニィは素す直なおに立ち止まる。

　レティシアのいる『ワイヴァーン』からは、メニィは見えるが《彼女》は見えない。そんな位置。

「あたし、メニィ＝マリオン」

　鼻歌を言葉に替かえて、にこやかな顔でメニィは言った。

　それを合図に──

《彼女》は無造作に引き金を引く。

　光は、メニィの肩かたを貫つらぬいた──
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　メニィは──

　ほんの半歩、後ろに退さがった。

　それだけだった。

「…………？」

　メニィのクローン──名もない《彼女》の顔にとまどいの色が浮うかぶ。

「んとね」

　肩を撃うち抜ぬかれ、メニィの右みぎ腕うでは、力無くだらりと垂れ下がってる。それでも声の調子はいつもと変わらない。

　左手でスーツのポケットをまさぐると、白い小さな紙パックを取り出す。

「おトーフ、食べる？」

「……オトー……フ……？」

《彼女》がつぶやく。メニィと同じ声で。

「傷は……痛まないのか……？」
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　銃じゆ口うこうがゆっくりと下りてゆく。

「ああ。これ？」

　メニィは撃たれた右肩の傷に、どこかきょとんっ、としたようなまなざしを送ってから、にっこり笑って、

「うん。痛い」

「……お前は一体……誰だれ……なんだ？　なぜ私にかまう？」

「えっとね、あたし？　メニィ＝マリオン。

　なんでかまうか、って……」

　言いよどみ、小首をかしげてしばし考え、

「よくわかんない」

「わからないのに、かまうのか」

「うん」

　メニィは、こくんっ、とうなずいて、

「で、食べる？　おトーフ。食べないならあたしが食べるけど」

「旨うまいのか」

「白くてぷるぷるしてておいしい。

　いっしょにいるレティシアは、味がない、って言うけど」

　こくんっ。《彼女》の喉のどが小さく鳴る。我知らず、ゆっくりと足が前に進み──

　音が聞こえたのは、その時だった。

　メニィが。《彼女》が。同時に、ぴくんっ！　と小さく震ふるえる。

「レティ！　だめ！」

　ふり向き、声を上げるメニィ。だが通信機も持たぬ今、その声が届くはずもなく。

　モーターの唸うなりが森の空気を震わせた。

　木の葉を散らし、横よこ滑すべりに姿を現したのは鋼はがねの巨きよ体たい。

　エメラルド・グリーンに彩いろどられた、レティシアの装パワ甲ード強・ス化ー服ツ『セイレーン』。

『メニィ！』

　外部スピーカーから漏もれた、悲鳴に近い呼びかけは、もちろんレティシアのもの。

　メニィが撃たれたのを見て、あわてて出しゆつ撃げきしてきたのだろうが──

「──」

　メニィは答えず、視線を戻もどす。

　だがすでに、そこから《彼女》の姿は消えていた──




「──降りるわ。この件から」

　通信を開いて、開口一番。レティシアは疲つかれた声でそう宣言した。

　相手は言うまでもない。外見通りの能力で、そばの湖に潜もぐり、待機したシャトル、『カーラボス』に乗ったコラード。

　レティシアがモニターしている前で、メニィが撃たれた。あわててパワード・スーツに乗り、出撃した時には、すでに《彼女》の姿は消えていた。

　メニィを連れて『ワイヴァーン』へと戻り、男を別の部屋に移すと、メニィを医い療りよう用カプセルに叩たたき込んだ。

　診しん断だんの結果、幸いレーザーの一撃は、後こう遺い症しようを残すようなものではなかったが──

　だからといって、それで、気の重さが消えるわけではない。

『大体は、こちらでもモニターしていた』

　コラードは言う。

『ひょっとして──

　メニィくんが傷を負ったのは、自分が首を突つっ込んだせいだ。だから手を引く──とでも考えているのかね？』

「否定は──しないわ」

　挑ちよう発はつとも取れる指し摘てきを、しかしレティシアは冷静に肯こう定ていした。

「それに、《彼女》を本当に保護することが可能かどうかもわからない。

　単に傷つく者が増えることになるだけの可能性が高いわ。

　それなら──」

『このまま放置して、勝手に死んでくれた方が都合がいい、と？』

「──」

　レティシアは一いつ瞬しゆん口をつぐみ──

「……あなたの口から、そんな博愛主義者みたいな言葉が出るとは思わなかったわ」

　それでも皮肉の言葉だけは投げかける。

『……無論私としては──』

　コラードは、小さく肩かたをすくめると、

『きみたちが、この件から降りる、というのであれば、それを止める権利も義務もない。

　きみの意見もわかった。

　それで──メニィくんの意見は？』

「あの子は──！」

　──関係ない──

　危あやうく口走りかけたそんな言葉を、レティシアはすんでのところで吞のみ込んだ。

　関係がないわけがない。むしろこれは、メニィの事件と言っていい。

「……メニィは平気な顔で……もう少しであの女と仲良くなれた、って言ってたけど──

　あたしは、そうは思わない」

『つまりメニィくんは、《彼女》を説得できると考えている、と？』

「あの子は撃うたれたのよ！」

　知らず語調が荒あらくなる。

「平気なふりをしていたけれど……」

『それは平気だろう』

「そんなわけないでしょ！」

『後遺症を残すほどの傷だったのかね？』

「そうじゃないけど──だからって！　傷つけば血も出れば痛みもする！　平気なわけがないでしょ！」

『──？』

　モニターの中、コラードは、わずかに眉まゆをひそめ、

『──今──

　きみは、何と言った？』

　とまどいの口調でそう問われ、レティシアの方も眉をひそめる。

　自分は何かおかしなことでも言っただろうか？　迷いながらも、くり返す。

「平気なわけがない、って……」

『そこではない』

　コラードは遮さえぎり、

『傷つけば──どうなる、と？』

「……？　血も出るし痛い……当たり前のことじゃない」

『まさか……きみは知らんのか？　気づいていないと？』

「──なんの話よ──」

　焦じらされているようで腹が立つ。いつもの冷静さを失い、嚙かみつくレティシアに、コラードは、困った顔で、

『メニィくんは──』

　一瞬言いよどみ──そして、続けた。

『痛覚を除去されている、という話だ』




　何を寝ねぼけているのだ。この男は。

　それがレティシアの感想だった。

　痛覚を除去？　あのメニィが？

　たしかに、メニィの『痛い』には実感がこもっていないが、ことあるごとによく痛がる。パワード・スーツの上からチョップをした時でさえ──

　……………………！

『裏の世界では、すでに有名な話なのだよ。

　きみたちシェリフスターのメンバーのうち、何人かが、クロフトの生んだ遺伝子ジー操作ン・生体バイオ兵器ウエポンだということ──

　実用試験を兼かねた試作品だということは』

　コラードの声を聞きながら、レティシアは、メニィのことを思い出していた。

　こちらが傷の存在を指摘してから、はじめてメニィが口にした、おざなりな『痛い』という言葉。

『実験体ならば、それぞれ異なるタイプが配属されたと考えるのが妥だ当とうだろう。

　──理想的な兵士とは、一体どういったものか？

　死ぬことがなく、素す早ばやく、冷静で、命令に忠実で恐きよう怖ふを知らない』

　思い出す。

　パワード・スーツの上からチョップを食らわせただけで、条件反射のように返ってきた『痛い』という言葉。

　コラードが続ける。

『不死は、現実的に考えて、ナンセンスと言わざるを得ん。速度も、神経伝達速度を考えると限界がある。

　ならばアプローチは、冷静さ、高いサバイバビリティ、恐怖の克こく服ふく。こんなところだろう。

　冷静さは、脳内物質の分ぶん泌ぴつ量を少なめに制せい御ぎよし、感情の起き伏ふくを抑おさえることで保つことができる──かもしれん』

　仲間の──銀色の髪かみをした男の顔が、刹せつ那なレティシアの脳のう裏りをよぎる。

『サバイバビリティは、逆に、脳内物質の分泌量を多めにすることによって、緊きん急きゆう時における能力の増加を期待することはできる。前案とは全く逆のアプローチで、これは感情の起伏が激しくなる』

　やたら気が短い、金色の髪をした女。

『そして──

　痛覚の除去等により、恐怖という感情を極限まで軽減させたタイプ。

　これは同時に、相手の痛みを理解する能力を奪うばい、兵士としての冷静さを保つ一助となる上、通常ならば無意識のうちにかかっているリミッターを外し、筋力等を常に百パーセント近く引き出すことも可能だ。

　無論その分、肉体への負担や損そん耗もうは激しくなるが』

　いつもむやみにほがらかな、メニィの顔が頭に浮うかんだ。

　コラードの声が問いかける。

『ならば、メニィくんは、このうちどれに該がい当とうすると思う？』

「……あなたの……想像──でしょ……？」

　唇くちびるが漏もらした声は、まるで自分のものではないかのようだった。

『無論想像だよ』

　コラードは言った。

『だが、根こん拠きよがないわけではない。

　惑わく星せいファーサイドで、はじめてきみたちと出会った時──

　メニィくんに捕つかまった私は、彼女の背中の傷に触ふれた。隙すきをつくって逃にげるつもりだったのだが──

　彼女は眉まゆを動かしさえしなかったよ』

　レティシアは再び口を動かし──

　動かしてから。発するべき言葉が何もないことに気がついた。

　うろたえ、視線を泳がせて──レティシアの目がある一点で止まった。

　医い療りよう用カプセルのモニターランプ。カプセル内部──メニィとの通話が可能なことに、気づいたのだ。

　コントロールパネルを操作する。自分の指がわずかにふるえていることには、気づかないふりをして、カプセル内部との通信回線を開く。

　舌に言葉を乗せるには、しばしの時を要した。

「──メニィ──聞こえる──」

『うん。どうしたのレティ』

「傷は痛む？」

『傷？』

　何かを考えてでもいるかのような沈ちん黙もくがわずかに落ちて──

『うん。痛い』

　気軽な口調の答えが返る。

「痛いって……どんな感じ」

『どんな……って言われても……』

　メニィはしばし、とまどってから、

『ケガしたり殴なぐられたりしたら、そう言わなくちゃあいけないから』

　──！

『……レティ？』

　聞こえるメニィの声は、ひどく遠くからのものに感じる。

『どうしたの？　レティ？』

　──言わなくちゃあいけない──？

　それは、つまり──

『レティ？　もしもーし』

　ひどくのんきな──いつも通りのメニィの声に、ささくれた心が反応する。

「なんでっ！」

　レティシアは、思わず声をはり上げていた。

　──なんであんたはそんな、のんきな声が出せるのか──

　言いかけて、気がつく。メニィに怒いかりの矛ほこ先さきを向けるのは、それこそ理り不ふ尽じんなことでしかないと。

『……何かあったの？　レティ？』

「……こっちの話よ……気にしないで。とにかくあんたは、おとなしくして傷を治すこと」

『うん』

　メニィの元気な返事を待って、レティシアは通信回線を閉じた。

　胸の奥に、つめたく、重いしこり。

　痛みを好む生き物は、まずいない。だがそれゆえに、痛みは己おのが肉体の異常を報しらせる警告信号となる。

　それが取り除かれているということは──つまり──生き物としての自衛権の一部を奪われている、ということでもあった。

　──今の今までずっとそばにいて──自分は、そんなことにも気づかなかったのか。コラードに指し摘てきされるまで。

　父は──クロフトの社長は、当然このことを知っていただろう。では兄は？　やはり知っていて、黙だまっていたのだろうか？

　どこに向ければいいのかもわからぬ感情を、必死で押さえつけようとする。うつむいて、歯を食いしばり、拳こぶしをにぎりしめる。

　感情の波をなんとかやりすごし、顔を上げて──ようやく思い出す。コラードとの通信が途と中ちゆうだったことに。

『──話を続けていいかね？』

　どうやらレティシアが落ち着くのを、律りち儀ぎに待っていてくれたようである。

「……ええ──」

　嚙かみ締しめた歯の間から、彼女はなんとか肯こう定ていの答えを絞しぼり出した。

『痛覚を奪うばうというのが何を意味するかは……その様子からして、どうやら説明するまでもなさそうだが……

　メニィくんは、外科的にではなく、遺伝子レベルの操作で痛覚を奪われている。

　私は《彼女》──メニィくんのクローンを生み出す際、痛覚は復活させておいた。

　私が手を加えたのは、その程度のことだ。勝手な言い草と思ってくれてかまわんが、つまり《彼女》は、メニィくんにとっては姉妹のようなものなのだよ。

　だからこの件に関しては、メニィくんの意見も尊重するべきではないか──

　私はそう思うのだがね』

　レティシアには──答えられなかった。

　保護者気取りで、そのくせメニィのことはちっともわかってなくて。こんな自分に、何を決め、何を答える権利がある？
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「……メニィに……相談してみるわ……」

　そんな言葉を絞り出すのが、今のレティシアにはやっとだった。




　木々の間にじっと身を潜ひそめ、《彼女》は思いを巡めぐらせていた。

　胸の奥にはざわつきがある。

　これが生まれたのは、あのシャトルを目にした時からだった。

　この感情の正体をはっきりとさせるため、問題のシャトルを見つけ出し──

　そこで、あの女と出会った。

　妙みような女だった。

　今まで出会った連中は、自分に撃うたれると、おびえ、痛がり、攻こう撃げきしてきた。

　だが今日出会った女は、それでも笑え顔がおを崩くずさずに、オトーフ、とかいう食料をさし出そうとした。

　なおわからないのは──自分が、それを食べてもいい、という気になったことだった。

《彼女》の頭には、さまざまな知識が詰つめ込まれている。その中には、相手を油断させて食料に毒物を混入する、という手法もあった。

　状じよう況きようからすると、オトーフの中にはたぶん、毒物が混入されていたのだろう。そう判断するのが妥だ当とうだ。

　だが、そうと知りつつなお──女がさし出す食料を、食べてみてもいいかもしれない、と思ってしまったのである。

　なぜ自分はそんなふうに思った？　なぜあの女は、自分にそう思わせることができた？

　面おも差ざしが自分と似ていたからか？　いや、そんな単純な理由ではあるまい。

　ためらいながらも歩み寄ろうとしたその時に──

　横手から、パワード・スーツが飛び出して来た。

　やはり罠わなだったのだ。

　あの時はそう思い、退たい却きやくしたが──冷静に考えてみれば、罠にしては手て際ぎわが悪すぎる。

　いずれにしろ、もう関かかわり合いにならない方が賢けん明めいである。

　それはわかっているのだが──

　気になる。

　胸のざわつきはおさまるどころか、一層その強さを増していた。

　何なのだ。この感情は。これを消すにはどうすればいい？

　また会うのか？　また会って、あのオトーフとかいうものを食べてみればいいのか？　それとも──

　また会って、相手の存在を消せばいいのだろうか？

《彼女》はその視線を、木々の奥に隠かくした車へと向けた。

　ワゴン車に積んだあれを、使ってみるのも悪くないだろう。

　決心すると、《彼女》は行動を開始した。




　一体、何が起こっている？

　さして広くもない部屋の中を、うろうろと歩き回りながら、男は苛いら立だちに苛さいなまれていた。

　男を助けてくれたこのシャトルに、さきほど異変があった。

　いきなり部屋を追い出され、別の──この部屋へと移されたのだ。

　部屋のつくりも大きさも似たようなもの。違ちがいといえば、医い療りよう用カプセルがないことくらいか。

　どうやら、誰だれかがケガをして、医療用カプセルを使う必要に迫せまられたようである。

　最初は別に、何も思わなかった。しかししばらくするうちに──不ふ吉きつな想像が頭をもたげてきた。

　誰かがケガをした。医療用カプセルを使うということは、ツバでもつけておけば治るようなかすり傷でないことは確かだ。

　だが、基本的に、他組織とのトラブルご法はつ度とのこの星で、そんなケガをするというのは、一体どういうことだ？

　何かの事故だろうか？　それともまさか……自分たちを襲おそった『あの女』？

　自分を助けた相手はどうやら、『あの女』に興味を抱いだいていたようだった。

　まさかその挙げ句、『あの女』にちょっかいをかけて、ケガ人を出したのではないか？

　もし、そうだとしたら──

『あの女』は、このシャトルを捜し出し、完全に潰つぶそうとするのではないか。

　そうなれば当然自分も巻き添ぞえである。

　冗じよう談だんではない。

　せっかく助かったと思っていたのに、またあんな目に遭あうのはまっぴらである。それに、次も運良く助かるとは限らない。

　どうする？　ここを出るか？

　だが、出たところで、行くアテがあるわけでもないし、『出たい』と言ったところで、素す直なおに出してくれるのか？

　考えてみれば──

　そもそも、自分を『保護』しているこの連中は、一体何者なのだ？　本当に、気のいいおせっかい、というだけの理由で助けてくれたのか？

　疑いだせばキリはない。男の頭の中で、疑念はどんどんふくらんでゆく。

　ひょっとすると、このシャトルの連中は、『あの女』と深いかかわりがあるのではないか？　だから自分を助けたのではないか？

　そういえば、自分を助けた女の片方が、『あの女』に似ていたのは、単なる偶ぐう然ぜんなのか？

　疑念と不安は、男の胸のうちで時間とともにふくれてゆく──




　一体、どうすればいいのか。

　レティシアにはわからなかった。

　また連れん絡らくする──そう言って、コラードとの通信は一いつ旦たん切った。

　正直、彼女は混乱していた。

　メニィのケガ。そして彼女メニイが痛覚を奪うばわれているという事実。そしてメニィのクローン──《彼女》のこと。

　さまざまなことがありすぎて、どう考えを整理していいものやら、見当もつかない。

　むろんコラードの言った通り、メニィを蚊か帳やの外に置くわけにはいかないだろう。だがもしメニィが、再び《彼女》と出会いたいと言ったら？

　レティシアとしては、むろん反対である。だが反対することが正しいのか？　そもそも自分に、異を唱える資格があるのか？

『ワイヴァーン』のコックピットシートに身を沈しずめ、彼女は一人、答えの出ない自問を繰くり返す。

　感情と理論と混乱と。思考の堂々巡めぐりの中、時間だけが息をひそめて流れゆき──

　我に返ったのは、コックピットに響ひびいた、通信のコール音だった。

　ため息をついて身を起こし、回線を開く。予想通り、コラードからだった。

『どう対応するのかね？　場合によっては協力する』

　開口一番言って来るのに、レティシアは吐と息いきに言葉を乗せた。

「──そう急せかさないで。もう少し考えをまとめてから──」

『もう少し？』

　画面のコラードは眉まゆをひそめ、

『まさか──捕捉キヤツチしていないのか？』

「捕捉キヤツチ？」

『パワード・スーツらしき反応が一つ、そちらに向かっている。おそらく《彼女》だ』

「──!?」

　レティシアはあわててセンサーであたりを走査スキヤンする。

　森の中を、こちらに向かって近づいてくる熱反応が一つ。熱量、大きさ、スピードからすると、確かにパワード・スーツのようである。が。

　──こんなに早く《彼女》の方から仕し掛かけてくるとは。それに──パワード・スーツ？

《彼女》がそんなものを持っているなどとは初耳である。

　……いや……

　予想してしかるべきだった。《彼女》はコラードに、さまざまな知識を教え込まれている。ならばその中に、パワード・スーツの操作方法があった可能性は高いし、《彼女》が今までに襲ったシャトルの中に、パワード・スーツを積せき載さいしたものがあったとしても不思議はない。

　向こうがこちらに向かって来る以上、決断までに与あたえられた時間は少ない。

　逃にげるか？　意味がない。メニィに相談する？　論外。もしケガを押して出る、などと言いだしたらどうする？

　とまどい悩なやんでいるうちにも、反応は、どんどん『ワイヴァーン』に近づいて来る。

　時間に急かされ、レティシアが出した結論は──

「あたしが止めるわ」

『──な──』

　宣言すると、コラードの言葉も待たずに通信を切り、席を立った。




　ほとんど同時だった。

　パワード・スーツ『セイレーン』にその身を包んだレティシアが『ワイヴァーン』を出たのと──

　前方、木々の間から、灰色の機体が横滑すべりに飛び出したのとは。

　レティシアは、そのシルエットには見覚えがあった。職業がら、さまざまな兵器のデータには目を通している。

　エルパ社製パワード・スーツ、ＥＦＰ─ＧＲ０２、通つう称しよう『グリズリー』。ひと昔前までは、あちこちの惑わく星せい国家の軍で制式採用されていた実績もある。

　これといった特とく徴ちようはない旧型機──ではあるのだが、言い換かえればバランスの取れた機体で、乗り手によっては、今でも充じゆう分ぶんな戦力となりうる。

　その手には、全長二百センチに及およぶ最新型ビームライフル。本来は艦かん艇ていなどを攻こう撃げきするための兵装である。もし直撃すれば『セイレーン』など、中身ごと蒸発してしまうだろう。

『あの子の──メニィの話をしたいの！』

　その姿を見ると同時に。レティシアは、外部スピーカーで呼びかける。

　むろん、こパワーんド・スなーツ姿で、話し合いを呼びかけても、説得力に乏とぼしいことくらいは、レティシアにもわかっている。

　だがさすがに、メニィをいきなり撃うった相手が乗るパワード・スーツに、生身で対たい峙じするほどの度胸──いや、無む謀ぼうさは持ち合わせていなかった。

　そして案の定。

『グリズリー』は手にしたビームライフルの銃じゆう口こうで、瞬しゆん時じに『セイレーン』を照準ポイントしていた。




　エメラルド・グリーンに彩いろどられた、そのパワード・スーツが現れた時。

《彼女》は迷わず、ビームライフルの銃口を向けていた。

　相手の呼びかけが聞こえなかったわけではない。メニィ、というのが、あのオトーフ女の名前だとも想像はついた。

　だが。今現れ、呼びかけを行ったのは、オトーフ女と出会った時に、横から飛び出してきたパワード・スーツだった。ならば、味方とは思えない。

　銃口を向けられ、相手は回かい避ひしようと移動をする。銃口でその動きを追いながら、しかし引き金トリガーは引かない。

　手にした武器が、対艦艇用のものだということを、《彼女》はちゃんと認にん識しきしている。メニィとかいうオトーフ女のシャトルが逃げようとすれば、攻撃して飛行不能にするつもりで持参したのだ。
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　攻撃力は確かに高いが、当然その分電バツ力テリーを食う。銃身に内蔵されたものとパワード・スーツ本体のバッテリーを合わせても、五、六回の発射がせいぜいだろう。それに一度撃うってしまうと、次の充じゆう電でんまでに時間がかかる。

　パワード・スーツ同士の近きん距きよ離り戦では、致ち命めい的てきなスキとなるほどの時間が。

　つまり──

　引き金を引くなら、必ず当たる時に引け。そういうことである。

『あなたに危害を加える気はないの！』

　エメラルド・グリーンのパワード・スーツは、こちらの銃口からおろおろと逃げまどいながら、なおも呼びかけてくる。

　パワード・スーツに乗って、『危害を加えるつもりはない』？　それはまたずいぶんと、説得力のある呼びかけだ。

『あなたとメニィは……姉妹みたいなものなのよ！』

　姉妹。言葉の意味は知っている。それがどういうものなのか、という実感はないが。

《彼女》は、自分が、人工的な技術によって造られた存在ものだということは知っている。与あたえられた知識の中に、そうあったのだ。

　その自分に、姉妹？　遺伝子構造が似ている、という意味か？

　どうでもいい。何にしても自分は、このパワード・スーツに乗った奴やつと話がしたいわけではない。あの、メニィとかいう女に会いたいのだ。

　しかし今、メニィの姿は見えない。あのシャトルの中にこもっているのか？

　ならば、出てきてもらうとしよう。ついでにその時の対応で、目の前のパワード・スーツが、味方か、そうでないかもはっきりするだろう。

《彼女》はビームライフルの銃口を翻ひるがえし、その先を『ワイヴァーン』へと向けた。




『グリズリー』のビームライフルの銃口が、『ワイヴァーン』へと向けられた瞬しゆん間かん。

　レティシアは、『セイレーン』の右みぎ腕うでに内蔵されたビームバルカンで、ライフルの銃身を撃っていた。

《彼女》の意図はわからない。『ワイヴァーン』を完全に撃げき破はするつもりだったのか、逃げられないよう、飛行能力を奪うばう程度に壊こわすつもりだったのか。あるいは──単にレティシアを試ためしただけなのか。

　だがいずれにせよ、『ワイヴァーン』を潰つぶされる危険を冒おかしてまで、それを見届けるわけにはいかなかった。

　撃ち抜ぬかれると同時に『グリズリー』は銃身を手放した。チャージされていたエネルギーが枷かせを失い、解放されて爆ばく発はつを起こす。

　だがこれで、相手が丸まる腰ごしになったわけではない。

『グリズリー』が右手をこちらにはね上げた。

　レティシアの記き憶おくが正しければ、その手の甲こうには、ビームガンが内蔵されていたはずだ。たいした出力ではないものの、直撃すればパワード・スーツの装甲を破る程度の力はある。

　レティシアはとっさに左手をかざし、対ビームフィールドを展開させる。

　だがその瞬間。『グリズリー』が突つっ込んできた！

　力パワーと推進器バーニアをフルに使った、機体性能限界の駆く動どうで、一気に『セイレーン』との間合いを詰つめ──

　その左手が、大地を搔かいた。

　がン！

　衝しよう撃げきが『セイレーン』の機体を揺ゆらし、機体が半回転する。

「──!?」

　左ひだり腕うでの装甲がひしゃげ、対ビームフィールド発生装置が破損していた。

《彼女》は全速でこちらに突っ込みながら、落ちていた、赤あかん坊ぼうの頭ほどの大きさがある石をすくい上げるように投とう擲てきしたのだ。

　充じゆう分ぶんな質量と速度を持ったそれは、パワード・スーツの装甲を破損させるほどの破は壊かい力を発揮した。

　レティシアは、右のビームバルカンを一連射し、相手の動きを牽けん制せいしようとする。

　だがそう来ることを読んでいたのか、あるいはレティシアの動きを見て反応したのか、相手もまた対ビームフィールドを展開し、ビームの雨を苦もなくはじくと、速度をゆるめず突っ込んで来る。

　──まずいっ！

　思った瞬間。

　そばの湖の水面が割れた。

　飛び出た銀色の球体は、着地と同時にほぐれて、全長一メートルほどの、多た脚きやく型ロボットに変形する。

　合計六機のそれらは、変形と同時に、機体上部に立体映像を投とう影えいした。

　培ばい養ようポッドに眠ねむる《彼女》の映像を。

『聞きたまえ！　私はきみを生み出した者だ！』

　スピーカーを通してコラードの声が響ひびく。

『グリズリー』の動きは止まっていた。




　コラードにはむろん、レティシアを助ける義理はなかった。

　だが。もし《彼女》がレティシアを殺してしまえば、メニィと《彼女》の対決は避さけられないものとなるだろう。

　それはあまり、歓かん迎げいできたことではない。

　コラードは、湖に潜ひそませた『カーラボス』から、六機の自動機、『アラクニコス』を射出した。

《彼女》がパワード・スーツを所持している可能性は考こう慮りよしていた。その説得・捕ほ獲かく用に調整していた機体である。

　彼は『アラクニコス』のスピーカーを使って呼びかける。

「きみは、自分が誰だれなのか、どういう理由で生まれて来たのか、知りたくないかね？」

　返答はビーム攻こう撃げき。ろくな兵装もない『アラクニコス』の一機はあっさり沈ちん黙もくした。

　どうやら、別に知りたくないらしい。

「知的好こう奇き心は豊かとは言えんな」

　不ふ機き嫌げんにぼやきながら、コラードは、残った『アラクニコス』に捕獲命令を下す。

《彼女》は、メニィ以外の者の話を聞く気はないようだった。

　ならば仕方ない。まず、無理矢理押さえつけ、それから話を聞いてもらう。

　さらに一機の『アラクニコス』がビームのえじきになった時──残る四機は、『グリズリー』に向かって、ワイヤーネットを射出していた。

　原始的でヒネリのない手段ではあるが──それだけに効果的ではあった。

　二つは外れ、しかしもう二つの網あみが『グリズリー』の機体にまとわりつく。むろん、いくら強化ワイヤー製とはいえ、いずれ抜けられる。だが今はこれで充分。

　動きの止まった『グリズリー』に、『アラクニコス』が銃じゆう弾だんを撃うち込んだ。

　むろん普ふ通つうの弾たまではない。コラード特製の弾だん丸がんは、パワード・スーツの装甲に潜もぐり込むと、機体内に蓄たくわえられた電力を、強制的に放出させる。

　これでパワード・スーツはほどなく、ただの鉄の箱と化すだろう。

『グリズリー』のハッチが開いた。

　電力が完全に切れる前に、機体を捨てて逃にげようというつもりなのだろうが──しかしそれを目にしても、コラードはうろたえなかった。

　機体はいまだネットに捕とらわれている。そのせいで、ハッチも、すき間ができるほどにしか開かない。そうやすやすとは脱だつ出しゆつできないはずだった。

　だが、すき間から覗のぞいた《彼女》の手には、ひとふりの分子振しん動どうナイフ。

「何!?」

　思わず声を上げるコラード。あんなものを持ってパワード・スーツに乗り込むか？　普通？

　しかし普通はどうだろうと、現実として《彼女》は、ナイフを使っていとも簡単にワイヤーネットを断ち切り、ハッチを開く。

　あわてて彼は『アラクニコス』たちに、対人捕獲用の粘ねん着ちやく弾だん発射の命令コマンドを送るが──

　時すでに遅おそし。《彼女》は機体を抜け出すと、森の方へと向かって駆かける。発射された粘着弾は、無人となった機体を直ちよく撃げきしただけだった。

　こうなると、弾丸の速度が遅い粘着弾で、《彼女》に当てるのは無理だろう。ワイヤーネットにしても、距きよ離りと、森の木々という障害物の存在を考えれば、発射するだけ無む駄だである。

　コラードにできることはただ、ため息をついて、『アラクニコス』たちに待機命令を下すことだけだった。




　──結局、何もできなかった──

《彼女》の姿が木々の向こうに消えたのを目にして。

　レティシアは胸の奥で、後こう悔かいの言葉をつぶやいた。

　あるいは《彼女》を説得できるかとも思ったのだが──

　結局は、銃じゆう火かを交え、挙げ句コラードに助けられる始末。

　だが。

　その後悔が、やや早すぎたと悟さとったのは、コラードが放った自動機の、さらに一機が吹ふっ飛んだ時のことだった。

「──!?」

　あわててモニターであたりを走査スキヤンする。そこに映し出されたのは──

　肩かたに、歩兵用のロケットランチャーをかつぎ、森の木こ陰かげから身を乗り出した《彼女》の姿。

《彼女》は逃げたわけではなかった。まだ終わってはいなかった。

　武器はおそらく、パワード・スーツで接近してきた時に運び、そのあたりに隠かくしておいたのだろう。

　ひょっとすると機体を捨てて、『ワイヴァーン』に乗り込むつもりだったのか。

　なめられているのか。それともレティシアには自分を攻撃できないと読んでいるのか。《彼女》はまず、コラードの自動機たちを、一機、また一機と片づけ──

「──また会ったね」

　場ば違ちがいに元気な声に、レティシアは凍こおりついた。




　レティシアが──そして《彼女》が──視線を移す。ゆっくりと。

　その先には、一人の少女の姿があった。

　メニィ＝マリオン。

　タンクトップシャツにスパッツ姿。医い療りよう用カプセルから抜ぬけ出たのだろう。今は、髪かみは下ろしており、その右肩には、半はん透とう明めいの止血ジェルが、血の色を透すかしてはりついている。

『メニィ！　どうして──！』

　レティシアの声に、メニィは、視線は《彼女》に合わせたままで苦く笑しようして、

「外で何か起こってる、ってわかったから」

　たしかに──『ワイヴァーン』の間近で、これだけ派は手でにどんぱちやっていれば、嫌いやでも気づくだろう。

『けどあなた、ケガは──！』

「だいじょうぶ」

　メニィはにっこりと笑って──言った。

「痛くないから」

　それ以上──

　レティシアは、何も言えなくなった。

　メニィはゆっくりと歩みを進める。《彼女》に向かって。

「さっきはおどかしてごめん。おトーフ、食べる？」

《彼女》は答えず──肩のランチャーをゆっくりと下ろして問いかける。

「何なんだ。

　一体お前は何なんだ。なぜ私にかまう？」

　それは、出会った時と同じ問い。満足のゆく答えが得られぬままの、消えない疑問。

「よくわかんない」

　言ってメニィはにこやかに笑う。それはやはりさきほどと同じ、不器用な答え。

「かまいたいから、かな」

　だが同時にそれは──なぜか、《彼女》にとっては、安心できる言葉でもあった。

　メニィは《彼女》のすぐ前で立ち止まると、ゆっくりと手をさし出して──

　その瞬しゆん間かん。

　踏ふみ込んだ《彼女》の回し蹴げりが、メニィを横にはじき飛とばす！

　突とつ然ぜんの事態に、レティシアが動どう揺ようの声を上げるより早く。

　ビームガンの一いち撃げきは、《彼女》の腹を貫つらぬいていた。




　一瞬の、出来事。

　レティシアの知覚は、その時の光景を、コマ落としの写真のように捉とらえていた。

　後ろに倒たおれ込む《彼女》。

　倒れながらも、手にしたランチャーを発射する。

　砲ほう弾だんの飛び行く先には──『ワイヴァーン』から降り立った男。

　両手で構えたビームガン。その顔にはりつく表情は、恐きよう怖ふか、狂きよう気きか。

　レティシアがようやく事態を理解したのは、ロケット弾で吹ふっ飛ばされた男が肉片となり、《彼女》が倒れたあとのことだった。

《彼女》の襲しゆう撃げきを受け、傷を負っていた男。

　おそらくあの男の中で、恐怖がすこしずつ増ぞう幅ふくしていたのだろう。メニィが外の異状に気づいて出てきたのと同じように、男もやはり、部屋を出たのだろう。

　──そういえば、メニィが撃うたれ、あわてて男を別の部屋に移した時、内側からドアが開かないように、ちゃんとロックはかけただろうか？　レティシアは自問する。

　部屋を出てしまえば、『ワイヴァーン』のどこかでビームガン一丁を調達することは難しくなかったはずだ。

　外に出て──

　目にした光景は、男には、《彼女》の襲撃と映ったのだろう。

　男は銃じゆうを構えた。手前に立ったメニィごと、《彼女》を撃ち抜くつもりだったのかもしれない。

《彼女》はそれに気づき──メニィを吹っ飛ばしたのだ。

　それが、この結末。

「……っ……」

　奥歯を嚙かみしめ、《彼女》が身を起こす。

　生きている。だが、撃たれた腹のあたりが、出血で赤黒く染まっていた。

　ビームやレーザーで体組織を焼かれた場合、出血しないこともあるが、それは、大きな血管が傷ついておらず、体を動かさなければ、の話である。

　傷は、ほうっておいてよいほど浅いものではないはずだった。

『……きみの肉体は、その構造上、定期的な投薬を必要としている』

　残っていた自動機のスピーカーを通し、コラードが、静かに言う。

『その傷の治ち療りようも必要だ。我々には、それが可能だ』

「──私は──」

　片手で傷口を押さえ、荒あらい息をつきながら、《彼女》は言った。傷ついた獣けもののような瞳ひとみで。

「──ここで──一人で──ゆく──それが──答えだ」

　いまだ尻しりもちをついたままのメニィに笑えみを向けると、《彼女》はきびすを返し、体を引きずりながら、木々の奥へと消えてゆく。

　誰だれも、何も言えなかった。

　誰も、彼女を止めることはできなかった。




『ワイヴァーン』の機体が宙に舞まう。

　もう、ここにいる意味はない。

　コラードとも連れん絡らくは取らなかった。もうその必要もない。

　レティシアは、コックピットに並ぶモニターの一つに、眼下の森を映し出す。

　むろんそこに、《彼女》の姿があるわけでもないのだが──

『──レティ──』

　スピーカーを通して聞こえたのは、医い療りよう用カプセルの中に戻もどったメニィの声。

[image: ]

『あの子、大だい丈じよう夫ぶなのかな？　どうなっちゃうんだろう？』

　レティシアはただ、無言。

『……なんか……変な気持ち……』

　かすかに震ふるえるメニィの声に、レティシアは何も言えない。

　それが、悲しみという心なのだと教えてやる資格すら、自分にはない。レティシアはそんなふうに思っていた。

　二人を乗せ、『ワイヴァーン』は森と湖をあとにした──




　それ以来。

　レティシアは時々夢想するようになった。

　紫むらさき色いろの空と湖にはさまれた世界のどこかを、獣のような、名もない一人の女が、今も駆かけている光景を。




　──結局レティシアはこの一件を、報告書に記してはいない。





シャドウ・オン・ザ・プラネット：了



















　あとがき




　宇宙。

　何ソレ。聞いたことないなぁ。

　つか宇宙に出ないよこの連中。いやはや困ったもんですなぁ。しかしまあ、人、いないからなぁ。宇宙。コンビニもないし。仕方ない仕方ない。

　……………………………………………………………………………………

　すいません噓うそですごめんなさい刑けい事じさんみんな私がやりました。

　というわけで、スペオペと銘めい打うっているのにちっとも宇宙に出ないシリーズ三巻をお送りします。

　そういえばパワード・スーツなんかも、なぜかちっとも活かつ躍やくしなかったり。簡単な設定みたいなものはそれなりにできてるんですけど。

　……あ。その目は信じてませんね。

　ほんとだよー。信じてー。僕の目を見てー。

　たとえばこの時代のパワード・スーツは、（以下四行読み飛ばし可）多重装そう甲こう内にハニカム状ネットウォールで仕切られた高揮き発はつ・速そつ乾かん性の衝しよう撃げき緩かん和わ蓄ちく電でんゲルが二層に詰つまっていて電力供給と衝撃緩和、ついでに空間運用時の宇宙線防ぼう御ぎよの役割も果たし、被ひ弾だんしても普ふ通つうはネットウォール部で即時乾かん燥そう硬こう化かしてゲルの過か剰じよう流出を防いだりするんだけどこんなうんちくストーリー上ほとんど役にも立たねーから書けねー。とか。

　……あれ？　ムダ設定？　ひょっとして？

　…………………………ええっと……………………

　ま……まあこの件に関しては、今後パワード・スーツや宇宙船の活躍が増えるといいなぁ、という希望的観測を胸にそっと刻んでおくことで一応の解決を見たことにしておいて。

　ともあれご一読いただければおわかりのように、お話の方もちょびちょび進みつつあり、トーフ娘むすめの事情あれこれも明らかになってきた昨今。

　いや。なぜ奴やつがあそこまでトーフ好きなのか、という点に関しては謎なぞのままなんですけどね。作者にとってすら。

　なんとなくそーいう設定にしたのですが、作者もキャラに影えい響きようされて……というわけでもないのでしょうが、トーフ関係の料理に興味が湧わく湧く。

　最近も、ＴＶでやってたリゾット風の料理を応用して、トーフ関係の料理をつくってみたり。

　その一。鍋なべに水と適当な野菜、あらびきウインナー、カップコンソメスープを入れて煮にる。この時、具は少な目で。

　その二。ごはん、ほぐした木も綿めん豆どう腐ふ、ツナギの生卵を混ぜ、ショウユやソースやケチャップやマヨネーズなど調味料のいずれか、もしくはそれらの組み合わせを好みで少々入れ、フライパンでお好み焼き風に両面を焼く。

　その二がフライパンで焼けたら、そこに、その一でできた具とスープをぶっかけ、ひと煮立ちしたらでき上がり。

　焼いたところも香こうばしく、卵の香かおりが立つ中にスープが染しみこんでいい感じに。

　けど豆腐料理って、むやみにいじりすぎると、豆腐が主役じゃなく脇わき役やくになってしまうのが欠点。基本的に素材が淡たん泊ぱくですから。

　やはり豆腐の味を充じゆう分ぶんに活いかすとなると、あまり手を加えず、そのものを味わうのが一番。

　冷や奴やつこのおいしい季節。最近はスーパーでも、ちゃんと選べばおいしい豆腐を見つけることもできますので、塩、もしくはショウユだけでピュアな味を楽しんでみるのも一興です。

　……さて。もはやあとがきなのか豆腐談議なのかわからなくなってきた……というよりきっぱり豆腐話になったところで。

　それではそろそろこのへんで。次回、またお会いしましょう。
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